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第一章　こんな驚きはいらない








　鬱陶しさを感じる梅雨が終わり、日々暑さと太陽の照りつけに悩む七月中旬。

　平日半ばの水曜日。とある会社の秘書室は朝から祝福ムードに包まれていた。

　女性特有の少し高めの声が、祝福の言葉と一緒に飛び交う一画を、少し離れた位置から微笑ましそうに見つめるのは、私――秘書たちをまとめる室長吉よし野の詩し織おりだ。 

「高たか橋はしちゃん、お幸せにっ！」

「まったく……ついこの前まで彼氏居ないって言ってたくせに」

「あ、あの時は本当に居なかったんですよ！」

　今は始業開始三十分前。いつもなら、一人や二人、既に自分のデスクに着いている頃だ。

　なのに、デスクが並ぶ一画には人影が一つもない。

　代わりに、秘書室勤務の女性社員たちは、少し離れたスペースに集まり、和気あいあいと話に花を咲かせていた。

　ピシッとスーツを着こなし、それぞれ過度にならない程度にメイクを施した女性たちは、この会社で働く秘書だ。人数にすればザっと十数人ほどだろう。

　そんな彼女たちの中心にいるのは、秘書室内で一番の若手であり、皆の後輩でもある高橋という女性だ。

　自分を取り囲む先輩たちの声に照れ笑いを浮かべる彼女の左手には、キラリと存在をアピールする指輪が輝いている。

　彼女は近々結婚して、そのまま退職するらしい。退職する日までに、引継ぎなどの準備をするそうだ。高橋の寿退社について報告があったのは、今から十分くらい前になる。

　純粋な祝福を告げる言葉。羨ましさ全開な視線。からかい混じりに後輩の頭をワシャワシャと撫でる誰かの手。

　皆、形は違えど、一様に可愛い後輩を祝福している。

（皆、自分のことみたいに喜んじゃって。こういう時は、やっぱり花束を贈るのがベターかしら……渡すのは、やっぱり最後の日？）

　詩織は、その一団を見つめ、まるで女子校の休み時間のような賑やかさに耳を傾けながら、後輩へのプレゼントに思いを馳せる。

（あ、そうだ！　前に、シトラス系の香りが好きって言ってたし、個人的にはボディークリームのお試しセットがいいかも）

　幸せそうに笑う後輩へ、先輩の一人として祝福の気持ちがこもったプレゼント。

　秘書室の最年長社員兼室長として選ぶ、いわゆる先輩一同からのプレゼント。

　どちらも、良い感じに候補を思い浮かべた詩織は、ことさら瞳を細めてほほ笑み小さく息を吐いた。

「はいはい、お喋りは一旦終わりにして。皆、始業準備を始めてちょうだい！」

　息をすべて吐き切った後、パンパンと手を叩いた詩織はキリリと表情を引き締める。

　後輩たちを見守っていた菩薩的な微笑みは消え、今彼女の顔に浮かぶのは皆をまとめ上げる室長としての鋭さだ。

　――お喋りはまた、昼休憩の時にでも。

　なんて、詩織の声なき思いを察してか、後輩たちは皆彼女へ向き直り「はいっ！」と返事をし、各々のデスクへ向かっていった。

　

　

　

　長年日本を拠点として手広く商売を続け、近年海外にも企業進出している花はな岡おかグループは、中心となる本社の他に、いくつもの系列会社を抱える大企業だ。

　大学卒業後、詩織は幸運にもこの系列会社に就職することが出来た。

　そのまま日々仕事にまい進していると、いつの間にかもう三十歳だ。

　小さい頃から生真面目で、優等生タイプを地でいく彼女は、学生時代から色んな資格取得に挑戦するのが好きで、なお且つきちんと成果を残している。

　最早趣味に近いそれは秘書検定も含まれていた。

　詩織の仕事に対する誠実さと勤勉さ、そして多くの資格を保持するスキルを見込まれ、彼女は入社後数年で本社へ移動し重役たちの秘書として仕事をしてきた。

　そんな彼女に、新たな転機が訪れたのは今から三年ほど前のこと。

　新たな系列会社に所属し、社長秘書兼秘書室主任として手腕を振るってもらいたいと言われたのだ。

　

　始業開始の音楽が流れると同時に各自仕事に取りかかり、正午を少し過ぎたところで詩織はほとんど休みなく動かし続けていた手を止めた。

　そして、一度デスクの上にあったスマホを手に取り、専任秘書としてほぼ毎日一緒にいる社長からの連絡を確認する。

『会議は問題なく終わった。外での食事を誘われたので、昼休憩が終わるまでには戻る。俺のことは気にせず、昼休憩に入ってくれ』

　十分くらい前に、自分が担当を任されている花はな岡おか悠ゆう佑すけからメッセージが入っていた。

　名前からもわかる通り、彼は花岡グループの子息であり、本社の社長を務める父を持つエリートだ。

　年齢は、詩織より三つ年上の三十三歳。その若さで、子会社とは言え日々多くの社員たちをまとめている実力者でもある。

　しかも、身長は百八十センチ。風が吹けばサラリと揺れるダークブラウンの髪と、似た色合いの切れ長な瞳が印象に残るイケメンだ。見た目、実力、地位と、神様から二物も三物も与えられた彼に憧れる女性社員は割と多いだろう。

　その人気は社内だけに留まらず、他の系列会社や本社、はたまた取引先にまで。

　なんて話を、以前詩織は高橋から聞いたことがあった。

　話を聞いた当時は、思ってもみなかった上司の人気ぶりに正直驚いた。

　詩織自身、花岡のことをかっこいいとは思っている。けれど意味合いからすれば、テレビや街中で目にするイケメンを見る感覚に近いかもしれない。

　他の女子社員とは違って、詩織が彼に向ける気持ちは〝上司としての尊敬〟が大きいことも関係しているだろう。

　そんな花岡から、詩織は三年前直々にスカウトされ、周りの後押しもあって彼の専属秘書になった。

　そう考えれば、今の自分と同じ三十歳で社長に就任した上司の凄さを改めて痛感させられる。

　他にメッセージが無いかを確認し終えた後、詩織は花岡へ『わかりました。午後の仕事まで時間はありますので、少し遅れても大丈夫です。』と返事を送った。

　

　その後、一旦廊下へ出て、自販機でお茶を買ってきた詩織は、昨日の夕食や今朝手早く作ったおかずを詰め込んだ自前のお弁当をデスクの上に置き「いただきます」と手を合わせ食べ始める。

　お茶で喉を潤し、口へ運んだご飯を咀嚼しながら顔を上げると、先程までちらほら残っていた同僚たちが全員出払っていた。

　きっと皆、思い思いの場所で食事をとっているんだろう。

　自分が担当を任された役員と一緒に朝から出かけ、そのままどこかのお店に入ってランチを食べている子が数人。

　高橋の結婚報告を聞き、彼女の婚約者について聞き足りないメンツは、それぞれ財布とスマホを手に会社の近くで食事中だろうか。

　部署は違えど仲の良い同僚たちと食事をしている子もいるかもしれない。

　なんて、静まり返った秘書室を見渡しながら、この場に居ない後輩たちの今をつい想像してしまう。

「静かだな、本当……」

　詩織がつい呟いた独り言に、もちろん反応が返ってくるわけもない。

　社長秘書兼室長、なんて堅苦しい肩書きのせいか。それとも小さい頃から変わらない生真面目な性格のせいか、詩織は割と独りぼっちでお昼を食べる機会が多い。

　とは言っても、後輩たちとお昼を食べる日がゼロというわけじゃない。

　仕事の都合が良く、皆から誘われれば、詩織だって後輩たちとランチを楽しんでいる。

　だけど、笑顔で自分と話してくれる彼女たちの表情に、多少なりとも緊張の色が消えないことを彼女は薄々気づいていた。

　

　手早くお昼を食べ終え、半分ほど減ったお茶を飲みつつ、詩織は残りの休憩時間を過ごす。

　チビチビと喉を潤す彼女の視線の先にあるのは、スケジュール管理に重宝している会社から支給されているタブレット端末だ。

　時間的には、まだまだのんびりしていても良いけれど、詩織は性格的にそれが出来ない。

　他人の目が無いからと言ってダラけるなんて、きっと許可が出てもしないだろう。

　タブレットには、自分や花岡の一日のタイムスケジュールに始まり、一週間でこなす仕事の把握、そして月単位の予定まで、様々な予定がぎっしり詰まっている。

（うん……うん、よし特に予定変更は無さそうね）

　午後から終業時間までの予定と、会議などに関する変更が無いかを確認し終わった詩織は、タブレットの電源を落とし小さく息を吐く。

　午前中同様、午後も問題など起こらず過ごしていければいい。そんな願いを胸に抱いた彼女は、空になったペットボトルを捨てるため、自販機横にあるごみ箱を目指し部屋を出た。

　

　当初、一分とかからず秘書室へ戻ってくる予定が、気づけば十分近く経っていた。

　理由は、仕事中は出来る限り持ち歩いているスマホに着信が入ったからだ。

　ゴミを捨て、いざ自分のデスクへ戻ろうとした時に鳴ったそれを見れば、画面に社長であり上司の花岡の名前が表示されていた。

　電話の主な内容は二つ。

　もうじき会社に着くという連絡と、今日か明日のどちらかで、話し合いの時間を捻出してくれというお願いだった。

　花岡から、こういう類の連絡がくることは珍しくない。その場の思いつきで行動を起こしたものは、結果的に会社の事業として成功しているので、彼の直感と行動力をバカにしちゃいけない。

　詳しく話を聞けば、どうやらお昼を食べていた時、その場に同席していた男性――次期企画部部長と呼び声高い社員と話しているうちに、新しい企画アイディアを思いついたらしい。

　周りに居た社員たちを巻き込みつつ、二人の話は白熱し、鉄は熱いうちに打てとばかりにアイディアをまとめたいそうだ。

　最後に「よろしく頼む」と言って切れたスマホを見つめる詩織の口角が、無意識のうちに上がってしまう。

　きっと今回も、彼のアイディアから生まれたモノに触れ、お客様が笑顔になる結果が待っているのだろう。

　そのために時間を捻出するくらいお安い御用だ。

　詩織は頭の中で、ついさっき確認したばかりのスケジュールを思い出しながら、今日すぐには無理そうだが、明日なら大丈夫そうだと、一人うんうんと頷く。

　そのまま秘書室へ向かって歩き出せば、ヒールの踵が廊下のタイルを踏み鳴らしコツコツと音を立てる。ヒールの効果もあるのか、目線が靴を履いていない時より高くなる。

　いつもは百六十二センチの視界が、百七十センチ近くにまで引き上げられる感覚が、詩織の気持ちを無意識に引き締めた。

　歩くたび、彼女の首回りで後れ毛が揺れるものの、本人はまったく気に留めない。

　仕事の時はいつも、詩織は作業の邪魔にならないように、接する相手に不快感を与えないようにと背中まで伸びた自分の髪をまとめている。

　今日も彼女はヘアゴムとヘアピンを使って、一度も染めていない長く艶やかな黒髪を、首元近くでお団子状にまとめている。

　すっきりした首回りにかすかな冷気を感じ、無意識に瞳を細めてしまう。

　生まれつき吊り目な黒い目元がこの時ばかりは柔らかくなる。

　秘書室前に到着した詩織は、そのまま「そろそろ皆も戻ってきた頃かな？」なんて、ドアノブに手をかけようとした。その時――。

「先輩、聞いてください！　社長にご飯のお誘いしたんですけど、また断られました！」

「あー……うちの社長、やけにガード固いもんねぇ……」

　指先がノブに触れる寸前、扉を隔てた向こう側から後輩たちの賑やかな声が聞こえた。

　予想した通り、食事に出ていた後輩たちが戻っているようだ。

　いつもなら、詩織は特に気にすることなくドアを開けて中に入っている。だが今日のお喋りは、入室をはばかられる内容らしく、どうしたものかと彼女は頭を悩ませる。

　思わず伸ばしかけた手も引っ込めてしまった。

　今聞こえてきた会話から考えると、どうやら後輩の中に、花岡を恋愛対象として見ている子がいるらしい。

　若干知りたくなった情報に苦笑した詩織は、周りに人がいないことを確認し、小さくため息を吐いた。

　ここの会社は基本的に社内恋愛には寛容なため、社長と秘書がくっついたと聞いても、あまり驚く人はいない。

　だけど、相手が居ない場とは言え、明らかに「狙ってます」と発言するのはどうかと、後輩の言葉に頭を抱えたくなる。

「そう言えば、この前合コン行くって言ってたけどどうだった？」

「全然ダメ！　秘書って肩書きに鼻の下伸ばす男ばっかりで最悪よ」

　そのまま入るべきか否かを悩んでいると、違う話題が聞こえてきた。中から聞こえる声の感じから、戻ってきた後輩たちは今のところ四人くらいだろうか。

　左腕を軽く動かし文字盤が内側にくるように留めた腕時計を見れば、まだ午後の始業時間まで少し余裕がある。

（一応まだお昼休憩中だけど……仕事中と言えば、仕事中なのよね）

　午後の仕事開始まであと十分程度。ガールズトークで盛り上がるのは良いけれど、そろそろ頭の中を切り替えてくれないかと、詩織は呆れ、口から出かかったため息をなんとか飲み下した。

　ここは今朝と同じように、自分が室内に入って「お喋りはまた後で」と言った方がいいだろうか。

　なんだか、後輩という名の生徒を注意する教師みたいだと思ってしまい、つい苦笑いが零れる。

　小さく息を整え、今度こそ目の前のドアを開けようと再び手を伸ばした時、詩織の耳は新しい会話を拾った。

「社長自身もガードが固いけどさ……そもそもの原因って、吉野先輩にあるんじゃない？」

（……えっ？）

　扉越しに聞こえてきた自分の名前に、今度は手元の動きだけじゃなく一瞬呼吸まで止まりかける。

「あの人、変にストイックというか生真面目っていうか……社長のプライベートにまで口出ししてそうなイメージなのよね、私」

「吉野先輩が仕事出来るのは認めるけど……あれだけ堅物な人と四六時中一緒なんて、社長が可哀想。絶対無理だわ、私なら……」

　ついさっきまで、単なる愚痴混じりな恋バナをしていた後輩たちの口から、今は次々と自分を標的にした鋭い言葉の刃が放たれる。

　偶然とは言え、後輩たちの本心を聞いてしまった今、衝撃のあまり再度ドアノブに伸ばしたはずの腕から完全に力が抜けていく。スマホを持つ手も震えだし、落とさないように手のひらで包み込むだけで精一杯だ。

　そんな詩織の動揺も、扉越しに自分たちの会話を聞いているとも知らない後輩たちのお喋りは止まらない。

　主だった陰口は、もっぱら仕事に関するものばかり。一貫して自分たちに厳しい室長への不満が、次々と笑い混じりな吐露へ繋がる。

「あー、本当。先輩いつまでここに居るんだろうね……もう若くないのに。秘書は経験が大事って言うけど、交渉時に添える若い花ってこと、わかってるのかな」

「お仕事大好き人間すぎて、恋愛方面枯れてそうだし……寿退社の可能性はゼロなんじゃない？　もしかして、恋愛経験ゼロだったりして……あ、そう思ったら引くわ」

　一向に止まないお喋りは、どんどん悪い方向へヒートアップしていく。

　楽しげにあははと笑う後輩たちとは対照的に、その声を聞くしかない詩織の心は、極限まで冷えていった。

（どうして、笑っているの？　私、貴女たちに恨まれるようなこと……何かしちゃった？）

　呆然とその場に立ち尽くすだけの詩織の心から、熱がどんどん逃げていき、彼女の思考力を奪っていった。

　

　

　

　仕事人間な詩織は、恋愛方面で枯れている。経験はきっとゼロだ。

　そんな心無い言葉を向ける後輩たちの声に引きずられ、頭の中に数年前の記憶が嫌でも蘇っていく。

　枯れていることは否めない。けれど、恋愛経験はゼロじゃない。

　どこか悔しさを噛みしめる詩織には過去、たった一人だけ付き合っていた彼氏がいた。

　社会人になりたての頃出逢ったその人は、年上ながらバイトを転々としつつ、芸能界を夢見て生活している人だった。

「俺、絶対俳優として食っていけるようになる！　連ドラとか映画とかにもたくさん出て、詩織が〝自慢の彼氏〟って胸張れるくらい頑張るから！」

　些細なきっかけで知り合ってよく話すようになり、いつの間にか付き合っていた。

　これまで勉強ばかりしてきた詩織にとって、明るく自分を気にかけてくれる彼の存在を、初めはくすぐったく感じていた気がする。

　けれど、時間が経つに連れて話し上手な彼と一緒に居る時間が楽しくて、他の女の子と違って真面目なところしか取り柄の無い自分に好意を向けてくれる彼の熱を孕んだ視線に困惑してしまった。

　初めて向けられた分かりやすい好意と愛情に、戸惑いながらも嬉しいと思えた。

　テレビの向こう側の世界――芸能界を夢見て日々オーディションを受けたり、稽古に励む彼の姿が、平凡な自分と違ってキラキラと輝いて見えた。

　今になって思えば、初めて尽くしの状況に心が浮足立っていたのかもしれない。だけど詩織自身、心から彼を愛していたし、彼も最初の頃は愛してくれていた――と思いたかった。

　役者を志す恋人を支えようと、家事が出来ない彼の食事を作ったり、身の回りの世話をしたりと、当時の詩織は初めて出来た恋人に尽くしていた。

　しかし、二人が交際を始めて二年が過ぎた頃、心から彼の夢を応援する恋人を裏切るように、当時の彼は浮気をし、詩織から言葉巧みに金を騙し取っていった。

　お金に関して言えば、交際一年を過ぎた辺りから少しずつ兆候はあったかもしれない。

　思い返せば「ごめんっ！　もう手持ちが無くて、五千円……いや、千円でいいから、貸してくれ」と、給料日を目前に頭を下げられたのが始まりだった。

　間を取って詩織が三千円を貸せば、給料が出た翌日にきちんと彼はお金を返してくれた。

　その後も似たことが不定期で起き、回数が重なるたびに、お願いされる金額が増えていった。

　そのまま一年が過ぎ、最後に渡した金額は、百万円を超えていた。

　芸能事務所への所属が決まり、今後彼を業界へ売り込むためにお金が必要になった。

　事務所と折半しなければいけないけれど、今の自分にそんな手持ちは無い。

　なんて内容を、当時ファミレスで相談された。

　知り合った頃からずっと、何度もオーディションを受けたり、たくさんの芸能事務所へ履歴書を送ったり、彼の努力を見てきた詩織は、〝ようやく夢が叶う場所に彼が立てる〟ことが嬉しかった。

　そして歓喜のあまり、冷静さを欠いていたのかもしれない。

　恋人の事務所所属という興奮が冷めやらぬまま、詩織は学生時代からの数少ない友達にそのことを報告した。

　すると――。

「ごめん……彼のこと疑ってるわけじゃないんだけど、事務所に所属するのにこっちがお金出すことって、普通……なの？」

　怪訝な表情を浮かべ、彼女は首を傾げ更に言葉を続ける。

「詩織……今まであいつに、いくら渡した？　どのくらい、返してもらった？」

　それまでにも、度々彼とのことを話していたからか、友達はどこか浮かれた詩織を正気に戻そうと必死になってくれた。

「彼のことが大好きな気持ちはわかる。けれど……どうにも私はあの人を信じられない。私の友達のお父さん弁護士やってるから、相談だけでもしてみよう？」

　そう言って、呆然とするばかりな詩織を半ば引きずるように弁護士と引き合わせてくれた。

　それからは友達に連れられ、何度も弁護士と話し合ったことを覚えている。

　このまま交際を続けたら、ずっとお金を無心され続けるよと、根気強く説得された。

　親身になってくれる人たちの声に、七、八割くらい気持ちが揺れ動いた。

　けれど、心のどこかで無意識に彼に縋っていた詩織の気持ちから、完全に恋人の存在が消えた最たるものは、金の無心が始まる以前からの浮気が発覚したからだ。

　初めて尽くしの恋愛故に、若干盲目的に彼氏へ尽くした結果、詩織に残ったのは心に刻み込まれた深い傷と、〝都合の良い女〟という元カレの認識だけ。

　今になって思い返せば、最初からあの人は自分を〝都合の良い金づる〟としか見てなかったのかもしれない。

　好きだと囁かれた言葉も、ドキドキした口づけも、初めて教えられたセックスも、すべて愛情の欠片もない行動だったらと思うと、悔しさと恐怖が詩織の心をかき乱した。

　それ以降、ただでさえ恋愛に積極的になれない性格なのに、詩織は誰かを好きになること自体を怖がるようになった。

　また裏切られたらどうしよう。

　優しい視線も、甘い言葉も、自分を包み込んでくれる熱も、すべて嘘偽りで塗り固められたものだとしたら――。

　考えれば考えるほど、深みにはまる底なし沼のように、正しい答えがわからなくなっていく。

　すっかり疑心暗鬼に囚われた感情から逃げるように、詩織は三十歳になる今まで、仕事にまい進する日々を送り、恋愛とは無縁の生活を何年も過ごしている。

　

「…………」

　ほんのひと時、苦々しい過去へ飛んでいた意識が少しずつ現実へ戻ってくる。

　意識を飛ばしている間に終わってくれていればいいのに、辛辣な会話はまだ続いていた。

　変わったことと言えば、詩織自身の無意識な拒絶反応のせいで、耳に膜が張ったように若干声が遠くから聞こえるくらいだろう。

　一向に消えない罵声は、次第に思考と感情を歪ませ、ただでさえ混乱しかない頭の中をぐちゃぐちゃにしていく。

　

　取り返しのつかないミスをしたと泣きつく後輩へ差し伸べた手は、余計なおせっかいだったのだろうか。

　秘書という少しばかり特殊な仕事に慣れないと言っていた子に、「こうやれば効率的になるし、自分と相手への負担も少ないよ」と教えたのは、自分の考えを押し付けただけなのだろうか。

　みんなのためと思って行動したことすべてが〝優しさの押し付け〟だったのだろうか。

　

（みんな、助かったって……ありがとうって、言ってたじゃない）

　数年前、大きな拒絶を経験したせいか、似た類たぐいの感情と言葉に対して、詩織はことさら敏感になり、恐怖を感じやすい。

　まさか、遠ざけていた恋愛以外の場面で、いまだ癒えない傷を抉られるなんて思いもしなかった。

「……っ」

　早くしないと社長が戻ってくる。午後の仕事に支障が出るのはマズい。

　そんな当たり前のことを、頭ではわかっているのに、詩織はその場から一歩も動けなかった。プルプルと震える自分の身体を両腕で抱きしめるくらいしか、今の彼女には出来ない。

　お喋りはお終いといつものように注意しなきゃ。後輩たちの頭の中を仕事モードに切り替えさせなきゃと、〝やるべきこと〟が頭の中でグルグルとまわり続ける。

　刻一刻と時間だけが過ぎていくのがわかり、焦りだけが募る。気持ちに連動して、次第に呼吸まで浅くなっていく。

　昼時の楽しげな後輩たちの笑い声が、今は耳障りな不快音にしか聞こえず、咄嗟に両手で耳を塞ごうとした時、ポンと誰かに肩を叩かれる。

「……っ！」

　突然の感覚に思わずビクっと肩を震わせた詩織は、恐る恐るあたりを見渡した。

（……あっ）

　すると、いつの間にかそばにいた男性の姿が目に留まる。

　切れ長なダークブラウンの瞳を細め、彼――花岡悠佑がこちらを見つめていた。

　声を出さずに彼が頷くと、瞳と同じ色合いをした髪の毛先が首の動きと連動して揺れている。

　いつもなら、外から戻ってくる彼を社長室で待機して出迎えているはずなのに、今日は間に合わなかった。そんな漠然とした悔しさを抱く詩織を庇うように、花岡は部下の肩を優しく押し数歩後ろへ下がらせた。

　

　

　

　数時間が経ち、終業時刻を迎えた。いつもなら、社長室の窓から見える景色がオレンジに染まり始める頃なのに、夏のせいか外はまだ昼間のような明るさだ。

「それでは、本日の業務はこれにて終了となります。お昼の際に仰られていた話し合いの件は、企画部と予定調整を行い、明日の午後に時間と会議室を確保いたしました」

　詩織は、専用デスクに肘をつく花岡のそばに立って話しだす。

　視線は手に持ったタブレット端末へ向けられ、明日の仕事予定について、確認を兼ねて上司へ説明するのだ。

　その声を花岡は時折相槌を打ちながら黙って聞くのが、最早二人の退社前のルーティーンになっている。

　数分後、確認を終え電源を落としたタブレットを手に「今日もお疲れ様でした」と詩織が言えば、社長は小さく頷き「そっちこそ」とねぎらいの言葉を返した。

　そんなやりとりのお陰か、仕事中の緊張感から解放される。

　和らいだ表情で話す上司は、自分のパソコンのシャットダウン作業を始め、詩織はその様子を見守る。彼女の脳内にふと、昼間の出来事が蘇った。

　

　昼休みが終わる直前。いつの間にか戻ってきた社長の姿を目にした詩織は、驚きのあまりすぐに「お疲れ様です」と声をかけられなかった。

　一方の花岡は、唖然と立ち尽くす部下を尻目に秘書室のドアを軽くノックし、室内から反応が返ってくる前に躊躇なく、勢いよく扉を開ける。

「無駄口を叩く暇があるなら、各自持ち場に着いて午後の業務を開始しろ！　休憩はもう終わりだ！」

　そして開口一番、お喋りに夢中な秘書たちを叱りつけた。

　社長の言葉に後輩たちは酷く狼狽え、皆口々に「申し訳ありません」「す、すぐに向かいます！」と謝罪しながら、バタバタと秘書室を出ていく。

　花岡はドアノブに手をかけたままの扉を全開にして、秘書たちが移動しやすいように道を空け無言のままその姿を見送った。

　そんな彼の大きな背中にすっぽりと隠されていた詩織に、噂話をしていた後輩たちは誰一人として気づかなかった。

　

（社長に庇われるなんて、秘書としてどうなの？　しかも皆に注意まで……）

　詩織が昼間のことを一人で回想していれば、パソコンの電源を落とした花岡が、今度はデスクに広げていた書類をまとめだした。

　慌ててその手伝いをしつつ、ズンと重くなる気持ちを吐き出したい衝動を堪える。

　そのまま、デスク下に設置したキャスター付きの多段チェストへ二人で次々と書類を仕舞いながら、一度気にしてしまった昼間のことを考えてしまう。

　あの場で言い損ねたお礼を言うのは、いつがいいだろう。

　何も出来なかった自分に代わって、後輩たちを咎めてくれた社長に感謝の気持ちを伝えたい。

　仕事で毎日忙殺されるなか、数少ないリラックスタイムを邪魔したこと。

　そして、社長の手を煩わせてしまったことへの謝罪を。

　頭の中に浮かぶたくさんの思考は、昼間から何度も彼女を悩ませている。

　会議などの合間に何度も二人きりになるタイミングはあった。

　早めの段階で、お礼を言えれば良かったのに、なかなか自分からタイミングが切り出せず、ズルズルとここまできてしまった。

（これで明日に持ち越したら、余計に言いづらくなるわ。やっぱり、言うなら今しか……）

　どんな行動をするのがベストか。詩織は答えを求めてモヤモヤした想いが抜けきらないまま悩み抜く。

　まずは、結果として叱り役を変わってもらったことへの謝罪をして、その後に庇ってもらったことへ感謝を伝える。後は細々とした部分に対しての謝罪と感謝も伝えれば完璧かもしれない。

　それが、今の詩織が思いつくベストな答えだ。

　あまり長すぎると、途中でストップが入りそうだ、なんて内心苦笑しつつ、決心が鈍らないうちに実行しようとした時。

「あいつらを見返したいか？」

（……へっ？）

　聞こえてきた声に驚いて、思わず動かしていた手が止まった。しかも、ウジウジ悩んでいた思考まで、確実に数秒は止まっている。

　驚きのまま俯いていた顔を上げれば、すぐ近くで作業をしていた花岡が、ジッとこちらを見つめている。

　社長室には自分たちしかいないのに、詩織は彼の瞳に映るキョトン顔の女性を見て、ようやく質問された相手が自分自身だと気がついた。

「社長、何を言って……」

「あんなことを、陰でコソコソ言われて……腹が立っただろう？　だから、見返したらいいんじゃないか、と俺は思う」

　突然のことに理解が追いつかない詩織を尻目に、花岡は言葉を砕いて、より詳しく自分の考えを説明してくれた。

　彼の言わんとしていることは理解出来る。けれど、自分の考えを伝えるより先に、上司の言葉から辿り着いた結論に、思わず頭を抱えたくなる。

（聞かれてたー！　あの子たちが話してたこと、かなりの割合で聞かれてたー！）

　衝動に任せて頭を抱え、大声を出しながら今すぐこの場に蹲りたい。

　なんて思いを必死に押し殺すあまり、詩織の口元がピクピクと震えだす。

　単なる偶然とは言え、陰口を聞いて気分の良い人間なんかいるわけがない。

　あの時自分のそばにやってきた花岡は、〝吉野先輩〟と呼ぶ声と数少ない悪態をつく言葉を聞いて、瞬時に状況を把握したとばかり思っていた。

　だけど今の彼の口ぶりからして、こっちが思っている以上に聞かれていたのは明白だ。

　唯一の救いは、話題の渦中にいたのが詩織だったこと。

　誰だって、自分の悪口を聞いたら嫌な気分になる。

　予想外の展開に驚いたせいか、ズキッと頭に痛みが走る。

　まるで、状況の受け入れを拒絶するような反応をする自分の身体に、つい左手の指先を米神へ伸ばし、グイグイと軽く揉む。

　腹が立っているかと聞かれても、すぐに頷けないのが正直な気持ちだった。

　昼間から今まで、詩織の心は後輩たちに対する困惑で埋め尽くされていた。そのせいか、改めて怒っているかと聞かれても、正直怒りへ向ける気力はわいてこない。

　痛む頭をあからさまに触るなんて出来ず、これで少し痛みが消えればと思って米神を揉み続ける。

　その傍ら、詩織は今の質問にどんな返答をすればいいのかと悩んだ。

「吉野は今、付き合っている相手はいないのか？　もしいるのなら、彼女たちの前で俺がさり気なくそれっぽい話題をふるぞ」

　その間、詩織の様子を気にしつつ、花岡は自分なりに考えた作戦を口にする。

　ほとんどに共通するのは、詩織に恋人や好きな人がいることを前提としたものばかり。

　実際問題、自分が後輩たちを見返すとなれば「仕事も出来て、プライベートも充実しているのよ！」と、少々イタい女アピールをしなきゃいけない。

　今までそれらしい噂が一切なかった先輩の口から、恋愛絡みの話が飛び出す。

　本当にそんな作戦を実行した日には、十中八九後輩たちは驚くだろう。

　しかも、自分たちは一切知らなかったことを、男性の社長が把握していることも、驚愕ポイントかもしれない。

「ええっと、その……恋愛は、しばらくしなくてもいいかな、と思っていて……」

　自分のために心を砕いてくれる上司の姿に嬉しさを覚え、同時に素直に頷けない状況を心苦しく感じながら、ようやく詩織は声を上げた。

　本心を口にしたせいか、意識しないうちに口調がたどたどしくなる。

　今さら言い直すなんて出来る訳もなく、詩織は「私は大丈夫ですよ」とばかりに微笑んで見せた。

　本人はにっこり笑っているつもり。だけど実際の笑顔はどこかぎこちない。

　それを見た花岡の眉間に、深々と皺が刻まれていく。

　こう言えば納得してくれると思っていた詩織は、予想外な反応が返ってきたことに納得出来ず、一人首を傾げた。

　本心からの言葉を言っただけで、何故彼が苦しげな表情をするのか、詩織にはわからなかった。

（まぁ……ほんの少しくらい、見返したい気持ちはあるけれど。だからって、わざわざ嘘を吐いたり、社長に協力してもらうのも、ねぇ……）

　昼間の一件をすぐに忘れ気丈に振舞うなんてことは、きっと自分には出来ないと詩織自身分かっていた。

　幸運にも、毎日仕事で忙しく動き回れるし、仕事中はそれだけに集中出来る。後輩たちと顔を合わせる時間が無くなるわけじゃないけれど、毎日少しずつ仕事に紛れてささくれ立った気持ちを落ち着かせていけば、きっと大丈夫。

　誰の手も借りず、一人で出来る唯一の解決法を実行すれば大丈夫だ。

　――そう思っていたのに。

「なあ、吉野」

「……？　何でしょうか？」

　不意に自分を呼ぶ声が聞こえ、詩織は数回瞬きをしながら改めて花岡の顔を見上げる。

　すると、先程と変わらず、彼は真っ直ぐ自分を見つめていた。

「君さえ良ければ……俺と恋人のふりをしてみないか？」

「……はい？」

　真っ直ぐな眼差しをした上司の口から、真っ直ぐ紡がれた言葉は、妙なほどゆっくり聞こえる。

　言われた言葉を認識して、その意味を理解するまで、また余計に時間がかかる。

　たっぷり無音の時間を取った後、明らかな疑問形で言葉を返し、怪訝な表情を浮かべた自分は、きっと悪くない。

　そう思えてしまうほど、聞いたばかりの言葉は、あまりにも突飛なものだった。






第二章　恋人ごっこ、始めました








　あれから二週間が経った。平日のため、詩織はいつもと変わらず朝からマンションにある自宅で出社準備に勤しんでいる。

　ベッドから起きた後は軽く身なりを整え、パジャマ姿のまま数分間柔軟体操をして身体を解す。

　その後、テレビから流れる朝のニュース番組をＢＧＭに朝食を作っていた時。

　手元へ落としていた視線を何の気なしに上げれば、壁掛けのカレンダーが目に付いた。

（あれからもう二週間、か……）

　今日の日付を見ていた視線が、無意識にあの日へ戻るように日付をさかのぼっていく。

　もう二週間、されどたった二週間と。何度も十四日分の日付を見返してしまう。

「いよいよ、今日から、か……」

　揺れ動く視線に同調してなのか、さっきからドクドクと胸のあたりが騒がしい。

（緊張しちゃ駄目よ。いつも通り、いつも通り……）

　なかなか静まらない鼓動に、深呼吸を繰り返しながら詩織は頭の中で何度も自分自身へ言い聞かせるように言葉を繰り返す。

　そんな彼女の頭の中に、あの日のことが蘇っていく。

　

　上司の口から爆弾発言が飛び出した日は、詩織にとってこれまでの人生で最大の驚きに満ちた濃密すぎる一日だったかもしれない。

　カッと衝動のまま目を見開いて、しばらく何も考えられなくなる出来事が二度もあった。

　それを濃密と言わずに、何と表現すればいいのか詩織は知らない。

　一つ目は、悲しみしかない驚きだった。

　少しだけ距離があるものの、それなりに良好な関係が築けていると思っていた後輩たちが、まさか自分をあんな風に思っていたなんて――。

　正直、時間を巻き戻せるならお昼前まで戻りたい。なんて気持ちはあるものの、詩織にそんな特殊能力があるわけもなかった。

　二つ目の驚きについては、正直今でも謎が多い。

　あまりにも唐突過ぎる〝恋人のふり〟発言に、当時詩織は驚きのあまり頭が上手く働かなかった。

　そのせいか、上司の前にも関わらず詩織は気の抜けた表情を浮かべ唖然と立ち尽くすばかり。

　大きく瞳を見開き、半分口を開けたままポカンと呆ける姿に、きっと花岡は驚き、呆れていただろう。

　普段のキリッとした有能秘書の姿とは真逆すぎる態度を取る部下を前にして、小言一つ零さない彼の優しさが、有難いやら申し訳ないやら、二週間経った今でも詩織の胸中は複雑なままだ。

「あ、の……どうして、突然そんなことを……」

　あの時は、突然のことすぎて、細切れな返事しか出来なかった。

　しかも、仕事の時に使うしっかりした敬語口調じゃなく、形だけの少々砕けた敬語を無意識のまま声に出す始末。

　初対面の相手へキツイ印象を抱かせるだろう吊り目に映る花岡は、戸惑いに震える黒い眼差しを向けられても、何一つ詩織を咎めたりしなかった。

　

　戸惑いが消えず首を傾げていれば、「とりあえず座ってくれ」と言われ、花岡がいつも使っているデスクの目の前に鎮座している来客用ソファーを勧められた。

　言われるまま腰を落ち着け、上質すぎる座り心地に身体を縮こませると、その姿を見た上司は何を思ったか、口元に無骨な手を当ててクスクスと笑いだした。

　その音は、応接用ソファーに彼と向かい合って座る詩織を恥ずかしくさせ、余計に全身を強張らせる。

（もう、一体何なの……）

　ただでさえ混乱する中、上司の行動意図が掴めないせいで、より一層戸惑いが強くなる。

　理解が追いつかないせいで苛立ち、詩織は無意識に唇を噛んだ。

　それから数分後、ようやく笑いの衝動が収まったらしい花岡は、コホンとワザとらしく咳ばらいをした。

「実はな――」

　そして彼は、どうして突如あんな爆弾を放ったのか、その理由を話し始めた。

　

「……それ、私ではなく、他に適任の方がいらっしゃるのでは？」

「いやいや、吉野以上の適任者はどこを探しても居ないさ」

　数分後。顔に更なる困惑を色濃く滲ませ、詩織はため息を吐いた。花岡は対照的に、晴れやかすぎる笑顔を浮かべ何度も頷いている。

　話を聞くうちに、行方不明になっていた平常心も大分戻ってきた。そのせいか、目の前にいる男の提案の横暴さに気づいてしまい、頭を抱えたくなった。

「すればいいじゃないですか……お見合いくらい」

　話を聞くに、花岡はここ数年打診が続くお見合い話から逃げるのが辛くなってきたそうだ。

　そこで、詩織と恋人のふりをして、新たな打診を回避出来ればと思っているということだった。

「俺の家と繋がることしか考えてない家の娘となんか、見合いしたくもない」

　なんて言いながら、今度は彼の方がため息を吐く。

　流石は日本屈指の財閥御曹司だ。上流階級の世界では、横のつながりを大切にするのかと、詩織は話を聞いて改めて感心する。

　これまで、花岡のプライベートな話はほとんど聞いたことがなかったため、ドラマの中のような話をリアルで聞かされ、驚きと少しばかりの好奇心が疼く。

　とは言っても、当人は本気で頭を悩ませているらしく、苦肉の策として今回の作戦を提案してきたのだろう。

「吉野は後輩たちを見返せる。俺はお見合いを回避できる。なっ？　どちらにも好条件な話だと思わないか？」

　戸惑いの消えない部下を前に、社長はまるで企画会議でプレゼンするかのごとく語りだした。

　

「何も本気で付き合おうってわけじゃない。彼女たちの目がある時に、何度か目の前でイチャつけばいいだけだ」

「仕事中にイチャつくのはどうかと……」

　まずは具体的に何をするかを話されたものの、上司の言葉に思考が追いついていない詩織には素直に「なるほど！」と頷ける内容ではなかった。

「別に抱き合ってキスしてる姿を見せつけろ、なんて言ってない。皆の前でスケジュール確認をする時に、ほんの少し顔を近づければ大丈夫だろう」

「は、はぁ……」

　説明を続ける花岡は、どこか満足げに何度も頷くものの、彼の話を聞く詩織の態度は「本当に大丈夫？」と納得していない心象を隠せていない。

「そんな感じで何度か引っついたりすれば、鈍くない限り勘違いしてくれるさ」

「なんとなく分かりましたけど……それだけでは私にしかメリットがありませんよね？」

　すぐに納得は出来ないものの、彼が言わんとしていることはわかった。

　頭の中で聞いたばかりの情報を整理した詩織は、今度は花岡側のメリットについて説明を求める。

「俺のメリットか？　とりあえずは、頃合いを見計らってツーショットの写真を撮って欲しい。私服で……デートしてる雰囲気が一番だが……まぁそこは追々考えよう」

「そんな写真を、何に使うんですか？」

「俺に見合いを勧めてくるのは、もっぱら親戚連中か、本社の幹部連中だ。前者は、会社にとって有益になる相手と俺を結びつけたがってる。後者は、自分の孫娘とか、親戚を勧めてくる感じでな……」

　首を傾げる詩織からの質問に、花岡は躊躇なく自分が置かれている状況を話してくれた。

　身内絡みの話を赤の他人に、そうペラペラと話して良いのかと疑問を抱かずにいられない。

　けれど話の最中、時折彼が窓の外へ無意識に向けた視線が、「本気で困ってます」と語っているのは明らかで、口を挟めずそのまま耳を傾ける。

（でも……こうして愚痴をこぼしてくれたってことは、部下として少しくらい信用されてるってこと、かしら？）

　もしかしたら、話が長引くかもしれない。そう感じ取った詩織は、姿勢を正して座っていたソファーから立ち上がった。

「飲み物を入れましょう。アイスコーヒーで構いませんか？」

　また何かを考えるように窓の外へ視線を向けていた彼が、詩織の声に反応して視線を戻す。一拍置いて「構わない」と返ってきた声を聞き、詩織は上司へ一礼した後、一旦社長室を出て給湯室へ向かった。

　数分後、詩織は二人分のアイスコーヒーを作り、グラスをお盆に乗せて戻ってきた。

　応接用テーブルの上にコースターと一緒にストローが差してあるグラスを置けば、「ありがとう」と微笑まれる。

　上司の声に「いえ」と軽く返答し、自分の分もテーブルの上へ置いた彼女は、お盆を膝の上へ乗せ再びソファーに座った。

「さっきの話の続きだが……見合いを勧めてくる連中は、本社なり系列なりウチで働いてる者がほとんどだ。だから、お前と付き合っていると分かれば、今後見合いなど勧めてこないだろう」

「そのための写真……ということは理解しました。ですが、正直言って私はただの一社員ですし、効果があったとしても長続きはしない気が……」

　自信たっぷりな態度を崩さない花岡の言葉に、詩織はつい頭を過ぎった不安を吐露した。

　すると、彼女の言葉を聞いた上司は、グラスを手に取り、ストローを咥えて少し喉を潤した後、また口を開いた。

「大丈夫だ。お前の有能っぷりは、本社でも話題に上がるほどだ。俺の親父も認めている。そいつと付き合っていると知れば、下手な女を勧めてくるとは思えないからな」

　なんて言いながら、ニッと上機嫌に口角が上げた花岡の口からは「それでも相手を探そうと思うなら、難航するのは必須だ」と言葉が続く。

　お見合い事情を知らない詩織にも分かりやすい説明が続き、上司の言葉に彼女は時折相槌を打ちながら耳を傾けた。

「……っ」

　だけど、話の矛先が一瞬自分へ向けられ、しかも花岡の父親でもある〝本社社長に認められている〟と聞かされては、驚きのあまり見開いた瞳で上機嫌な上司を凝視してしまう。

　自分のことが本社で話題に上がっているなど、詩織にとって初耳だ。

　純粋に喜べば良いのか、慌てればいいのか、混乱するあまり軽い眩暈に襲われる。

　無意識に自分の顔へ伸ばした指先が額に触れ、フーッと息を吐き出した。詩織の顔は、手放しの称賛を聞かされ赤く染まっていった。

　羞恥心に負けて何も話さなくなった詩織を前にしても、花岡の話は止まらない。

　写真を撮る時は別にしても、それ以外は休日に二人でデートをしなくても良いこと。

　もし詩織が誰か気になる人が出来た時には、すぐにこの関係を終わらせること。

　一か月もあれば、秘書たちへ周知出来るはずだし、自分の方も長く見積もって二、三か月見合い話がこなければ大丈夫なはずだ。

　だから数か月ほど、さり気なくイチャついて欲しい。もちろん、過度な接触はしないなど、自分のことより、詩織のことを考えた提案が続く。

　そして最後に、「止めたくなったら、いつでも止めればいいさ」と、彼は笑った。

　およそ数十分、穏やかに、だけど時折熱く説明された結果、詩織は渋々ながら花岡の提案に乗っかることにした。

　彼からプレゼンされた内容に、別段デメリットが無かったことも頷いた理由としては大きい。

　少なからず後輩たちを見返したい気持ちはあったし、驚く彼女たちを見たらちょっとくらいスッキリするかもと思った。

　だけど、わざわざ見返すためだけに恋人を作る気には一切なれない。

　それに対して、今回の提案に頷けば、相手は自分がよく知っている上司で、しかも関係性は〝仮〟。

　こちらが満足した頃を見計らって、徐々に関係性を元に戻せばいいだけと、メリットしかない作戦なのだ。

　

　

　

　朝食を食べて、いつも着ているスーツに着替え、メイクや髪型を整えれば出勤準備は完了。

　スーツ、メイク、そして髪のスタイリング。この三つは、詩織を社長秘書へ変えるスイッチにも似た役割を果たしている。

「ふぅ……よし、行こう」

　すべて揃った姿で姿見の前に立つ様は、すっかり有能秘書そのものだ。

　軽く息を吐いて気合いを入れた詩織は、足元に置いておいたバッグを手に玄関へ向かう。

　就寝前に今日必要になるだろう物を一通り入れておいた少し重めのバッグを肩にかけた彼女は、そのまま静かに家を出た。

　その後、駐車場に停めている愛車を運転し、まだ混雑していない道路を進んでいく。

　これといったトラブルも無く会社に着き、指定されている駐車スペースに車を停めた詩織は、ふと運転席から見えるデジタル表示の時計へ目を向けた。

「早くきすぎちゃったかしら」

　普段の出社時刻より幾分か早く到着したことに、つい苦笑いが浮かぶ。いつもの頃合いまで車の中で待っていようかとも考えた。けれど、数分もせずにその考えを却下した彼女は、助手席に置いておいたバッグを手に取ると、車を降りそのまま自社ビルのエントランスへ向かった。

　

　普段から詩織は、割と早めに出社する癖がついていた。だけど今日の出社時間はそれよりも早く、社内を闊歩する足音は自分以外聞こえてこない。

　普段なら、自分以外にもちらほらと出社済みの社員を見かけるのに、流石に早すぎたと内心苦笑しながら、彼女は秘書室へ向かう。

　いつも一番乗りだからと、花岡から預かっている鍵を使って開錠し、詩織は室内へ入る。

　後ろ手でドアを閉めながら、つい癖でグルっと室内を見渡せば、昨夜退社前に確認した時と変わりない様子が瞳に飛び込んでくる。

　おかしなところは無さそうと安心しながら、まずは自分のデスクへ向かい、肩にかけていたバッグを置いた。

（えっと……まずは空気の入れ替えっと）

　後輩たちが出社してくるまで、まだ時間に余裕はある。それなら、バッグを置きっぱなしでもしばらく大丈夫かと、詩織はデスクから離れ窓際へ向かう。

　両手を動かして二か所ある窓を開ければ、夏らしい爽やかな風が室内に入ってきた。時間が経てば、気温の上昇に伴って生ぬるい風に変わってしまうそれをダイレクトに感じられるのは、早く出社した人間の特権かもしれない。

　夏場はビル内を循環するように一日中冷房が効いている。暑苦しい夏にとってオアシスのような職場だ。だけど、少しばかり寒がりな詩織には、今全身で浴びているくらいの温風が心地良かったりする。

　その後、窓を開けたついでに、書類などを分類して保管している棚へ近づいた。棚の天井部分の空きスペースには、室内に彩りを添えたいと飾っている花瓶が鎮座している。

　詩織は一旦それを抱えて給湯室へ行き、中の水を取り替え、萎れてきた花びらなどを取っていく。

「よし、こんなものでしょう」

　色とりどりの華やかさと鼻先をくすぐる香りに、つい口元が緩んでしまう。

　詩織は毎日出社してすぐに、秘書室と社長室に活けられた花の状態を確認している。

　就業時間中、皆出払って寂しくなることも多い二部屋が、少しでも明るくなればいい。

　なんて思いで、花を飾りだしたのは他でもない詩織だ。

　最初は自腹で買っていたものが、社長の厚意で必要経費として認められるようになった。

　今では、社長が契約している生花店から定期的に届く花を、社内の至るところで見かける。

　管理はもちろん部署ごとに違うけれど、男女問わず気の利く社員たちが毎日花瓶の水を取り替えているとよく話も聞く。

　水を入れ替えた花瓶を元の場所へ戻した詩織は、続けて社長室の換気をしようと秘書室に隣接している扉へ向かった。

　

　社長室の内部をぼんやり思い浮かべながら扉を開けた瞬間、脳内に浮かんだものと少しばかり違う景色が目の前に広がる。

「えっ？」

　予想もしなかった光景に驚いて声を上げると、視線の先に居る人影が、おもむろに自分の方を向いた。

「おはよう、もうきたのか」

　自分以外誰も居ないと思うあまり、少し気を抜いていた詩織の瞳に、彼自身のデスクの前にたたずむ上司の姿が映る。

　予期せぬ人物の姿に、詩織は唖然とするばかりだ。

　そんな部下を目にした花岡は、普段と変わらず、いやいつもより若干柔らかなトーンで話しかけてきた。

　気のせいか、こっちを見つめる視線まで柔らかい気がして、なんだか胸元がむず痒くなる。

「お、おはようございますっ！　社長、何か急用でもございましたか？　こんな……」

　――こんな時間から、貴方が会社にいるなんて。

　自分一人だけと思って緩めていた意識を、即座に奮い立たせて芯の強いものへ変えた詩織は、自分一人では消化できない困惑を抱えたまま言葉を返した。

　いつも花岡が出社するのは、秘書室の後輩たちがチラホラと出社する頃合いだ。

　ただでさえ、今日は早くきすぎたとこちらが自覚するような時間に、彼がこの場にいるなんて思いもしなかった。

　スマホにも、早めに出勤するなどと連絡はきていなかった。それならどうしてと、内心首を傾げながら詩織は恐る恐る社長室へ足を踏み入れる。

　そのまま後ろ手に扉を閉め、ゆっくり彼のもとへ近寄れば、柔らかな印象を抱いた目元を更に細められた。

「つい……気が急いてな」

　頭の中で、ここ数日の出来事や、まだ終わっていない案件を思い出していれば、また花岡の声が耳を擽る。

　考えごとをする時の癖で、無意識に天井へ向けていた視線が意識と一緒に引き戻された。

「……っ！」

　同時に、まさかの出勤理由を聞かされ、ドキリと心臓が強く脈打つ。

　思ってもみなかった衝撃を正面から受け、笑みを崩さない上司の姿を、無意識に見開いた瞳がとらえる。

　仕事中の彼は、考え込むあまり眉間に皺を寄せたり、ミスをした部下を前にして厳しい表情をすることが多い。

　彼の下で働くようになって三年。こんなに優しく笑う彼を詩織は初めて目にした。

　両頬を中心に顔まわりの火照りに気づき、ほんの少しだけ花岡から意識がそれる。

　加えて一度高鳴った心臓はなかなか落ち着かず、詩織は強制的に自分の変化から目をそらし、改めて前を向いた。

（……えっ？）

　次の瞬間、いつの間にか二人の間にあった歩幅数歩分の距離が、不思議と狭まっていることに気づく。

　気づかないうちに社長へ近づきすぎたかと思って、一歩後退する。だけど、詩織が後ろへ下がれば、花岡がその分距離をつめてきた。

　一歩、二歩、三歩。いくら後ろに下がっても一向に変わらない距離に、思わず足が止まる。

　もしかして、近づいてきたのは社長からなのかと思い始めた時、ふと耳元で自分とは違うかすかな息遣いが聞こえた。

「今日からよろしく、詩織」

「……っ！」

　間髪入れず低音の囁きが続く。思いもしない事態の連続にただでさえ驚いているのに、まさかの言葉を耳にした詩織の両肩がビクっと震える。

　反射的に気持ちを落ち着かせようと瞬きを繰り返せば、これまでずっと距離を詰めてばかりだった花岡が、初めて自分から後ろに下がった。

　彼の一歩分の後退で出来たわずかな距離に、ドクドクと煩い心臓のリズムがほんの少し落ち着いていく。同時に、衝撃で真っ白だった頭に少しずつ思考力が戻り始めた。

（名前……初めて呼ばれたかも）

　速度が遅くなったと言っても、心臓はまだかなり煩い。

　無意識にスーツの上から手で触れれば、よりドクドクと強い心音が伝わってくる。

　そんな胸元へ向けた視線と一緒に、いつの間にか俯いていた顔を上げれば、いまだ部下を見つめる上司と瞳が合った。

　次の瞬間、彼は無言で口角を上げてほほ笑む。

　そのせいで、少しずつでも落ち着き始めたと思った鼓動が、また速さを増し、赤みが引き始めた頬がこれまで以上に熱くなる。

　詩織は落ち着かないまま、意識しないと揺れ動く視線をもう一度花岡からそらす。

　――今日、この時から、偽りの恋人関係が始まる。

　

　上司の提案に詩織が頷いた翌日から、すぐに恋人のふりをしなかったことにはいくつか理由がある。

　まずは、今までただの上司と部下として接していた二人が、いきなり親しげに話しだしたら、流石に後輩たちから怪しまれると思ったからだ。

　他にも、二人が恋人と勘違いした後輩たちから、興味半分でされるかもしれない質問へ対処するため。

　仕事の合間や終業後に詩織と花岡は話し合い、二人の中にあるカップル像を作り上げた。

　どちらから先に告白したのか、デートをするか、するとしたら行き先などは。

　なんて、大雑把だけど重要な要点を一つ一つ決め、一緒に覚えた。

　個人の感情面については特に話し合わなかったけれど、もし共有しておいた方がいい場合は、その都度報告すればいいかと納得する。

　そんな日々が続いても、上司と恋人になることへの違和感を詩織は未だ拭えずにいる。

（本当に……何をしたらいいのかしら）

　元カレと過ごしていた頃、自分はどんなことをして、どんなことに喜んでいたか。当時の感情や記憶を思い出そうとしても、どこかぼやけて上手く蘇らない。

　本当にこの作戦は上手くいくのかと一抹の不安を抱えたまま、詩織は壁にかかった時計へ視線を向ける。

　いつもより早く出社したのに、気になったことを細々片付けていれば、あっという間に時間は過ぎて行った。

　始業開始十五分前。秘書室内には既に出社済みの後輩たちが全員揃っていた。

　彼女たちの姿を一通り確認した後、詩織は軽く咳払いをする。

「それでは、本日の全体確認を始めます」

　社長室で、甘く微笑む花岡を前に戸惑いを滲ませ赤らんでいた顔は、すっかり秘書室室長の凛々しいものに変わっていた。

　

　

　

　仮の恋人になったと言っても、二人の中で急に何かが変わる、なんてことは無かった。

　日々出社してしまえば、詩織は詩織で、花岡は花岡でそれぞれ仕事がある。

　系列会社とは言え、社長と秘書の仕事スケジュールはかなり忙しない。

　一つ仕事が終われば次、また次と目の前にある仕事を片付けていく。

　それを繰り返しているうちに、気づけば窓の外に見える景色は暗くなり始めているのが、最早当たり前なのだ。

（きっとこのまま、何も起こらずに仮恋人なんて自分たちの関係も、社長が私を庇ってくれた日のことも風化していくんだわ）

　――詩織自身、そんなことを思っていた。

　だけど、目の前にある現実は、彼女の想像と何故か違うらしい。

　

　数日後の平日。秘書室で後輩たち数人と一緒に書類を作っていた詩織のもとへ、花岡がやってきた。

　思っていた通り、この数日間、花岡が恋人らしいアクションを起こす様子は見られなかった。

　そんな状況のせいか、仕事面で何かあったのかと首を傾げれば、午後の会議で使う資料が見たいと言われた。

　議題内容は、以前花岡が企画部のエース社員と意気投合した時に思いついた企画についてだ。

　あれから二人は時間を見つけては話し合いを重ね、他の社員たちを巻き込み本格的に企画を立ち上げ進行させている。

　花岡が今見たがっているのは、企画の件で取引先とやりとりをしているメールに添付されていたデータだ。

　会議で参加者が共有するデータの中には、同じものから抜粋されたものが使われる。だけど彼が見たがっているのは送られてきた原本のようだ。

　上司の言葉にすぐ頷いた詩織は、別の資料確認のため話し込んでいた後輩から離れ、一旦自分のデスクへ戻る。

　そして、デスクの上に置いてあったタブレットを操作し、花岡がお望みのものを画面に表示させていく。

　頼まれたメールデータは、一応、社長室にあるパソコンからも確認出来る。

　けれど、「こっちの方が早い」と言われては、素直に従うしかない。

　目的のものが画面に表示され、詩織は手にしていたタブレットを、そばに寄ってきた上司へ渡そうとした。

　だけど、彼の方へ振り向くよりも先に、肩や顔の辺りに自分とは違う熱が触れる。

　ほんの少し振り向いて視線を向ければ、何故か自分の肩に顎を乗せる上司の顔がドアップで飛び込んできた。

「あの……見づらくありませんか？　この体勢だと」

「大丈夫だ。十分見える」

　喉元まで出かかった悲鳴を必死に我慢し、「え？　え？」とパニック状態の頭と心を必死に整理しながら、努めて平静を装う。

　どういう訳か花岡は、詩織が持つタブレットを背後に立って覗き込んでいる様だ。

　自分で持ちながら見た方が見やすいんじゃ？

　距離が、この上なく近すぎませんか？

　なんて疑問が次々と浮かんでしまい、ただでさえ混乱している頭の中が余計に乱されていく。

　肩に感じる重みと熱は一向に無くならず、離れる気配も感じられない。

　戸惑いが消えないまま、詩織は大人しくタブレットを持つ手の位置を高くした。

　

　別の日にも、後輩たちがいる前で二人の距離が不意に近づくことがあった。

　それは、始業直前、秘書室でその日のスケジュールを確認した後のこと。

　隣の社長室からやってきた花岡が、一直線に詩織のもとへ近づいた時だ。

「詩織、少しいいか？」

　全体の打ち合わせ終了後、詩織は後輩から予定のすり合わせを頼まれ話し込んでいた。

　後輩が持つスマホと、自前のスケジュール帳を見比べる彼女の耳に、ふと名前を呼ぶ低音が届く。

　反射的に顔を上げれば、すぐそばに社長室で待っているはずの花岡を見つける。

（……え？）

　そして数秒後、詩織は何テンポか遅れて自分に襲い掛かる驚きに戸惑った。

　無意識に瞳を大きく見開くと、声をかけてきた花岡が驚き顔の部下を見て不思議そうに首を傾げる。

　――何をそんなに驚いている？

　声に出しはしないものの、大方彼の言いたいことはすぐにわかった。

　けれど、つい今しがた自分を襲った衝撃について説明するのは、正直かなり遠慮したい。

（みんなの前でいきなり……名前呼ばれた）

　詩織はドクドクと煩い心音から必死に意識をそらす。だけど、彼女の脳内、視線、意識、すべてがこの一時、目の前で首を傾げる男へ向けられていた。

　これまでずっと〝吉野〟と自分を呼んでいた声で、いきなり〝詩織〟なんて呼ばれれば、動揺しないわけが無かった。

　フリとは言え、今の自分たちの関係は恋人同士。彼氏が彼女の名前を呼ぶことは、別におかしくない。

　とは言っても、今自分たちがいるのは職場、後輩秘書たちも始業準備を進めながらも、室内に多く残っている。

（今のは、ワザと？　それとも、ついポロっと？　うぅ……ど、どっちなの！）

　花岡が〝ソレ〟を口にした意図は、いくら悩んでもわかる訳が無く、考える程に詩織の頬をじわりと熱くさせる。

　社長が部下に声をかけてからおよそ一分後。あちこちで上がっていた声が消え、室内はどこか緊張感のある静寂に包まれた。

「……あっ」

　それを打ち破ったのは、花岡の小さな声。自ら声をかけた詩織だけじゃなく、他の秘書たちの視線まで一手に集める事態を認識し、その訳をきちんと理解したのか、「ヤバッ」と言いたげに、複雑な表情を浮かべていた。

「……悪い」

「…………」

　目の前にいる自分へ向けられた謝罪の呟きに、詩織は特別言葉を返したりしない。

　

　いきなり声をかけたことに対して？

　前置きなく下の名前を呼んだことに対して？

　無意識に口から飛び出した声に対する失態に？

　後輩の彼女たちへ見せつけるため、ワザとしたことだから？

　この場に居る皆から好奇の視線を向けられているから？

　

　たった三音の言葉が、どの意味を持つのか理解出来ず、そして何より、胸元でより一層速く鼓動する心音が、彼女の意識をぐちゃぐちゃにかき乱し、何も考えられなかった。

　

　

　

　その後も花岡は、詩織の予想をことごとく裏切り、後輩たちの前でさり気ないイチャつきを見せつけた。

　詩織が自分用に持ち歩いているスケジュール帳を、一緒に覗き込んできた日もある。

　上司からの質問に答えようと、走り書きだが細かくメモをしてあるそれを覗き込む詩織の頬に、ムニュっと自分の肌とは違う温もりが引っ付いたのだ。

「社長……近すぎます、頬が当たっています」

「……？　離れたら見えないだろう？　それにしても、書き込みが凄いな。俺には何が何だかさっぱりわからん」

「……私が分かれば大して問題は無いので」

　暗に離れて欲しいとお願いしたものの、「どうしてだ？」と言いたげな反応をされては、それ以上何も言えなかった。

　ファンデーションがつくのもいとわず、一緒に手元を覗き込む花岡の姿は、〝彼女の手に持つモノを覗き込む彼氏〟そのものだ。

　いくら作戦のためと言え、くっつきすぎじゃと、喉元まで出かかった言葉を言えるわけもない。

　今この時、周囲にいる後輩たちの瞳には、自分は社長の恋人として映っているはずだ。

　逆もまた然り。だからこそ、この場で嫌がるような態度を取ってはいけないと、やけにクリアな理性が全身の筋肉に待ったをかける。

　懸命に恋人のフリをしてくれている花岡への感謝と心苦しさを胸に抱きながら、詩織はまだ自分に引っ付いて手元を覗き込んでいる上司に「何を知りたいんですか？」と声をかけた。

　すぐそばにいる彼のように、甘く熱い視線を相手へ向けたり、恋人へ向けるような言葉を言うことは、まだ自分には厳しそうだ。

　だからこそ、彼を拒絶するような言動をしないよう心がける。それが今出来る精一杯だと認識した。

　そして、頬にじんわりと孕む熱から意識をそらすように、自分の中で暴走しかける羞恥心を頭の片隅に追いやられた理性で必死に抑え込んだ。

　

　二人の――ほとんど花岡だけな気がする工作のお陰か、当初の目論見通り、秘書室の後輩たちの中で、詩織と社長が付き合っていると認識する人数が日に日に増えていった。

　その雰囲気を彼女が認識したのは、引継ぎを終えた後輩の高橋が職場を去る日のことだ。

　終業後、社長の花岡や秘書室の皆から「今までご苦労様」と次々労いの言葉をかけられ、高橋は涙ぐんでいた。

　そんな後輩の様子に目を細めた詩織は、その場で雑談し始めた後輩たちから離れ、彼女たちを見守ることにした。

　その後、数分ごとに一人、また一人と後輩たちは用事があるからと退社していく。

　最後まで残っていたのは、餞別が入ったたくさんの紙袋を両手に抱えた高橋と詩織の二人だけ。

　詩織が個人的に送った餞別の他にも、皆から可愛がられていた高橋は色々とプレゼントを貰ったらしい。

　あまりの多さについクスリと笑い「それ、まとめられる物はまとめて、荷物減らしましょうか」と提案すれば、先程まで主役だった彼女が頬を赤らめつつ頷いた。

「詩織先輩、わざわざ残っていただいてすみません」

「いいのよ。この後特に用事も無いし、二人で仕分けした方が早く済むでしょう？」

　紙袋や包み紙のブランド名から、プレゼントの中身を二人で予測していく作業は、思いのほか楽しい。

　最初は詩織の申し出に恐縮しきりな高橋だったが、その様子に気づいた詩織が「あら、このロゴはオーガニック製品のお店ね。何が入ってるのかしら」と努めて後輩の気をそらしたお陰もあって、数分後には和やかな空気が二人の間に流れる。

　秘書たちの中で最年少の高橋は、割と入社直後から詩織を下の名前で呼び懐いてくれていた。

　そのきっかけは、彼女の名前が栞しお里りで、漢字は違えど同じ名前なことに親近感を持ったかららしい。

　仕事中に困ったことがあれば詩織に質問してくる回数も、ランチに誘ってくれる回数も一番多いのが彼女だった。

（高橋さんが辞めちゃうのは……やっぱり少し、寂しいな）

　心から彼女を祝福したいと思う反面、寂しさも感じつつ詩織は作業の手を止めない。

　一つの袋に入れられる分を出来るだけまとめ、かさばる荷物を少しずつ減らしていく。

　最悪、今日一気に持ち帰れなくても、数日中に荷物だけ取りにきても良いし、忙しいのなら自宅への郵送も視野に入れておいた方がいいかもしれない。

　なんて考えを頭の片隅に抱きながら、二人で他愛のない話をしつつ作業を続ける。

　プレゼントの残りが少なくなるにつれ、明日からは、もう彼女と一緒に働けないのかと、ついつい寂しさを感じてしまう。

　そんな時、ふと正面で作業をしていた後輩の口から「先輩」と、自分を呼ぶ声が聞こえた。

「私、先輩と社長のこと、これからもずーっと応援してますからねっ！」

　手元へ落としていた視線を上げれば、何故か輝かんばかりの笑顔を浮かべた後輩が目の前にいた。

「……へっ？」

　突然すぎる宣言に、つい口から気の抜けた声が漏れる。すぐに言われたことを把握出来ず、ポカンと呆ける詩織を前に、「お二人、すっごくお似合いですよ！」と後輩が熱く語りだした。

　内容は主に、これまでに何度か起きた花岡からの恋人アピールについてだった。

　他人の口から指摘され「見てるこっちが恥ずかしくなっちゃいました」なんて言われては、何と返せばいいかわからず、つい口を噤んでしまった。

　思い悩むあまり、意識しないうちに頬は熱くなっていき、赤らんだ頬についても「詩織先輩……かわいいっ！」と、一人ではしゃぐ高橋に指摘される。

（こんなことを言われるくらいだもの……他の子たちも、薄々似たようなことを思っててもおかしくないわね）

　いつの間にか、二人揃って作業する手は止まり、それぞれの口元を指先で隠しながらお互いを見合う。

　高橋は、可愛らしい先輩の姿に嬉しそうに頬を染めて、一方の詩織は自分と花岡の思惑通りになっていることへの嬉しさを素直に喜べず、何とも言えない羞恥心のせいで、後輩の視線から必死に逃れようと目を泳がせた。

　

　高橋が退社してからも、相変わらず二人の作戦は続いた。

　花岡自身の行動に大した変化は無い。後輩たちの前で、ごく自然に詩織へ近づき、彼女へ甘い視線を向けたり、仕事をしつつ接近したり。似たり寄ったりな日々が続く。

　その中、作戦開始当初から詩織の心に芽吹いていた困惑は、日を追うごとに強く根付き、更に色濃く、大きくなっていった。

　事前に何度も打ち合わせをして、「二人は、付き合ってるんですか？」なんて質問された時の対応についても考えた。

　だけど、いくら事前にシミュレーションしても、いざ行動を起こすとなれば話は別物らしい。

　タブレットや手帳、資料などを手にした詩織の手元を花岡が覗き込んだ時、若干背後から抱きしめられていると錯覚しそうになる熱を感じたことは、一度や二度で終わらなかった。

　事前の打ち合わせで、頬を寄せられたりした場合はさり気なく離れて「仕事中ですよ？　今は」と微笑んで少し恥ずかしがりながらも〝花岡悠佑の彼女〟として振舞うはずだったのに、一度も実践出来た試しがない。

　耳元に口を寄せられ優しい声で名前を呼ばれるたび、資料や手帳が見たいと言って頬を寄せ、手元を覗き込まれるたび、心臓の音がこれでもかと煩くて仕方ないのだ。

　すぐ隣に居る花岡にも、絶対音が聞こえているに違いない。そう考えるほど、詩織の心に恥ずかしさが蓄積していく。

　彼の吐息を感じるたび、肌同士が触れるたび、何度も「これは演技、これは演技」と自分に言い聞かせている。

　その効果と少しばかりの慣れもあって、最初の頃よりは、花岡がそばに寄ってきても緊張の度合いは減ってきた、と思いたい。

　最初の頃は、慣れない状況への困惑が強かったはずなのに、最近ではふと気を抜いた瞬間、上司の甘い視線と声に惑わされかける自分が居る。

　なんて状況のせいで、自分の中で膨らむ感情の正体について気にする余裕も無いまま、日々は過ぎていった。

　そんな中、いつも通りに花岡と仕事をしていたある日、詩織は自分の中で燻る困惑を少しばかり理解する。

　とある平日。取引先の役員や秘書数名と、会合を兼ねたランチを終え、レストランの駐車場に停めていた社用車内へ二人が戻ってきた後。

「今のところ、今後の予定に大きな変更はないな」

「はい……可能性があるとすれば、返事待ちをしている企業からの変更を打診された時くらいです」

　後部座席に乗り込んだ花岡の問いかけに、運転席へ座った詩織が頷き言葉を返す。

　バックミラー越しに「そうか」と小さく零す花岡の姿を確認した詩織は、すぐに視線を手元へ向け、車のエンジンをかけた。

　そのまま二人を乗せた車は、彼女の運転で一路会社へ向かい走り出す。

　出発前に交わした二人のやりとりは〝恋人のふり〟を始める前までの〝上司と部下〟の会話そのものだ。

　前までなら、詩織自身特別何かを思ったりしない会話だった。

　けれど、成り行きとは言え、花岡からの接触が活発になった今、以前と同じ会話をしただけで、胸の奥にツキンと小さな痛みが走る。

　それは一度や二度では収まらず、これまでに何度か経験した痛みだ。

　痛みを感じる時はいつも花岡と二人きり、なお且つ仕事の話をしている時。

　皆の前で〝恋人〟を演じる花岡と、会社のトップとして仕事をする〝社長〟としての花岡。

　それらの言動はあまりにも対極的すぎて、両方とも見てきた詩織をいまだ戸惑わせている。

　見せつける相手が居ない時まで、彼氏として振舞う必要が無いことくらいわかっているし、彼の態度は決して間違っていない。

（なのに、どうして）

　――寂しいなんて思うのだろう。

　ジリジリと胸を焦がす謎の感情の処理に困り、運転中なこともあって詩織は一旦思い悩むことを放棄した。

　その日の夜。一日の疲れを取るため、ユニットバスに張った入浴剤入りの湯舟に浸かりながら、物思いにふけた。

　これまでに起きたことを一つずつ思い出していくたび、「なんで？　どうして？」と、疑問ばかりが頭の中に生み出されていく。

　湯舟の中で両膝を抱え、ウンウンと頭を悩ませたものの、何一つ答えを見つけられない。

　同時に、彼女の脳内を〝社長の二面性に対して、ふと寂しさを感じる自分自身〟への困惑が占領していく。

「本当に……付き合ってるわけじゃないのに」

　昼間、運転中に感じた寂しさも合わさって、ただでさえ訳が分からない感情と思考がグチャグチャになっていく。

　今にも破裂しそうな頭と心を鎮めるため、ウーッと無意識に上げた唸り声が響く浴室で、小さく呟いたはずの声はやけにはっきり木霊した。

　

　散々悩んで悩んで、悩みまくり、若干逆上せたせいで鈍った頭で、詩織はある結論をひねり出した。

　それを今まで助力してくれた花岡へ伝えたのは、翌日の終業後。

「社長」

「ん？　どうし……」

「今日まで、私のわがままに付き合ってくれてありがとうございます。お陰でスッキリしました」

　翌日のスケジュール確認を終え、仕事中からオフへ意識モード切り替えた詩織は、上司の前で深々と頭を下げる。

　目の前の景色が、目を見開いて驚く上司の顔から、つい最近買い替えたばかりのヒールを履く自分の足元へ変わった。

　同時に、これまで自分と花岡の様子を見て様々な反応を見せた後輩たちの顔が頭の中に蘇る。

　

「詩織先輩、社長とご結婚の際は、仲間外れにせず招待状を送ってくださいね。結婚式には絶対駆けつけますから！」

　まず思い出したのは、高橋から受けた純粋な応援だ。嘘を吐いている手前、結婚式に参加する気満々な彼女の様子を目の当たりにして、申し訳なさで心が少し苦しくなった。

「嘘、でしょ……」

　花岡が意図的に引っ付いてきた場面を目撃した後輩たちの中には、驚きのあまりその場で目を見開き思わず声を零す女性も居た。

「ねぇ、さっきの社長と吉野室長、距離近くなかった？」

「近すぎってもんじゃないでしょう。社長に女の噂が無かったの……まさか、吉野先輩がいたからなの？」

　給湯室に入ろうとした時に、二人のことを話題に上げている子たちも居た。

　作戦が順調で嬉しい反面、彼女たちを騙している罪悪感を抱いた詩織がドアを開けて中に入ると、話をしていた子たちは目を見開く。

　その理由が、自分たちが話題にあげていた人物の登場に驚いたものか、話を聞かれたと感づいての驚きだったのかまではわからない。

「見張り役じゃなく、ちゃっかり恋人の椅子におさまってたとか……」

「今からでも露出多めの服で……いや、ダメよ。あの室長がタイプなら、逆効果すぎるっ！」

　同じ階にある資料室で、データ化されていない資料を探していた時に、詩織の後から入ってきたらしき秘書たちの声は、悔しさを滲ませたものだった。

　見つからないように、棚に隠れてこっそり様子をうかがえば、以前花岡を食事に誘って断られたと言っていたのと同じ声の後輩が、綺麗にネイルを施した爪を噛んでいた。

　

　次から次へ思い出せば、後輩たちを見返すことはもう出来たんじゃないかと思えたのだ。

　あの日偶然聞いてしまった陰口に対する困惑が、完全になくなったわけじゃない。けれど、もう大丈夫と思えるほど、詩織の精神は回復しつつある。

　そんな状況で、このまま恋人ごっこを続けてもらうのは、相手に申し訳ない。

　なんて思いを抱き、彼女は自分から〝恋人のふり〟終了を、この日花岡へ願い出た。

　最近よく、花岡を前にすると気持ちが揺らぐことがある。

　それは、もう何年も抱いていなかった甘酸っぱい感情だ。確信出来るものは何もないから、まだそうだと自覚しきれない。

　これ以上彼とこの関係を続けていたら、いつかまた自分が〝勝手な思い込みからくる勘違い〟をしそうで、詩織は無意識にまだ見ぬ未来に恐怖心を抱いた。

「本当に、いいのか？」

「……？」

　頭上から聞こえた、どこか戸惑い混じりの低音に、ゆっくり顔を上げた詩織は小首を傾げる。

　その様子を見た花岡の瞳が、真摯に真っ直ぐ部下を射抜く。

　声色は二人きりの時によく聞くようになった優しいそれなのに、どこか仕事の時のような緊張感が漂っている気がした。

「はい、もう大丈夫です。……って、まだ写真、撮れてませんね。今度の週末、どこか近場でランチでもして、その時にでも撮りましょう」

　再度頷いた詩織は、ふと自分ばかり要望が解決していることに気づき、花岡が希望していた写真について言及する。

「本当に……ありがとうございました」

　続けて、詩織がもう一度頭を下げれば、花岡はもう何も言わず少しの間を置いて「わかった」と頷いた。
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　また、ただの上司と部下へ戻ろうと告げても、すぐに対応を切り替えられるとは詩織自身思っていなかった。

　これまで、すべて花岡からのアクションとは言え、皆の前で人目もはばからずくっついていた自覚はある。

　だから少しずつ、せっかく誤解してくれた皆に怪しまれない程度の距離感を保てればいい。

　なんて考えを抱きながら仕事を続け数週間が経ち、気づけば八月ももうすぐ終わろうとしている。

「……はあ」

　週末明けの月曜日。近づく秋の気配をあまり感じられない暑さも相まって、詩織は平日の朝、会社へ向かう車の中で深いため息を吐いた。

　エアコンを効かせた車内は、車の外と違ってすこぶる快適だ。そこで無意識に口から零れたため息の理由は嫌と言うほど思い当たり、今度は自分の意思で深いため息を吐く。

　一人で運転を続ける車内はとても静かだ。音楽かラジオを流して気を紛らわすかと一瞬考えたものの、ハンドルから手を放す気になれなかった。

　何かを考えて気を紛らわそうにも、まず思いつくのは朝起きてからずっと、似た内容のことばかり。

「恋人ごっこは終わりって、言ったじゃない……」

　仮の恋人期間を終えた後から、昨日までのことを思い出せば、もう何度目か分からないため息が口から漏れていく。

　そばに居ない誰かへ向けられた言葉は不思議と艶っぽく、冷房の効いた車内にいる詩織の頬をじわっと赤く火照らせる。

　花岡と恋人を演じた効果なのか、偶然後輩たちの陰口を聞いてしまった日以来、彼女たちの口から似た話題は今のところ聞いていない。

　単に、詩織がその場に遭遇していないだけかもしれない。けれど、直接耳に入ってこなければ、後はあちらの好きに喋らせておけばいいと、彼女は割り切ることにした。

　一度気にして、挙句それに囚われては元も子もないのだ。

　

　いつも通りの時間に出社した詩織は、バッグから取り出した鍵を使って昨夜から鍵がかかっていたドアを開けて中へ入った。

　彼女が持っている鍵のスペアは、秘書室の後輩たちにも配られている。

　そのため、誰でも出入りは自由だが、きっと彼女たちは誰一人としてそれを活用してない。

　後輩の誰よりも早く出社し、誰よりも遅くまで会社に残っている詩織は、部屋の中へ入ると、出張先で買ったガラス細工が美しいキーホルダー付きの鍵をバッグの中へしまった。

　自分のデスクにバッグを置いた後は、出社後の日課になった作業を黙々と進めていく。

　窓を開けて空気を入れ替え、花瓶の水を交換して飾っている花たちの様子を丁寧に確認していく。

（窓際に置くと、どうしても日に焼けちゃうのよね）

　枯れた花弁を取り除きながら、新しい花が届くのはいつだったかと記憶の引き出しを探っていく。

　そんな詩織の耳に、ふとドアノブをひねる音とドアが開く音が聞こえてきた。

「なんだ、もうきてたのか。今日こそは、俺の方が早いかと思ったのに」

　入口近くから聞こえた物音に振り返れば、室内に入り後ろ手にドアを閉める上司がそこに居た。

　左手に鞄を持ったまま詩織の方へ歩き出す彼は、肩を竦めるだけで言葉とは裏腹にまったく悔しがっていないように見える。

　クスリと笑って口角を上げる上司に、なんと言葉を返して良いかわからず、詩織はただその場に立ち尽くした。

　頭の中があっという間に困惑で満たされていく。

　何も反応しない部下の目の前までやってきた花岡は、コツンと革靴を鳴らして床を踏みしめ足を止めた。

「おはよう……詩織」

「おは、よ……ござい、ます……」

　ヒールを履いた自分の背より高い位置から、甘さと優しさが混ざり合った声が聞こえる。

　その声に返す言葉は意図せず震え、声量が次第に尻すぼみに小さくなっていく。

　詩織は普段から、相手の瞳をしっかり見据えて会話することを心掛けていた。

　職場ではその意識がなおさら強くなる。

　けれど今だけ、彼女の視線は所在なさげに揺らぎ、チラチラと上司を見つめる瞳はわずかに潤みを帯びていく。

　どこかたどたどしい挨拶に続ける言葉を、詩織は必死に考える。そんな彼女の視界にこちらへのびる無骨な指が見えた。

「髪、切ったんだな。似合ってるぞ」

　部下の顔へ伸びた花岡の指が、詩織の髪を一房掴み、どこか愛おしそうに表面を親指で撫でていく。

　彼の声と仕草を正面から受けたせいか、一際大きく心臓が跳ねた。

　バクバクと鳴り止まない心音を胸に感じながら、なおさら落ち着かない視線が、何度も愛しげに髪を撫でる上司の手元へ向いてしまう。

　詩織はこの日、いつもすべてまとめている髪を、ハーフアップに結っていた。

　理由は、たった今花岡から指摘されたように、髪を切ったから。

　とは言っても、毛先を数センチ切り、程よく梳いた彼女の髪は、相変わらず背中まで伸びている。

　美容室で整えてもらった髪は軽く、ついいつもと違う髪型にして出社した。

　パッと見ただけでは、気づかないだろう変化。なのに彼はすぐに気づき、一切躊躇ったりせず褒めてくれた。

　いきなり長かった髪を短くする度胸はなく、重かった髪を自分のために軽く整えただけ。

　そんな意識で切った髪の変化なんて、きっと誰も気づかない。

　なんてことを考えていた詩織にとって、間近で向けられた言葉は眩しく、恥ずかしくて、むず痒かった。

　詩織が恋人終了を告げてからも、何故か花岡の言動は元に戻らなかった。

　しかも、後輩たちの前で意識していた時より、彼からの接し方が大胆かつ艶っぽくなっているのは、きっと気のせいじゃない。

　突然恋人のふりを提案された時といい、今回といい、どうしてこの人は、こっちの予想を勢いよく飛び越える行動を起こすのかと、最近の詩織は頭を抱えてばかりだ。

　

　最近花岡は、以前より早く出社するようになった。

　前は秘書たちが数人出社した後、始業の四十分前くらいだったのに、ここ最近は朝早く出社する詩織の次にやってくる。

　昨日、彼女は退社前に、何を思って出社時間を早めたのか花岡へ問いかけた。

「出社してすぐ、詩織の顔が見られるからな。それに……」

　――二人きりの時間は、多いに越したことが無いだろう？

　そう言って「単なる俺のわがままだ」と笑う上司を前に、詩織は何も言葉を返せなかった。

　それはもう〝詩織に会いたいがためのわがまま〟にしか聞こえない。

　会社では優秀な秘書としての自分を確立している詩織も、思ってもみなかった理由を耳にすれば、あっという間に赤らんだ頬を隠したい一心か顔半分を自分の手で覆う。

　上司の話を聞くために、数分前まで真っ直ぐ彼の顔を見上げていた視線は明らかな動揺を隠しきれず揺らいでばかり。

　そんな部下の姿に、小首を傾げる上司がどこか嬉しそうに笑っていることに、彼女はまったく気付かなかった。

　気づけない程に、普段の冷静さを失った彼女の心臓はドクドクと強く脈打ち、意識をかき乱してく。羞恥と戸惑いの中に、ほんの少しだけ胸の高鳴りを感じた彼女は、不意に思ってしまった。

　――彼が自分と二人きりで過ごすために行動してくれることが、嬉しい、と。

　

　翌日、珍しく遅くまで会社に残っている詩織は、社長室の応接用にあつらえたソファーに座り、膝の上に置いたノートパソコンのキーを叩いていた。

　自分の指が奏でる音の他に、社長室の主のデスクからも、カタカタと軽快な音が鳴り続ける。

　詩織は普段、あまり残業しないようスケジュールを組んで仕事をしている。それはもちろん上司でもある花岡もだ。

　そんな二人が揃って珍しく居残っているのは、終業後突発的に起きた問題に対応しているためだったりする。

「社長、そちらの状況はどうですか？」

「ああ、もう少しで一区切りつきそうだ」

　詩織も花岡も、キーボードを叩く手を止める様子は無く、視線もお互いにチラリと相手を確認するだけに留め、意識のほとんどをパソコンの画面に向けていた。

　秘書室の後輩たちはすでに帰宅しているため、このフロアに残っているのは詩織たちだけだ。

　残業申請をするために、夜勤の警備員に内線で連絡を入れた時、「社長たちも残業ですか。お疲れ様です」と言われたことを、詩織は不意に思い出した。

　社長たち〝も〟と言うのなら、きっと今も他の階で残業中の社員たちが居るのかもしれない。

（いつも残業するなって、社長が口酸っぱく言ってるんだけどね……）

　何人くらい残っているのかわからない社員たちを思いながらも、現状自分たちも人のことは言えないと内心苦笑いが零れた。

　

　数十分後、一足先に割り振られていた仕事を終えた詩織は、時折難しい顔でパソコンを睨みつける上司のために飲み物の準備を始めた。

　数分前に「そろそろ終わりそうなので、私に出来そうな分回してください」と言ってみたものの、あっけなく首を横に振られ却下されてしまった。

　それを素直に受け取ってダラけるわけにもいかず、長時間パソコンと睨めっこを続ける社長が少しでもリラックス出来ればと、来客用にストックしている茶葉の中から疲労軽減効果のあるものを選び、二人分のアイスティーを準備していく。

「自分の分終わったなら、帰ってもいいぞ？」

「社長を差し置いて先に帰るというのは……」

　――なんだか、違う気がして。

　給湯室でお湯を沸かしつつ、ティーポットや二人分のグラスを準備しながら、残っている分を引き受けると言った後のやりとりをつい思い出してしまう。

　上司の言葉に素直に甘えられる秘書は、きっと後輩たちのような女性なんだろう。

　自分もそうなれれば良いのだけれど、生真面目さがマイナスに作用して、居残ってしまった。

「…………」

　自分以外誰も居ない場所で、フツフツとお湯が沸く音を聞きながら、声にならない自嘲の吐息が出てしまう。

「今さら、可愛くなんて出来ないわねぇ」

　アラサーには酷だわ、と、ついぼやいてしまう詩織は、ティーポットを温めるため、沸騰したばかりのお湯を注いだ。

　

　その後も詩織は一人黙々と準備を続けた。茶葉のエキスを抽出して、少しは温度が下がったものの、まだ熱いお茶だったティーポットの中身は、グラスいっぱいに詰め込んだ氷をめがけて注いだおかげで、しっかりと冷えたようだ。

　グラスにストローをさし、二人分のそれをお盆に乗せて戻ってくれば、丁度よく花岡の仕事も終わったらしい。デスク近くに立ち大きく背伸びをして、凝り固まった筋肉を解す彼の姿が見えた。

「お疲れ様です、社長。よろしければどうぞ。アイスティーです」

「ああ、ありがとう」

　そんな彼のもとへ近づき、持っていたものを差し出せば、すぐに彼はこちらへ向き直り、にこりと笑みを浮かべる。

　そのまま「吉野もお疲れさん」と苦笑いを浮かべた彼は、手に取ったグラスを掲げた。

　花岡は片手にグラスを持ったままデスクに寄りかかると、ストローを咥え喉を潤していく。その姿はどこか気だるげで、仕事中はいつもきっちりスーツを着こなしている彼とは真逆に見えた。

　滲み出る色っぽさに耐え切れず、詩織は慌ててお盆に残っていたグラスを手に取り、意識と視線をそらす。具合が悪い訳でもないのに、ドクンドクンと存在を主張する心臓の音が煩い。すぐにでも平常心を取り戻したいのに、身体が邪魔をする。

　どうすれば落ち着けるのか必死に考えた詩織は、一度大きく息を吐き出した後、手に持ったばかりのグラスを口元へ近づけ、ストローを咥えた。

「…………」

　一口含んだ冷たいアイスティーは、仕事終わりでいつの間にか乾いていた喉を潤すには丁度良かった。

　美味しさと冷たさに、ホッと安堵の息を吐き出すと、残業中張っていた気がプツンと切れていく。

　すると自然と肩の力も抜け、グラスとお盆を持ったままついさっきまで座っていたソファーへ戻った。テーブルの端に置いたお盆から、グラスの下に敷いていたコースターを一人分だけ取り、応接用テーブルの上へ置く。

　そして、少し中身が減ったグラスをその上に置いた詩織は、ソファーの背に身体を預けた。

（伝えていた時間より早く終わって良かった）

　そのまま、左手首につけている腕時計で時間を確認すれば、再び口から安堵の吐息が漏れる。

　残業を警備員に申告する際、大まかな時間を伝えなければならない決まりがある。その決まりは、一般社員でも社長でも変わらず、今日の残業が決まった際、詩織も仕事が終わる時間を予測し少しばかりプラスして伝えてある。予想していたよりも、大分早く仕事を片付けられたようで、詩織は心の底からホッと出来た。

　――ギシッ。

　ふとすぐそばから物音が聞こえたかと思えば、二人掛けのソファーがグッと沈み込むのがわかった。

「……っ！」

　突然のことに驚いた詩織は、何ごとかと顔を上げる。すると、いつの間に移動したのか、さっきまでデスクに寄りかかっていたはずの花岡がすぐそばに座っていた。

　今聞こえた音は、彼がソファーに座って軋んだ音らしい。

　なんて理解したものの、「どうして隣に？　というか、近く、ない？」と、あっという間に頭の中が困惑に満ちていく。

「しゃ、ちょ……」

　無意識に発した声は震え、振動が身体全体にまで影響したのか視界が揺らいだ。

　アイスティーを飲んで、クールダウンし始めた矢先の出来事に、落ち着き始めたばかりの心臓がまたドクドクと騒ぎだす。

　あからさまに戸惑う詩織の気持ちに気づいているのか否か、こちらを無言で見つめる花岡の顔にふと柔らかい微笑みが浮かぶ。

　そんな笑顔を至近距離で見せつけられたせいか、詩織の頬にみるみる赤みが差していく。

　ドクドクと高鳴る心音を感じたせいか、突如距離を縮めてきた上司に驚いたせいか、ソファーに座ったままジリジリと後退るように移動し、思わず花岡から距離を取ってしまう。

　だけど、今二人が座っているのは二人掛けのソファーだ。離れたい一心で後退しても、すぐに腰が肘置き用の膨らみにあたってしまった。

　しかも、ほんの少しとは言え開いた距離を、花岡はあっという間に詰めてくる。

（どうして、近づくんですか。どうして、そんなに優しく笑うんですか。どうして――）

　見開いた瞳に映る唇が「詩織」と甘い囁きを紡いでいく。そのせいで、ただでさえ混乱しかない頭の中が余計かき乱されていく。

　無意識に半開きになった口元からハッハッと短く息を吐き出す詩織の顔に浮かぶのは驚愕の色。その肌は見ている方が驚くほど赤く火照り、嫌と言うほど熱を持つ。

　仕返しが終わった後も、花岡の態度は一切変わらない。いや、むしろ悪化したと思うほど、彼はこれまで幾度となく詩織を戸惑わせてきた。

　今のように周りに誰も居ないときにまで、彼は部下に向かって優しく微笑み、甘い言葉を囁いてくるから、とても厄介だ。

　しかも、一度や二度で終わらず、何度も、何度も。

　繰り返されるその行為は、まるで刷り込みのように、戸惑いで凝り固まっていた彼女の心をゆっくり解していく。

　同時に、数年ぶりに感じる胸の高鳴りと戸惑い、わずかな高揚を詩織に与えた。

　そんな戸惑いの日々を過ごすなかで、詩織は自分の中にある無意識に目を背けてきた想いに気づいた。

　――この人を、好きになってしまった、と。

　一旦認識した気持ちは、気のせいと誤魔化すには難しく、物理的に距離を取ろうにも、仕事を放棄するなんて出来るはずもない。

　新しい戸惑いの種は確実に宿主の心に根を張り、成長し、遅咲きの花に変わったのかもしれない。

「すごい真っ赤」

　クスリとかすかな笑いを零し、目を細めてほほ笑むどこまでも優しい眼差しの前では、もう何も考えられなくなっていた。

　

　

　

　ソファーの端に追いやられた詩織は、その場から動けなくなった。

　頭の中に一度かかった白いモヤは中々晴れず、まして好きな人の笑顔を至近距離で見つめている現状のせいで、ほんのひと時脳の働きが完全に止まりかけた。

　そして数分後。ハッと我に返った詩織が居たのは、上司の膝の上。

　目に留まったのは、横向きで膝の上へ座る部下を見つめ、すっぽりと彼女を両腕で抱き込む満足げな花岡の顔だった。

「しゃ、社長っ！　はな、離して、ください。重いですから！」

「嫌だね。って、全然重くなんかない、むしろ軽いくらいだ。……しっかり食べているか？」

　度重なる衝撃のせいで、今にも頭の中が爆発しそうだ。そんな状態で思考が上手く働くわけもなく、詩織はこの日一番と言えるほど顔を真っ赤に火照らせ、アタフタと狼狽えだす。

　その様子を見つめる花岡は、首を振るばかりで自分の腕の中にいる部下を解放してくれなさそうだ。

「い、今は仕事中でっ！」

「仕事はついさっき終わっただろう？　だから今は、プライベートな時間を過ごさないか？」

　このままじゃマズいと思って抗議の声をあげたものの、目の前にいる彼に想いは届かない。

　花岡は、慌てる部下を尻目に妖艶な微笑みを浮かべる。かと思えば、詩織の訴えを屁理屈でかわしていく。

　彼女のお腹に手を回したまま、困惑しかない部下を解放する様子も無い。

　それだけに留まらず、急に顔を近づけてきたかと思えば、耳元で「せっかくのプライベートな時間……俺はお前と過ごしたいと思っているんだが」と囁かれる。

　完全な不意打ちが生みだす衝撃は、思わず身体を震わせ無意識に一瞬息を止めてしまう程凄まじかった。

「ゆっくりと……リラックスしたい気分でな」

　自分を膝の上に抱き上げ愛でようとする男の視線は、これまで何度も向けられた視線と少しばかり違うと気づいた詩織の心臓は、より強く脈打ち、彼女の呼吸を乱れさせる。

　リラックスしたいと言うくせに、花岡は同じ口で詩織と過ごしたいと声を発した。混乱する詩織には、彼が紡ぐ言葉の意図を正確に理解出来そうにない。

「わ、私が居ない方がリラックス出来ますよっ！　ほ、ほらっ！　帰りましょう！　いつまでも会社に居たら、社長のゆっくり出来る時間がなく」

　これまでと違う明らかな熱情がこもる視線を受け、上司が今何を考えているのか、それとなく察してしまった。そのせいで、余計困惑が勝った詩織の口からは無意識に言葉が零れ落ちる。

「さっきから文句ばかりだな。そんな口は……しっかり塞がなきゃ、なぁ？」

　テンパるあまり、発言が支離滅裂になりかける部下の様子に、花岡はとても楽しそうに笑う。そして、詩織の訴えを最後まで聞き届ける前に、たった数センチしか離れていない二人の唇は強引に重なった。

　

　取引先へ行く時や人混みを歩く際、他人とぶつからないよう配慮もあったのか、いつも花岡に抱き寄せられた。

　仲睦まじく見せるため、後輩たちの前ではこっちが驚くほどくっつかれた。

　なんてスーツ越しに数秒触れるだけのスキンシップは、これまで何度もあった。

　だけど、今この瞬間、彼が自分へ向けてくるモノすべてが、上司と過ごす中で初めてのことばかりで驚かずにいられない。

　あからさまな熱情と欲を孕んだ視線や太ももを撫でる手つき、そして、不意を突くようなキス。

　たくさんの〝初めて〟を一方的に与えられた詩織は、冷静さを取り戻したい思いとは裏腹に、戸惑いの海から抜け出せずにいる。

　一度重ねられた唇はしばらく開放されず、「離して」と伝えたい一心で、詩織は上司の腕に抱かれたまま弱々しく彼の胸を拳で叩いた。

　気持ちが届いたのか、ようやく唇が離れていき、新鮮な酸素を求めてわずかに唇を開く。

「口、開けて」

「……ッ、んん」

　詩織が唇を開くのと同時に、彼女の耳に低音の囁きが届いた。間近で聞こえた音に、つい意識が持っていかれる。

　最初は声こそ聞こえたものの、何と言われたかすぐに理解出来ず、思わず「えっ？」と聞き返しそうになった。

　だけど、こちらが喋るよりも先に、口元に開いたわずかな隙間へ熱く分厚い何かがねじ込まれていく。

　突然のことに驚き、詩織は大きく目を見開いて悲鳴を上げた。けれど、彼女の口腔内を占拠する〝ソレ〟に阻まれ、悲鳴はただのくぐもった音へ変わる。

　衝撃のあまり身体は無意識に強張った。頭の中も真っ白になって、抵抗する意思さえ忘れて何も考えられなくなる。

　そんな状態の彼女の口内では、挿は入いりこんだばかりのモノが、ゆっくり動き出した。

　クチュ、クチュと口の中で発する音が粘膜を通してダイレクトに耳へ伝わる。

　何より、頬の内側の粘膜や歯茎をねっとりとなぶられる感覚や、戸惑いで縮こまった舌に触れる熱が、今起きていることを鮮明に教えてくれた。

　

　――クチュ、ピチャッ、チュッ。

　不意打ちのキスから数分が経った室内には、相変わらずいやらしい水音と時折漏れ聞こえる吐息が響いていた。

「……ん、ふ、ぁ」

「もっと、舌絡めてみろ。ンッ……上手い上手い」

　息継ぎの合間に、花岡の口から軽い指示の囁きがこれまで何度も聞こえてきた。

　間近で聞こえる声に応えるように、相変わらず口内を我が物顔で蠢く舌へ詩織はおずおずと自分から舌を絡めていく。

　二人の舌の粘膜が擦れあった瞬間、下っ腹の辺りが甘く疼き、思わず詩織は身体を震わせる。

　そんな彼女を宥めるように、いつの間にか背中に回された太い腕がギュッとすぐそばにある大きな熱へ抱き寄せてくれた。

「……驚いたな」

　そのまま、不意に唇は離れていき、息を呑む声が数センチにも満たない至近距離から聞こえてくる。

　たった数分、されど数分。口内の至るところを愛撫しつくされた詩織の意識と視線は蕩け、目の前で困惑の表情を浮かべる男を瞳に映した。

　最初は強張っていた彼女の身体からは力が抜け、抵抗を示すように目の前にあるスーツ越しに厚い胸板を叩いていた手もすっかり大人しくなった。

　ようやく唇が解放され、一向に熱と赤みが引かない顔を少しばかり気にしながら、ハフハフと新鮮な空気を求めて、詩織は短く呼吸を繰り返す。

　そこにいるのは、仕事に真面目な室長様じゃない。困惑と薄っすらした熱情の色を表情に滲ませる一人の女性だ。

「もっと、嫌がられるかと思っていた」

　なんて口では言う癖に、自分を抱き寄せて囲う腕を解く様子も、膝の上から降ろす様子もない。

　それどころか、ようやくキスから解放されたと思った唇へ、チュッチュっと今度は啄むような口づけが繰り返される。

　そのくせ、抵抗を止めて自分を受け入れる詩織の様子に戸惑っているのか、彼の瞳は時折揺らぐのだ。

「私たちは……恋人、です、よね？」

　本当に付き合っているわけじゃなく、あの期間はただの〝仮〟だった。なのに、判断力が鈍った頭では、無意識に口から零れた言葉の違和感に気づかない。

　数分ぶりに発した声はか細くて、止まない口づけのせいで言葉が切れ切れに紡がれていく。

「それは……お前が終わりだと言っただろう？」

　軽い酸欠状態のせいか、少々だるさを感じるまま小首を傾げれば、クイっと目の前にある口角が上がった。

「そうですね……ンッ。終わりと、言ったのに……くっついて、きたのは……ンぁ。そっち、でしょう」

　疑問を投げかけられたので、ずっと不思議に感じていた自分の気持ちも混ぜて答える。すると詩織の声は、またしても悪戯なキスのせいで細切れになった。

「今だって、っこんな、こと……ンンッ！」

　気づかないうちに、部下の身体を支える腕と反対の手が、また詩織の脚へのびていた。そのままキスの雨に紛れて、優しくストッキング越しに素肌を撫でていく。

　しかも、時間が経つにつれ、次第に手つきのいやらしさが加わっていくから厄介だ。

　好奇心と理性の狭間で揺らいでいると言わんばかりに、スカートの裾周辺を少しカサついた指が行き来している。

「……ぁ、ん」

　時折、スカートに隠れた太ももをいやらしく揉みしだかれ、その刺激は詩織の唇をかすかに震わせる甘い吐息へ変わった。

　自分から質問をしてきたくせにこの態度。花岡は本当に何を考えているのだろうと、詩織の頭の中は次々湧き上がる疑問でいっぱいになる。

　――もう終わりにしましょう。

　あの日確かに言った言葉が脳裏によみがえる。だけど目の前にいる上司は変わらず、ベタベタと引っついてきた。

　以前よりあからさまに、かつ回数が増えたスキンシップ。そして現状を見る限り、戸惑いを許されるのは絶対に自分じゃないのかと思わずにいられない。

「行き遅れの、私を……ん、あわれんで、なら……ふぁ、止めて、くださっ。こんな……こんなこと、されたら、私」

　――勘違いしそうになる。

　部下の訴えに何を思うのか、詩織が口を開くたび、花岡は彼女の唇を啄んだ。

　粘膜越しに伝わる熱があまりにも優しくて、上司への恋心を自覚した詩織にとって、与えられる快感はあっという間に苦しさへ変わっていく。

（憐れみなんて要りません。だから、どうかこれまで通りに……）

　自分でも気づかないうちに、詩織の瞳は潤み視界に透明な膜が張った。

　だからなのか、これまで鮮明に見えていた愛しい人の姿が歪んで見えてしまう。

　心の中と似ている景色を見たせいか、余計目頭が熱くなる。

　彼の前で泣くのは嫌だと思うのに、きっと瞬きをすれば涙が溢れて止まらなくなる。

　なんて、未来が簡単に想像出来るほど、自分の心の機微が手に取るようにわかった。

　好きになった上司の前で泣き顔を晒すなんてありえない。

　恥ずかしいし、何より彼を困らせてしまう。

　一つ考えれば、それに紐づけされるように、次、次と考えることが増えて困った。

　すると、不意にその声は聞こえてきた。

「俺が、いつ、お前を憐れんでいるなんて言った？」

「……？」

　どこか怒っている風に聞こえる声に思わず肩が跳ねた。涙でぼやけたままの視界に彼を映した瞬間、無意識に瞑った目尻から雫が零れ落ちていく。

「そもそも何とも思っていない奴に、後輩を見返そうなんて馬鹿な提案、するはずが無いだろう」

「……へっ？」

　聞こえてきた一方的な問いかけの意味が分からないまま、詩織は首を傾げた。

「お前は本当に……仕事をしている時と、俺と二人きりの時とじゃ、頭の回転速度が違い過ぎだ。お前は、俺が憐れみだけで女に手を出すような男に見えるのか？」

　花岡は返事が無いにも関わらず、自分の思ったことなのか、スラスラと言葉を紡いでいく。

　その様子を間近で見るしか出来ない詩織は、続けて聞こえた上司の言葉に慌てて首を横に振り、投げかけられた言葉を否定した。

「お前のことが好きだから……詩織の力になれればと思った。今この瞬間も、お前と一緒に居たいと思って、お前が可愛い声ばかり上げるから」

　――我慢出来ない、そのくらい気づけ、馬鹿。

　唐突過ぎる上司の発言に、新たな戸惑いを抱いた詩織は、その後しばらく涙が止まらなかった。

　言葉では怒っているくせに、声色はどこまでも優しくて、間近で自分を見つめる頬を薄っすら赤らめた上司の姿に、どうしようもなく胸が高鳴る。

　混乱が消えないまま、なかなか泣き止まない彼女の世話を、花岡は嫌がらず、むしろ喜々として焼いていく。

　涙を止めようと試行錯誤する部下の両脇を支えるように軽く抱き上げた彼は、自分と向き合うように改めて膝の上へ座らせた。

　上司の太ももを跨ぐ態勢で座らされた詩織のスカートの裾が、ズズっとずり上がったせいで太もものあたりがかなりきわどい状態になる。

　だけど今の二人は、そんなことを気に留めていない。

　詩織は自分の感情を制御することで手一杯になっていた。

　その様子に目を細めた花岡は、ことさら優しい声で語りかけていく。

　

「あの日、俺が戻ってきたら、お前が青白い顔をして俯いてた」

「そんな、顔……してました？」

「してた。気を抜けば、今にでも倒れそうな程真っ青な顔して。慌てて駆け寄っても、お前全然気づかないし。何事かと思えば、中から声が聞こえてきたんだ」

　後輩たちから陰口を叩かれたあの日のことを、彼は改めて話してくれた。

　陰口は最後の方しか聞かれていないと思っていたのに、実際確認すれば、それよりも前からみんなの声は耳に入っていたらしい。

「あの時は、庇ってもらうだけじゃなくて、みんなを叱っていただいて、ありがとうございました。でも」

　――どうして恋人のフリをしようと？

　話の流れで、また小さく頭を下げれば口から自然と感謝の言葉が零れる。その様子を間近で見つめ「生真面目なやつ」とぼやく花岡の姿に、詩織は首を傾げた。

「そりゃあ、好きな女が泣いてるんだ。俺だってあいつらには正直イラっとした」

「な、泣いてなんか……っ！」

　さも当然と言いたげな返しに、慌てて反論するものの、すぐに口づけで言葉を遮られてしまう。

「泣いてただろう。実際に涙なんか見せなくても。あの時詩織の心は泣いてた」

　そう言って、今は別の理由でグズグズと泣き続ける目元を、彼は親指の腹で優しく拭っていく。

　

　詩織を自分の膝に乗せたまま、花岡は時折グスッと鼻をすする部下の頭を撫で、更に話を続けた。

「俺がここを任される話が上がって、秘書を一人つけるよう言われた時、真っ先に思い浮かんだのがお前の顔だった。本社に居る頃、俺は何度か詩織のことを見てたし、お前が当時担当していた社員と話し合いの場にいるのも見たことがある」

　まるで愚図る子供をなだめるように、ヨシヨシと頭を撫でながら話す内容は、詩織を専任秘書として引き抜いた理由だった。

「社長付きの秘書には敵わないとしても、他の秘書たちの中で、詩織は頭一つ以上飛びぬけて優秀に見えた。だからお前を俺の秘書にしたかった」

「あり、がとう……ございます。そう言ってもらえて、嬉しいです」

　今までにも、仕事の速さや正確性を褒められたことは何度かあった。けれど、初めて引き抜きの理由を聞かされた詩織は、「そんなに前から認めてもらっていたのか」と、嬉しくもあり、恥ずかしくもある言葉にならない感情を抱く。

　頬を赤らめ、それ以上何も言えないまま口ごもる詩織。そんな彼女の唇を、花岡は悪戯に啄んだ。

　

　自分の気持ちを言葉にして伝えてくれた唇が、今度は行動で伝えると言いたげに、何度も詩織の唇を食む。

「ンンっ、ふぁ……」

　最初は啄むだけだったそれにほんの少し欲が混ざったキスを受け、すぐそばにある身体に縋るように、無意識に伸びた手が花岡の白いＹシャツを掴んだ。

「どう、して……ンッ……もう大丈夫って、言ったのに、私に、ンぁ、構うん、ですか」

　止まないキスの間、詩織の口からは何度考えても答えがわからなかった疑問が零れる。

　作戦が終わっても、やたらスキンシップが多かった理由が、ずっと知りたかった。

「……卑怯だってわかってたけど、俺はあの馬鹿げた作戦から、本気で詩織を落とすつもりだったんだよ」

　――最初は仮でも、すぐにそれを取り去れるように。

「なのにお前、自分だけ満足したら、さっさと終わらせようとするし」

　単純にアタフタするこちらの反応を面白がってだろうか、なんて考えていた詩織は、聞こえてきた返答に驚くあまり何も言えなくなった。

　そして、自分の頬とすぐ近くにある瞳がまた熱を孕んでいくのが分かる。

　想像以上の事実を聞かされ、嬉しいやら恥ずかしいやら、心の中で感情が忙しなく暴れていく。

　返す言葉が見つからず「あー」「うぅ」と、呻く詩織の姿を見て、「可愛いな、本当」と呟いた花岡は、再度唇を重ね、彼女から呻き声さえも奪っていった。

　

　真摯に伝えられる上司の言葉、そして声を通して感じる彼の想い。

　それら一つ一つに感情を揺さぶられるせいで、甘く締めつけられた心臓はいつまで経っても解放してもらえない。

　花岡の口から語られるすべてに共通するのは、今目の前にいる部下への信頼と愛、熱情だった。

「仕事もプライベートも、隣に立っているのはお前がいい」

　自分の思いを連ねて語った彼は、唇を離して一旦呼吸を落ち着かせ、真っ直ぐな瞳と視線で詩織を射抜く。

　聞きようによってはプロポーズにも聞こえる言葉を間近で受け取った詩織の顔は、上司の熱弁のせいでただでさえ赤いのに、より熱くなっていく。

　しかも、顔だけに留まらず、身体中が火照るから余計に厄介だ。

　熱を逃がそうとしてか、詩織は無意識にハフッと口元から短く息を吐き出す。

（えっと、ええっと……）

　短く浅い呼吸を繰り返しながら、必死に花岡への言葉を考える。けれど、納得のいく言葉がどうにも思い浮かばない。

　その最中、考えごとをしているせいで自分の世界に入った部下を抱きしめる花岡の表情は、終始嬉しそうだ。

　しばらくすると、不意に花岡が呼吸のために半開きにしていた詩織の唇を食み始めた。

　残業が終わってから今まで、もう何度も繰り返された感触と熱に、すぐに意識が浮かされ絡めとられていく。

「ん、ふ……ンぁ」

　上唇を優しく咥えられたと思えば、今度は下唇へ。そして一旦離れたそれが、度重なるキスでリップの色が落ちかけた唇へ重なる。

　唇を啄むキスは止まず、その合間に「愛してる」「好きだ」と、熱のこもった色っぽい声まで聞こえる始末だ。

　詩織を抱きしめる腕で、何度も重なる唇で、キスの合間に吐息と一緒に零れる愛の言葉で。

　花岡はたくさんの愛情を伝えてくれた。

　その一つ一つを身体と心で感じるたび、胸のあたりがトクントクンと甘く疼いて仕方ない。

　自分の身体に起きた異変の理由なんて、探さなくても詩織にはすぐわかった。

　小難しいことなど考えるよりも先に、彼女はただただ嬉しいと思ってしまう。

　自分が彼を意識したきっかけは、恋人ごっこが始まってからだろうか。

　それとも、後輩たちから庇ってくれたあの日からだろうか。

　どちらにしても、今目の前にいる相手を異性として意識したのは、花岡より自分の方が遅いはず。

　その事実を申し訳なく思うのと同時に、仕事しか取り柄の無い自分をこんなにも求めてくれる彼の気持ちに応えたいと思ってしまう。

（素直になっても……いいのかしら……）

　数年ぶりに意識した恋心は、すっかり臆病になってしまった詩織の心を、今日まで少しずつ解きほぐしてくれたのかもしれない。

　だからこそ、無意識に目をそらしてきた彼への愛情という〝欲〟を意識してしまう。

　次々と自分の身に起きる予想もつかない事態の連続に、詩織の理性は徐々にすり減り、今残っているのは本当に微々たるもの。

　だけど、それすらも焼き切れてすべて無くなりかねない熱を受け止める彼女の脳内には、次第に白いモヤがかかっていく。

　情熱的な想いをぶつけられたことも相まって、詩織は何も考えられなくなっていく。

　自分と相手の立場や関係性、今の状況など、冷静な状況なら十中八九ストッパーがかかる。すべて思考を放棄した彼女の両手は、目の前にある上質なワイシャツをギュッと握りしめた。

「わた、も……んっ、お慕い、して、いま……ンンッ」

　そのまま、唇が離れる一瞬を繋ぎ合わせ、これまでずっと胸の中に閉まってきた想いを紡ぐ。

　想いが通じ合った事実に高鳴った気持ちのまま、単純に〝好き〟と口にしなかったのは、無意識下でわずかに残った秘書としての矜持なのかもしれない。

　だけど、彼女なりの精一杯な返事は最後まで二人の耳に届かなかった。

　背中を撫でていた太い腕に強い力で抱き寄せられたのと同時に待っていたのは、これまで悪戯に啄まれていた唇をすべて喰いつくす勢いの欲情しかないキスだった。

　

　

　

　数十分後、二人の姿は来客用ソファーの上から、社長が愛用している背もたれ付きのイスの上へ移動していた。

　いつも花岡がそのイスに座ると、背もたれが彼の頭まですっぽり覆い隠すせいか、後ろを向けばパッと見身体が見えなくなる。

　だけど今イスの上に座っているのは、花岡と詩織の二人だ。しかも詩織は、彼の膝に座らされているせいで、背もたれから頭のあたりが見えている。

　一介の秘書でしかない自分が社長室のイスに座るなんて。

　しかも、そこへ座っている恋人の膝に座っているなんて、いつもの彼女なら絶対にしない行動だ。

　――なら今の状態はどうして？

　そんな疑問を傍から見れば思い浮かべるかもしれない。

　その理由はただ一つ。当人の詩織自身も、戸惑いを残しながら今この時を受け入れ始めているからだ。

　

「ふぁ……ァ、ん、んっ、ふ」

　いくら時間が経っても、口づけの勢いは衰えず、止む気配もない。

　それどころか、最初の頃より激しくなるそれに、詩織は戸惑いを覚えた。

　好きな人からキスされるこの状況を嬉しいと思う反面、初めて向けられた激しい熱情の処理が上手くいかない。

　半開きになった口元からはクチュクチュといやらしい水音が響き、ただでさえ速い詩織の心音を余計加速させる。

　音の発生源は、もうずっと彼女の口内を蹂躙しつづける肉厚な舌だ。

　予期しない動きばかりを繰り返す舌がうみだす熱い快感に、何度も全身が震える。

　最中、口内を蹂躙する彼の舌が弱い部分をなぶり、いつの間にか素肌を露わにされた太ももを無骨な手がいやらしく撫でていく。

　二つの刺激が重なるたびに、一際強い刺激と快感に襲われるから厄介だ。

「ん、ぁ……ま……ンン」

　自分の意思に反して身体がビクビクと強く震え、口から甘ったるい声が無意識に漏れる。

　そして何より、下っ腹の奥から感じる疼きが、詩織の意識を問答無用で溶かしていく。

　この歳で経験が無いなんて言わない。けれど、今与えられている言葉にし難い快感は、詩織にとって未知の感覚だった。

　

「しゃ、ちょ……待って、ん、ンンッ」

　息継ぎするタイミングが上手く取れないまま限界を迎え、目尻に薄っすら生理的な涙を浮かべた詩織が、目の前にある肩をポンポンと叩く。

　男らしいそれを叩いて訴えたお陰か、これまで執拗に口の中をなぶっていた肉厚な舌からようやく解放された。

　新鮮な酸素を求めて、詩織は恥ずかしげもなく肩を上下させる。

　乱れた息を整えようと必死な彼女を、花岡は何も言わず見上げた。そして口元に軽く弧を描いた彼は、自分の膝に座る詩織を抱きしめた。

「この期に及んで社長呼びか？　もうちょっと雰囲気ってものを大切にしてほしいところだな」

　苦しかった呼吸が少しずつ楽になっていくのを感じる耳に、呆れを隠さない苦笑が聞こえてくる。

「ここは会社です。社内でこれ以上は、流石に……」

「仕事は終わってるんだ。……いいだろう？」

　まだトロトロに溶けた状態から完全に脱却していない頭を働かせ、苦言を呈した。すると、こちらの反応は想定の範囲内だったようで、小首を傾げてこっちの様子をうかがう彼の視線に囚われる。

「仕事が終わったのなら、帰りましょうよ……」

「まだ帰りたくないな。帰ったら、今日はもう詩織に会えないだろう？」

「……っ！」

　どこか拗ねた口調でわがままを言う男の声に、思わず胸が高鳴った。

　胸の奥で感じた鼓動に意識を半分取られていると、キスから解放されて落ち着いてきたはずの心音がまた速くなる。

　含みのある確信めいた微笑みを向けられ、無意識に喉が鳴った。

　ついさっきまで背中に回っていた大きな手に、後頭部をすっぽり包みこまれる。

　彼が〝何を望んでいるか〟を察した詩織は、身体から力を抜いて自分を包むぬくもりに身を任せてた。

（どうして、この人は）

　――いつも私が欲しい言葉をくれるの？

　なんて、頭の中に浮かんだ疑問は声にならないまま、また二人の唇は重なる。

　たった数分前まで彼女の中にあった秘書としての意識が綺麗に消えていく。

　生真面目なお局秘書は、この瞬間愛する人を前にした〝一人の女〟になった。

　

　照明の光が反射するせいか、気分転換に花岡が時折景色を眺めるガラス窓に社長室内の光景が映り込んでしまう。

　日中は、その日の天気によって表情を変えるビル群を透過して見せるそこに映るのは、デスクチェアに座る二人の影だ。

　ついさっきまで花岡の顔を見つめ、正面から向かい合う体勢を取っていたのに、十五分も経たないうちに、詩織は彼に背中を向け背後から抱きかかえられていた。

　今は上手く見えない都会特有の夜景も、気分転換にはもってこいの景色だ。

　けれど、その美しさを堪能する者はいない。

「ふぁ、しゃ、ちょ……だめッ、ああンッ」

　身体の奥から全身に巡る強い快感に抗うように、詩織は激しく首を左右に振る。

　彼女は相変わらず上司の、いや――恋人の膝の上にいる。

　

　いつも詩織を秘書として律してくれるヒールは、イスに腰かけた悠佑の革靴を履いた足元に、いつの間にか無造作に転がっていた。

　身に着けていた下着やストッキングは、絶え間なく続く上司からの愛撫に反応して、蜜壺から溢れ続ける愛液に塗れ、今はもう本来の役割など果たせていない状態だ。

　それらは彼の手で詩織の足元までずり下げられ、与えられる快感にビクビクと身体を震わせる脚をやんわりと拘束していく。

　足元にまとめられたモノとは逆に、スモーキーブルーのタイトスカートはわざとめくり上げられたせいで、いつもスカートで隠れている素肌と恥部が強制的に露わになってしまった。

　しかも、照明が煌々と室内を照らす下で、下半身を露出させられただけじゃない。

　ボタンが数個外された白いＹシャツの胸元からは、愛液塗れになった下着と同じ淡いブルーのレースがあしらわれたブラが姿を覗かせている。

　悠佑の手で仕立て上げられたその恰好は、到底仕事場には似つかわしくないほど官能と背徳感に満ち、彼を酷く興奮させるようだ。

　証拠と言わんばかりに、無防備な詩織の尻たぶが、スーツ越しでもわかるほど硬く熱を持った剛直を感じ取る。

（社長、も……感じてくれてるの？）

　悠佑の興奮を知った詩織は、太もものきわどいラインを撫で上げていた彼の手のひらから、ほんの一瞬意識を自分のお尻へ向けた。

　けれど悠佑は、その変化を咎めるように、わざと唾液を纏わせた舌先を、詩織の耳穴へ差し込む。

「ああっ！」

　いやらしく耳元でクチュクチュと響く水音はダイレクトに脳へ伝わり、耳を甘く噛む彼からのお仕置きは、彼女のそれた意識をすぐに引き戻した。

　ビクビクと全身を震わせ、何度も唇を重ねたせいで口紅がすっかり薄くなった口から甘い喘ぎ声が漏れる。

　羞恥と興奮で全身が火照るせいか、適温に保たれた室内に居るにも関わらず、額にはじんわりと汗が滲み、呼吸が無意識に浅くなる。

　度重なる快楽の波に溺れ続けたせいで、詩織の意識はぼんやりかすみ、頭の中がクラクラするせいで何も考えられなくなっていた。

　スリスリと恥ち丘きゅうの際をなぞっていた骨太な指が、ぷっくり膨れ顔を覗かせる秘豆へのびたかと思えば、度重なる愛撫で敏感になったそこを虐めだす。

「はぁ……ンぁ、あっあ、そこ、だめっ」

　耳へダイレクトに伝わる水音と、一際敏感な突起をコリコリ擦られて生まれる快感を、弱々しい声が拒絶していく。

　と言っても、これまで悠佑の手で何度もイかされた身体はとても快感に弱く、この上なく正直だ。

　不規則に続く刺激にビクビクと小刻みに震え、恥豆を弄る上司の指先を蜜口から溢れた新しい愛液が濡らしていく。

　コポリと溢れ出た蜜は、彼の指を濡らすだけでは満足せず、既に上司のスーツについた染みをより大きく広げていく。

「詩織はここを虐められるのが好きなのか？　俺の指をこんなに濡らして」

「好き、すき、じゃな……あぅ」

　必死に快感から意識をそらしたい詩織の耳元で、ひどく楽しげな声が聞こえた。

　半分以上快感に蕩けた意識の中で、否定の声を上げても、か細い音にしかならない。

　違う、違うとわずかに首を左右に振る様子を見つめる悠佑は、上機嫌な様子でクスクスと笑みを深めていく。

　そして、指一本でグニグニと虐め抜いていた恥豆に、もう一本指を添える。

「ひゃああっ！」

　二本になった指でそこを押しつぶすように挟めば、今日一番の嬌声が室内に響き、ビクンと身体を大きく震わせ、詩織はまた一人果てていった。

　

　数分後。愛する人の手で何度も強制的にイかされ、疲れが出たのか、ついさっきまで否定の言葉と喘ぎ声ばかり発していた詩織は無言で上司の胸板に身体を預けていた。

　言わば今の彼は、自分にとってのイス代わりだ。そんな彼女の意思表示を受け入れてくれたのか、不意に彼の片腕がお腹のあたりへ回される。

「ほら……すっかり薄くなって味気無いだろうけど、、飲まないよりはマシだろ」

　そして悠佑は、もう片方の手をデスクの上に放置されていたグラスへ伸ばすと、そこに差してあるストローを恋人の口元へ運んだ。

「……んっ」

　グラスの中に残っていた飲みかけのアイスティーは、すっかり氷が溶けて薄くなっている。

　苦笑い混じりの声を聞きながら、詩織は素直にストローを口に含み、少しぬるくなった薄いアイスティーで喉を潤していく。

　グラス半分くらいあったそれを二口ほど詩織が飲んだ後、悠佑は残った分を飲み干し、空になったグラスを再度デスクの上へ置いた。

　そして、グラスを掴んでいた手で、今度は優しく詩織の顎を掴んだかと思えば、顔の向きをグイっと数十度変えられ、唇を塞がれてしまった。

　何をするんですかと反論するより先に、ついさっきまで耳を虐め抜いていた肉厚な舌が、今度は口内の弱い部分に標的を変えたようだ。

「ン、ふっ……っ」

　丁度頬の内側、薄い粘膜を舌先でくすぐられれば、ただでさえ脱力していた全身から猶更力が抜けていき、詩織は自分のすべてを彼に預け、与えられる快感だけに意識を集中させていく。

　クチュクチュと詩織自身も舌を動かし始め、口内を蹂躙する肉厚なそれにゆったりとした動きで絡ませれば、彼女の身体を支える男らしい腕にキュっと力が入った。

　

　社長室での秘め事に、最初は躊躇い気味だった詩織も、時間が経つにつれて、意識が少しずつ変化していく。

　与えられる快楽と自分の中から湧き上がる熱欲に負け、異論を唱える声が一つ、また一つと減っていく。

　その代わりに、彼女の口から零れる可愛らしい喘ぎ声が、目の前にいる男を喜ばせていた。

　詩織が抵抗しないとわかったからなのか、悠佑は数分と経たずに彼女の顎から手を離した。

　居所を無くした手は、しばらく宙をさ迷った後、愛蜜で濡れそぼった毛が覆い隠す部分へのびていく。

　そして、やんわりと手のひらでそこを覆い隠したと思えば、クチュリと中指を蜜口へあてる。

「あ、ひっ、ああっ」

　膣内へゆっくり指を押し挿入いれる寸前、かすかに聞こえたと感じた「入れるぞ」と囁く彼の声が、突然の圧迫感に驚き喘ぐ甲高い声にかき消される。

　そのまま、悠佑は、詩織の膣壁内を解すように、グチュグチュと指を小刻みに動かしていく。

「んっ、ふ……はっ、しゃ、ちょう……」

「社長じゃない、だろ。いい加減に直せ」

　これまでとは違う刺激を我慢出来ない詩織は、お腹に回された彼の腕を掴んでビクビクと震えた。すると、その耳元で自分をたしなめるような声が聞こえてくる。

　せっかく想いが通じ合ったのに、どこか距離のある呼び方がお気に召さないらしい。

　しかも、どこか幼く見えるイヤイヤと首を振る詩織の反応も、彼は気に入らないようだ。

　お仕置きとばかりに、彼女の恥丘を包み込む手元に力が入った。

　そのまま、数分前から彼女の膣内を弄んでいる中指を更に深くまで挿入いれ、指先をクイっと持ち上げる。

「あああっ！」

　すると、悠佑が意図して動かした指が、丁度イイところを刺激した。

　突然の強い刺激に、詩織は背中をのけ反らせながらイき、その瞬間口からは意図せず大きな声が飛び出した。

　若干叫び声にも聞こえるそれが、誰かの耳に届いていたら、なんて今は気にする余裕はない。

　どうせ今の時間、このフロアに残っているのは自分たち二人だけ。

　快感に溺れつつある意識を引き留める理性が戻る様子もなかった。

「嫌だ嫌だと言う割に、ココ……凄い濡れてるんだが。どういう理由か説明してもらっていいか？　室長さん」

「……っ！」

　イッた反動で力が抜けたせいか、ポフッと悠佑の胸元に倒れ込む。

　男らしい肩口に押しあてられた頬がムニュっと形を変える。その状況を詩織は嫌がらず、疲れに身を任せて起き上がろうとしない。

　すると、恋人の甘えるような仕草に何を思ったのか、すぐに機嫌の良さが丸わかりな声が耳元で聞こえた。

　けれど、上機嫌な声色とは裏腹に、その言葉はどこか辛辣さを滲ませている。

　詩織が自分のことを〝社長〟と呼び続けるのが気に入らないのかもしれない。

　その証拠に、悠佑はにやにやイヤらしい笑顔を浮かべたまま詩織を見つめ、彼女の蜜壺に埋め込んだままになっている指を動かしていく。

「あっ、あっあ、はぁっ」

　絶頂をむかえた詩織を休ませるように止まっていた無骨な指が、また柔い膣内で動き出す。

　再開された愛撫が生みだす快楽を、詩織は敏感に感じ取ってしまい、言葉より先に悠佑を喜ばせるだけの嬌声が口から零れ落ちる。

　不意を突く愛撫に一瞬身体が強張った。けれど、タイミングや強さがバラバラな愛撫は断続的に続き、どうしても淫らに声を上げてしまう。

　しかも、さっきまで最奥を目指して抽ちゅう送そうを繰り返していた指の動きと、今の動きが真逆なのだ。

　今しがた悠佑が意地悪く詩織の耳元で囁いた言葉を証明するように、彼は蜜口から何かを掻きだすように指を動かし続ける。

　その動きに合わせて、コポッと収縮を繰り返す蜜口からは所々泡だった愛蜜が溢れ出す。

　溢れたそれは、整えられた下生えと、隠しきれない恥丘、そしてそれらを包み込む上司の手のひらをぐっしょり濡らした。

　その上、悠佑の指の隙間から零れた雫はポタポタと床の上に脱ぎ捨てられたヒールを濡らしていく。

「しゃ……ゆ、すけさ……ダメで、これ以上」

　一向に止まない快楽の波に溺れながら、詩織は懸命に声を上げる。

　一瞬言葉にしかけた呼び名をやめた彼女の口からは、すぐにか細い声で〝悠佑さん〟と恋人を呼ぶ声が零れた。

　ようやく望み通りの言葉を貰えたせいか、耳元で満足そうにクスリと笑う悠佑の吐息が聞こえた。

　そのまま、彼は恋人の耳たぶを優しく咥えると、痛みを与えない絶妙な加減で歯を立て、舌先でなぶりだす。

「ひゃんっ、あ、ああっは、やめ……はぁ、んんっ」

　悪戯かご褒美かわからない新しい刺激は、更に詩織を喘がせ淫らによがらせる。

　グチュグチュと愛液を掻きだす指が与えてくれる刺激も、耳をなぶる刺激も、心の片隅に忘れ去られていた彼女の〝性欲〟を引き出していく。

　不規則な刺激は、これまで詩織が経験したことが無いほど情熱的で意地悪い。

　与えられるそれらを受け止めることで精一杯の身体は、時折痙攣するかのように震え、足の指がビクッ、ビクッと震える。

　淡いピンクがかったベージュ色の綺麗な爪先が、床に脱ぎ捨てられた詩織のヒールとストッキングを指差すように動いた。

　足首のあたりに下着と一緒にまとまっていたはずのそれは、快感に負けて詩織がバタバタと足を動かした振動で脱げてしまったのかもしれない。

　下着はまだ床に落ちていないものの、左足の甲に辛うじて引っかかっている状態だ。次に彼女が大きく身体を震わせれば、確実にそれも落ちてしまう。

　スカートだけが、唯一詩織の下半身を隠してくれていた。

　とは言え、それも普段より腰回りが緩くなっている。ホックとファスナーが〝誰かさん〟の手で緩められているせいに違いない。

　仕事中、コツコツと規則正し音を立てて彼女を目的地まで連れていってくれるヒール。

　彼女の白い柔肌を守ってくれるストッキングに、勤勉さを体現してくれるシックな色合いながら女性らしいスーツの上着と同色のタイトスカート。

　そして、レースがふんだんにあしらわれた下着。すべてが本来の役目を果たさず、一部は床の上で無造作に転がっている。

　気づけば彼女の上半身を守っているのは、ボタンが数個外されて胸元がはだけたシャツと、床に落ちている下着とセットで買ったブラジャーだけになっていた。

　背中のホックが外されたそれも、しっかり胸を支えているとは正直言い難い。

　恋人の愛撫に反応して詩織が身体を揺らすたび、ブラから乳房が溢れ上下に揺れ動く。

　視覚的にこの上なく淫靡な光景は、詩織を痴女まがいにした悠佑だけじゃなく、被害者の彼女をも興奮させた。

「ゆ……すけさ……」

　喘ぎ声をあげるか、拒絶や否定の言葉ばかり紡いでいた口から、不意に恋人の名前が零れ落ちた。

「ん？　どうした詩織」

　どこか甘えるような声に、今まで喜々として彼女の身体を弄んでいた悠佑の愛撫がほんの少し穏やかになる。

　けれど、耳や首筋を舐める舌も、もっと違う〝モノ〟を欲しがって収縮を繰り返す蜜口を塞ぐ勢いで拙送を繰り返す中指も完全に止まる気配は無い。

（ああ、これじゃ……）

　和らいだ刺激に、本当ならホッとするところなのだろう。

　なのに今の詩織の中には、真逆な想いが沸々と湧き上がっていく。

　――これじゃあ、足りない。

　ついさっきまで、容赦なくナカを責め立てた悠佑の指が強い快感を与えてくれた。

　だけど、今感じるものは、種類も強さも全然違う。

「あの、その……ンッ」

　名前を呼んだものの、刺激が足りないなんて自分から言えるわけもなく、詩織はしばし言い淀む。

　けれど、身体の方はすっかり正直になったのか、無意識に腰が揺れてしまう。

　シャツの裾でわずかに隠れた秘部が、自分じゃない熱を求めて何かに押し当てられる。

　その正体が、自分と同様に興奮し、スーツ越しでも硬さが分かるほど勃起した悠佑の剛直と理解した次の瞬間。

　――プルルルルッ！

「――っ！」

　内線電話のコール音が鳴り響き、快楽に浸っていた意識が揺り起こされ、大きく瞳を見開いた詩織は身体を一瞬にして硬直させた。

　声は出さないものの、内心激しく狼狽えている恋人を横目に、悠佑は平然とした様子だ。

　おもむろに詩織の蜜壺から指を引き抜いたかと思えば、愛液の浸食が少ない親指の先で、コール音が止まない内線電話のボタンを数回押していく。

「……どうした？」

　そして、スピーカーモードに切り替わった電話機の本体へ彼は話しかけた。

「花岡社長、お疲れ様です。こちら、一階の警備室ですが――」

　すると聞こえてきたのは、ビルの夜間警備を担当している職員の声だった。

　社長室への内線に少しばかり緊張しているのか、時折上ずった声が申請していた残業終了時刻まであと十分だと教えてくれる。

「……ああ、もうそんな時間か。すまない、仕事に集中していて時間を見ていなかった」

　二人のやりとりに、詩織は「もうそんなに時間が経っていたなんて」と、より一層驚いてしまう。

　そのまま、警備面での異常は無いか、他にどれほど残業している者がいるかと、二人のやりとりが続く。

　詩織はその間、電話越しに喋る二つの声に耳を傾けながら、ハフハフと乱れた息を整えようとしていた。

（え？）

　すると突然、ついさっき電話のボタンを押した愛液塗れな男らしい手が、ゆっくり視界から消えていくのがわかった。

　平然と続く男たちのやりとりに耳を傾けながらも、意識の何割かが消えた手を追いかけようと、視線をさ迷わせる。

　デスク下のチェストの中に、何か必要な物があるのだろうか。それなら、ただ座っているだけの自分が取った方がいい。

　なんて考えながら、会話の邪魔にならないよう、身振り手振りで質問を投げかけようとした時。

　何を思ったのか、悠佑は悪戯に行方をくらませていた手を詩織の秘所へ近づける。

　そして、つかの間の休息に愛液の流れが落ち着きだした蜜口へ、再び自身の中指を何の躊躇なく突っ込んだ。

「――ひぅっ！」

　蜜口から響く、グチュリという少々下品な水音と、詩織が思わず発した小さな悲鳴が重なる。

　当然、まさかの刺激と快感に襲われた詩織は、大きく瞳を見開いた。

　けれど、熱と欲に塗れた意識は、電話による中断で少しばかり理性を取り戻したらしく、ギリギリのところで声を押し殺せた。

　咄嗟に口に含んだ空気ごと、身体の中から湧き上がった熱を飲み下し、自分の身に起きたことへの理解が追いつかず、頭の中が真っ白になった。

「……？　今、何か音が」

「ああ、すまん。秘書に頼んでいた資料を持ってきてもらったんだが、少しばかり多かったようでふらついたんだ」

　スピーカーモードの内線電話から、何かを不審がる警備員の声が聞こえ、詩織の心臓がキュっと締め付けられる。

　半分パニック状態な彼女と違って、恋人を膝の上に乗せたままな悠佑はいつもと変わらず社長として電話の向こうにいる相手と話し、平然と嘘を吐いた。

（な、何を言って）

「――っ！」

　訳が分からないまま、いまだ電話中の彼の方へ振り向こうとすれば、膣壁に埋め込まれた骨太な指が、詩織の中で動き、追加の刺激を与えてくる。

　指を突っ込まれた時とは違う快感が全身を駆け抜けていくのを感じた瞬間、それまで悠佑の腕を握っていた両手が、無意識に自分の口元へのびていく。

「ああ、そうだ。帰りの時間なんだが、もう少し遅くなりそうなんだ。三、四十分……くらいか。それまでには終われると思う」

「遅くまで本当にお疲れ様です。それでは、念のため四十分延長ということで、また三十分経ったら確認の電話をいたします」

　手で口を塞いで悲鳴を我慢すれば、ビクっと身体が震えるのと同時に思わず目を瞑った。

　意図せず視界を閉ざしたからか、敏感になった聴覚が男たちの会話を拾い続ける。

　残業時間延長を申し出た悠佑と、それを了承する警備員。二人のやりとりに更なる衝撃を受けている中、いつの間にか電話を終えたようで、スピーカーモードを解除するボタンのプッシュ音が聞こえた。

「ああっ！　ひぅ、や、何、して、ふぁああっ」

　普段からよく聞く通話終了の合図が聞こえ、詩織は「不審がられなかった」と内心胸を撫でおろした。

　なのに、心の安らぎはほんの数秒で消えていく。

　詩織の安堵をかき消していくのは、グチュグチュと彼女の肉壁の中で呻く太い指が生みだす強い快感だ。

　電話が終わったと脳が認識した途端、必死に我慢していた衝動と欲が解放され、詩織の口から全身を駆け巡る快感に共鳴した甘美な声が幾度となく飛び出す。

「ゆう、すけさ……んぁっ、何、して、は、ぁ」

「んー？　何、大したことじゃない。もっと二人で居たかったから、少しだけ延長しただけだ。お前は気にせず、気持ちよくなっていればいい」

　現状を把握出来ない詩織の耳元に顔を寄せた悠佑は、グチュグチュと蜜壺を弄る手を止めないまま優しくて甘い誘惑の囁きを続ける。

「あっ、あ、そんな、ダメ……」

　その声に、少しばかりでも理性が戻った詩織は弱々しく首を横に振って拒絶の意思を示した。

　いや、だめ、と途切れ途切れに訴える彼女の耳元で、再度悠佑は囁く。

「大丈夫だ。流石にこれ以上延長はしない。あと三十分、二人で気持ち良くなろうぜ」

　流石に自分も限界だから、これからはお互い触って抜き合うか、と続く声は、どこまでも楽しげだ。

　抜き差しが続く指は一向に止まらず、緩急すらつき始めた愛撫に、「あ……ン、ふぅ」と、詩織は熱っぽく喘ぐ。

　抗議の言葉すら出なくなった口から漏れるのは、体内に絶え間なく生まれる熱や快感を発散する吐息だけ。

　そんな彼女の耳元で、尚も誘惑の言葉は続く。

　――ゴムがあったら、今すぐにでもガッチガチな俺のを、お前のナカに挿入いれたいんだけどな。

　――よかったな、着替え常備してて。スーツが汚れても、替えは問題ない。

　そう言って彼は、詩織が襲いくる快感に喘ぐ中クツクツと笑う。

　二人は普段から、会社に着替え用のスーツを一式常備していた。ハプニングでスーツが汚れた時への準備だったにも関わらず、まさかの状況で役に立つなど一体誰が考えるだろう。

　誰も思いつかないような状況が、きっと〝今〟なのかもしれない。

　

　悠佑は話している間に、膣内で動かし続けていた指を抜き、すっかり脱力した部下の身体を支えて抱きかかえ直した。

　今度はお互いの顔が見えるように向き合う体勢になる。

　そして、彼が悪戯にチュッと唇を一度重ねれば、詩織も躊躇わずに自ら唇を重ねていく。

「ん、ふぁ、は……くなって……」

　快感を教え込まれた愛撫と魅惑的な言葉の数々に、再び理性を溶かされ、クチュクチュと相手を求める熱のこもったキスに夢中になっていた詩織が、息を吸う合間に、ふと声を漏らす。

「……ん？」

　トロンとふやけた瞳で恋人を見つめる彼女の頬は、すっかり紅潮していた。その様子に目を細めながら悠佑が小首を傾げると、彼の首に、色白な両腕がおもむろに巻きつく。

「……きもち、よくなって……いい、ですか？」

　悠佑の耳元でボソボソと戸惑い混じりの小声が響く。その声を発した当人は、無言のまま、相手へおねだりとばかりに、太い首に回した腕に力をこめ、火照った身体を自分とは違う熱へ密着させる。

　十数秒の沈黙が二人の間に流れ、悠佑の手が、中途半端に乱された詩織のＹシャツのボタンへ伸びた。









第四章　甘いひと時に溺れて







　自分たちの関係から（仮）が取れる日がくるなんて、正直考えてもいなかった。

　取れたとしても、以前のようにただの上司と部下に戻るだけで、特別な変化なんて起こらない。

　なんて思っていたのに、あの人は、詩織の不意を突いて驚きを与えてくれた。

　まさかの展開に、正直彼女自身現状を受け入れられなかった。

　もちろん悠佑のことは、上司としてとても信頼、尊敬しているし、一人の男性として愛している。

　過去に苦い経験をしている分、あの頃以上に誰かを愛するようになるなんて正直思ったことすらなかった。

　悠佑に全面の信頼を寄せて過ごした後、また裏切られたら――。

　そう考えてしまうのは、仕方がないこと。

　だけど、詩織の不安を消し去るように、彼の態度は変わらない。いや――悠佑はこれまで以上に彼女を求めるようになった。

　仕事中はしっかり上司と部下というスタンスを崩さないことが悠佑の良いところだ。

　けれど、昼休憩や終業時間が過ぎれば、彼の中にあるストッパーが容易く外される。

　

　ある日の終業後、いつものように翌日のスケジュール確認を済ませ、詩織は社長室と廊下を仕切るドアへ向かった。

　手帳やスマホなど、必要最低限持ち帰るものを抱えて彼女が向かおうとしているのは、同じフロアにある更衣室だ。

　社長室からは少し距離があるものの、通勤用バッグを個人用ロッカーに入れているため、どうしても向かわなきゃならない。

　頭の中で、「今日の夕食はどうしようか」なんて考えながら、ドアノブに手を伸ばした時、不意に背後から腕を掴まれた。

　急にどうしたのかと、驚くまま詩織が後ろを振り向けば、あっという間に唇を奪われ、気づいた時にはもう彼の腕の中にいた。

「社長、ンンっ、こんな、ところで……盛らないで、くださ、ああっ」

　重なるだけだった口づけは、時間が経つにつれよりディープで濃厚なものへ変わる。しかも悠佑の手で器用にシャツのボタンが外された胸元ははだけ、鷲掴みにされた乳房をブラごと揉みしだかれてしまえば、詩織の理性と抵抗力は次第に薄れていく。

「今日は、会議ばかりで疲れた。頭の固い連中を納得させるのは骨が折れるし、対立する意見の折り合いをつけなきゃで散々だったんだ。しかも……会議の間はずっと詩織がそばに居ない。もう限界だ」

　ボタンを半分以上外した白いシャツを、両肩が露わになるまで大胆にはだけさせた悠佑は、おもむろに詩織が身に着けるブラをずり下げる。

　反動で、一日中下着に包まれていた胸がプルンと大きく揺れて露わになった。

　突然外気に晒されたそれを直視してしまった恥ずかしさと、ブラを下げられた時に悠佑の指がツンと立った乳首と擦れ身体が震えた。

　思わず出そうになった嬌声を寸前のところで我慢したのに、詩織の努力は無駄に終わる。

「い、いきなり何す……ひゃあああっ！」

　抗議しようと開いた口から飛び出した言葉は、最後まで紡がれず、後半は悲鳴にも近い喘ぎに変わる。

　原因はもちろん、目の前にいる恋人だ。

　彼は戸惑う詩織を尻目に、目の前にあらわれたふくらみに容赦なくしゃぶりつく。

　ジュっ、ジュっとワザとらしく音を立てながら、悠佑は口の中に溜めた唾液を先端に塗りたくるように吸い続ける。

　しかも、自分が吸いやすいようになのか、詩織の腰を抱いて支えていない方の手で胸を持ち上げている辺りが、自分の欲と衝動に忠実なように見えた。

「あっ、あっあ、ゆ……け、だめ……ん、ふぅ」

「だめって、言ってるわりに……身体、のけ反ってるぞ」

　外に声が漏れないよう、咄嗟に手で口元を覆いながら、漏れ出る声で必死に訴えてみたけれど、効果はほぼ皆無だった。

　それどころか、無意識により強い快感を求めて胸を突き出したことを指摘された。ただでさえ快感のせいで赤い詩織の顔に、どんどん熱が集まっていく。

「詩織……このままじゃ辛いだろう？　だから、な？」

　唖然とした表情を浮かべハッハッと短くて浅い呼吸を繰り返す詩織を見つめ、悠佑は小首を傾げながら口を開く。

　恋人に言い聞かせるような口調のそれは、暗にこの場での乱れようという誘いだ。

　しかも、さっきまで胸を持ち上げていた彼の手は、いつの間にか脚の方へ移動していた。

　タイトスカートの裾から遠慮なく中へ侵入した男らしい手が、容赦なく太ももを撫でまわしていく。

「んっ、誰か、きたらどうする、はぁ」

「誰もこねぇよ。皆、さっさと家に帰りたいだろうし」

「きょ、今日は残業なんて、ありま……んふ、警備員が、不審がりま……あぁっ」

　どうにかして恋人を宥めようと必死な詩織は、わずかに残った理性をかき集めて声を上げる。

　けれど、その言葉は自分を抱きしめる彼に届かない。こっちは嫌だと言っているのに、悠佑は詩織の言葉を度々遮り、チュッチュっと彼女の唇を啄み、太ももを撫でる手を止めない。

　しかも、太ももを撫でていた指先が、さらに上へ、ストッキングと下着で覆われた秘部へ到達し、今度はそこを弄ぶ。

　耳元で吐息混じりに「しっかり濡れてるくせに」と囁かれてしまえば、もう詩織は何も言い返せなくなってしまう。

「早くお前のナカに挿は入いりたい。グチョグチョになったナカに挿入って、詩織を気持ちよくしたい。お前の声……最高にクるんだ」

　――今すぐお前が欲しい。

　耳元で、色気と熱気をふんだんに含んだ許しを請う声が聞こえる。

　自分ももう限界と言いたげに、太ももに股間を押し付けられる始末だ。

　ズボンの生地を通しても伝わってくる熱と硬さが、言い訳すら出来ないくらい恋人の現状をダイレクトに教えてくれた。

　お互いの興奮具合を知ってしまえば、詩織の胸がトクンと一際強く高鳴る。

　今日は社内会議が何件もあったせいで、悠佑とは別行動をとってばかりだった。そんな状況に寂しさを覚えた詩織は、懸命に「仕事なんだから」と自分を奮い立たせていた。

　一方の悠佑も自分と似た気持ちを抱き、今こうして求めてくれている現実が、言葉では上手く言い表せないほど嬉しく感じてしまう。

「ここじゃ……嫌です」

　このまま、何事もなく悠佑と別れて家に帰るという選択肢は、もう詩織の頭の中に残っていなかった。

　代わりに残っていたわずかな理性と羞恥心が、か細い声で拒絶の言葉を紡ぐ。

　この前みたいに、残業申請しているわけじゃない。しかも、終業時間からあまり経っていないせいで、誰かがここへくる可能性は残っているんだ。

「それじゃあ、俺の家……行く？」

　仕事場じゃなく、どこか二人きりになれる場所へ。心置きなく愛し合える場所はどこだろう。

　なんて、恋人の考えはお見通しなのか、腰を支えて離さない男らしい腕に力が入ったのを感じれば、耳元で魅力的な誘い文句が聞こえた。

　

　

　

　残暑が終わって少しずつ気温が下がっていく。夏の間涼しいと感じたものが、寒さに変わりだす九月下旬。

　ここ最近、詩織は会社以外でも悠佑と過ごす時間が少しずつ増えていた。

　休日に予定が合えば一緒に過ごすのはもちろん、仕事が終わった後も、そのまま会社で別れるのが寂しいあまり、一緒に居ることが多い。

　付き合う前に何度か帰宅する悠佑を、彼が住むマンション前へ送って行ったことがある。

　その自宅へ招かれ、一緒に朝を迎えるようになったのはつい最近だ。

　どちらかの家に行って泊まることも多い。詩織の家にも悠佑の家にも、それぞれ相手が持ち込んだ荷物が増えた。

　割合で言えば、圧倒的に悠佑の家へ泊まる場合が多く、このままいけば半同棲のような感じになるかもしれない。詩織は最近、そんな漠然とした想像をしては、頬を緩ませるようになった。

「こーら、俺の話を聞かずに何ニヤニヤしてんだよ」

「っ！　す、すみまへんっ」

　ぼんやりと、ここ最近のことに思いを馳せていたのが悪かったらしく、頬を抓られた痛みに意識が引き戻される。

　騒ぐほどの痛みじゃないものの、驚くまますぐそばで聞こえた声に視線を向ける。

　視線の先では、同じベッドに横たわった恋人が、どこか不満げな表情で自分を見つめていた。

　休日の今日は、朝から彼の家にきて二人でのんびり過ごした。

　悠佑が借りてきたＤＶＤを見たり、それぞれ好みの本を読んだり、彼のために食事を作ったり。

　会社にいる時は、二人とも決められた時間に縛られて行動している。だけど休みの日は、どこか鬱陶しいそれらから解放され、好きな時に、好きなことが出来る。もちろん、愛し合うことも。

「もう少し優しく声かけてくれてもいいのに……」

「俺は何度も呼んだ。反応しなかったのは、お前の方」

（……うぅ）

　思ってもみなかった攻撃を受ければ、つい言葉にすらならない拗ねた声が零れた。

　自分に非があると真っ向から言われてしまい、何も言い返せない。

　詩織はしばし口を閉ざし、瞳だけを動かしてそばに居る彼を見上げる。視線の先にいるのは、頬杖をついてこっちを見つめる恋人だ。

　明らかに呆れた視線を向けられ、気づくと「すみません」なんて自分の非を認めるか細い声が漏れていた。

　その声はしっかり彼の耳に届いたようで、悠佑は頬杖をついたまま少し身じろぐと、枕に横たわっていた詩織の後頭部に片腕を回した。

　そのままグッと彼の胸元へ抱き寄せられる。

　これまでに何度も自分を抱きしめてくれた心地いい熱に包まれ、ホッと吐息を吐き出す。

「俺と二人きりの時は、頭の中も視線も、何もかも俺にだけ集中してくれ」

「何ですか、それ……ンンッ」

　あまりの心地よさに、つい目の前にある胸板に頬を寄せれば、頭の上から甘美で横暴な主張が聞こえてくる。

　よっぽど上の空だった彼女のことが気に食わないのかもしれない。

　子供っぽいわがままな声に、つい意見するような返しをして顔を上げた。

　一緒に上を向いた唇は、すぐにまだ欲情が冷めきらない熱に捕まった。

　閉じていた唇は強引に割り入ってきた悠佑の舌にこじ開けられる。

　そのまま彼は、縦横無尽に詩織の口内を舌先で一通り撫でていき、最後に及び腰で縮こまっていた彼女の舌を絡めとる。

「ん、ふっぁ……はっ」

　クチュクチュと一方的に舌を絡められ、擦り付けられる。そこから生まれる快感は、ようやく静まってきたはずの熱を、また沸々と昂らせていく。

　それからしばらくの間、二人は言葉を交わさず、互いを求めあうようなキスに夢中になった。

　舌を絡め合うだけでは足りず、相手の背中に腕を回して抱きしめ合い、無防備に放っていた脚も絡めあう。

（社長……悠佑、さん……好き、です。大好き……）

　舌が、肌が、吐息が、似ているようでどこか違う二つのものが重なるたび、ドクドクと詩織の鼓動は激しくなる。

　音に合わせて、目の前にいる恋人への気持ちも膨らみ、より大きく、より深くなっていった。

　しばらくすれば、彼は満足したのか唇を離してくれた。けれど、絡みついた両脚も、彼より小さい身体を抱き込む力強い腕も離れていかない。

　時折、悪戯に唇へ軽く歯を立てそのまま吸い付いてくる彼の行動にクスクスと笑いながら、詩織は幸せなひと時に身をゆだねていた。

　流石に疲れが限界なのか、次第に瞼が重く睡魔が襲ってくる。

　そんな恋人の姿を見てか、悠佑は詩織へ入眠を促すように、抱き寄せたままの背中をポンポンと一定のリズムで優しく叩き出す。

　このまま眠ってしまっても、大丈夫という安心感に包まれて、詩織は本格的に目を閉じる。

　明日からまた仕事だ。あまり夜更かしをして、朝に響いては元も子もない。

（あれ？　そう言えば……）

　また忙しい一週間が始まるな、と少しずつ意識が薄れる中で考えた瞬間、あることを唐突に思い出した。

「……社長」

　半分沈みかけた意識を無理やり起こし、ポンポンと目の前にある胸板を叩いて上司を呼んだ詩織は、グッと首に力を入れて上を向き、恋人と目を合わせる。

　その瞬間、彼の眉間に深々と刻まれた皺が目に付き、機嫌が悪くなったと一目でわかった。

　正式に交際を始めてから、悠佑は仕事以外で〝社長〟と呼ばれることを嫌がるようになった。

　せっかくのプライベートな時間だ。仕事のことは一切忘れたいのかもしれない。その点に関しては、詩織も頷き、最近ようやく〝悠佑さん〟という呼び方にも慣れてきた。

　だけど今この瞬間だけは、強引に仕事モードに頭を切り替えなきゃならない。

「おい、休みの日にその呼び方――」

「今度の金曜日に出席予定のパーティー。同伴の方はお決まりですか？」

　社長呼びに苦言を呈する声が聞こえ、内心苦笑しながらも詩織はそれを遮った。

「……は？」

　たった今思い出したばかりの重大案件を問いかければ、数秒沈黙ののち、間の抜けた声が鼓膜を震わせる。

「金曜日に出席予定のパーティーですよ。たしか、パートナーの同伴が必須と招待状に書いてあったはずです。どなたと行かれるご予定ですか？　もしよろしければ、当日お相手の方のお迎えは私が……」

「待て待て待てっ！」

　もしかして忘れているのかと、詩織が自分の疑問も含めて説明を始めれば、何故かすぐそばから酷く焦った声が聞こえてくる。

　耳元で聞こえた少々大きな声に、眠気が半分くらい吹き飛び、意識が覚醒し始めた。

　パチパチと瞬きをしながら、一体どうしたのと首を傾げたまま恋人を見上げると、眉間の皺がさっきより深くなっているのが見えた。

「どうして今、この状況で仕事の話になる？」

「あ、その……パーティーの日も近いので。秘書として、色々把握を……」

　聞こえてきた声に、今度は呆れじゃなく、あきらかな怒りが滲んでいた。

　気が急いていたとは言え、今このタイミングで話す内容じゃなかったらしい。

　自分のやらかしたことを反省しつつ、お怒りな恋人を前にした詩織は、目を泳がせボソボソ言葉を返していく。

　これまでにも、悠佑が我が社の社長として同伴者必須のパーティーに参加したことは何度もある。

　その度に、相手の女性を迎えに行くのはいつも詩織の役目だった。

　今回も同じことなのに、自分で話題にしておきながら胸の奥が鈍く痛む。

（この状況が、夢みたいなものなんだから……）

　本当の恋人になってから、悠佑はこれまで以上に詩織へ愛を囁き、一日に何度も抱きしめてくれる。

　その状況を彼女は嬉しいと思う反面、純粋に心から喜ぶことが出来ずにいた。

　仕事しか能がない自分と、系列とは言え一会社の社長をする彼。その格差は見るからに明らかで、どうしても消えない不安のしこりが、今も心の片隅に根深く残っている。

　彼を意識する前だったら、他の女性の話題が出てきても、何とも思わなかった。

　けれど今は「寂しい、悲しい」と、誰かもわからない相手に嫉妬している自分がいる。

　そんな自分勝手な感情に任せて「パーティーに行かないでください」なんて、当然言えるわけもない。

　睡魔を我慢して、今この話題に触れたのはきっと詩織の中で無意識だったのだろう。

　一度気にしたことを後回しに出来ない性格もある。けれど、一番の理由はきっと、後回しにするほど自分の心が私情に囚われるのを恐れたからかもしれない。

「……はぁ」

　過去に出席したパーティーで同伴していた女性を思い出す詩織の耳に、盛大なため息が聞こえる。

　無意識に下へ向けていた視線を上げた途端、また太い指に頬を摘ままれる。

「同伴するのはお前だよ、馬鹿」

　さっきより弱い力で摘ままれた頬は、なかなか解放してもらえない。

　そんな頬っぺたへ一瞬向いた意識が、ため息に続いて聞こえた言葉に引き戻される。

　バカと言う声は言葉とは裏腹にとても優しくて、悪戯にクイクイと頬を摘まんだままの指が動く振動も緩かった。

　この人は怒っているわけじゃないと、五感すべてが瞬時に教えてくれる。

「……ふぁい？」

　けれど、鼓膜を震わせた予想外な言葉に驚くあまり、詩織の口から零れたのは気の抜けた返事だけだった。






第五章　休憩室の秘蜜








　初めてパーティーの同伴者に指名された日から数日。

　詩織は着慣れないピンクベージュを基調としたフィッシュテールドレスを身に纏い、悠佑はグレーを基調とした織柄のショールカラータキシードに身を包んでいた。

　首元には黒の蝶タイを、胸ポケットからは、黒地にピンクベージュでダイアゴナル・チェックの柄が入ったポケットチーフが顔を出している。

　週末を目前に控えた金曜日の夜。とある高級ホテルの大ホールは貸切られ、様々な業界のセレブや一流企業の社長たちが集まっていた。

　参加者たちは皆、カクテルやワインなど、アルコールが注がれたグラスを手に、他の参加者たちと交流を深めている。

「おお、これは悠佑君。久しぶりだな、御父上は息災かい？」

「ご無沙汰しております。ええ、父は相変わらず、毎日先頭に立って働いていますよ」

　会場の至るところで話に花が咲く中、悠佑も白髪交じりの男性に話しかけられ足を止めた。

　詩織は男たちの方へちらりと視線を向けるも、すぐに男性が連れている女性の方を向き、声を出さずに会釈をした。

　悠佑と会話を弾ませる男性のパートナーは、薄紫色を基調とした着物姿の女性だ。

　パートナーの男性はスーツを着ていて、彼のネクタイとポケットチーフは淡い紫色でコーディネートされている。

　着物姿の女性は黒髪を綺麗に結い上げていて、和服が似合うおっとりとした優しい雰囲気が印象的だ。

　咄嗟に会釈をした詩織を見つめる女性は、ニコリと目を細め、会釈を返してくれる。

　二人の年頃から考えると、やっぱり夫婦だろうか。なんてことを考えていれば、不意に悠佑と話していた男性の視線が自分へ向いた。

「ところで悠佑君。そろそろ私たちに、君のお連れさんを紹介願えないかな？」

　男性はニコリとほほ笑んだ後、詩織の紹介を願った。

「彼女は俺の秘書です。詩織、こちらは――」

　その言葉を聞いた悠佑は、グラスを持っていない手を詩織の腰へ回し、グイっと自分の方へ引き寄せると、彼女が自分の秘書だと紹介してくれた。

　自分の意思と関係なく突然近づいた距離感と、自分とは違う心地よい熱を感じ、思わずドキッと心臓が跳ねた。

「――っ！」

　こんな場所で悲鳴など上げられるわけもなく、喉元まで出かかった声を飲み込み、詩織は努めて平静を装い笑顔を浮かべる。

　悠佑はひと呼吸置いた後、今度は詩織へ初対面の二人がどういった立場の方なのかを話してくれた。

　最初に想像した通り二人は夫婦らしい。男性も会社経営をしているようで、花岡グループ本社とこれまで何度も共同で仕事をしていると教えてもらった。

　初めて聞く内容に、詩織はしっかり耳を傾けていく。

　悠佑に引き抜かれるまで、彼女自身数年間本社で働いていた。とは言っても、内情をすべて把握していたわけじゃない。

　なるほどと頭の中で聞いたばかりの情報を整理しつつ「吉野詩織と申します」と、改めて夫妻に向き直り深々と頭を下げた。

「彼女の優秀な仕事ぶりに惚れ込んで、渋る父を説得して引き抜いたんですよ」

　――公私ともに支えられています。

　悠佑を立てるため、緊張が抜けないまま最低限の挨拶を済ませれば、どこか自慢げな声がすぐ隣から聞こえてくる。

　まるで婚約者紹介にも聞こえる彼の言葉選びに、ジワリと耳の後ろが熱くなった。

　驚くあまり、すぐ彼の言葉を否定したい衝動にかられる。流石にそれはマズいと思って、どうにか暴走しかけた意識を踏み止まらせていた時、グッと上司の腕に力が入り、ただでさえ近い距離が縮まる。

　パーティー用のスーツと、今日のために彼が買ってくれたドレス生地を隔てて、いつもより高く感じる彼の体温がじんわり伝わってきた。

　

　

　

　数十分後。詩織は悠佑に断りを入れて会場を抜け出し、トイレへ向かった。

　パーティーなんて初めて参加したからか、会場にひしめき合う人波から離れただけで、ホッと安堵の息が零れる。

（悠佑さんったら、どうしてあんなことを……）

　鏡の前へ行き、パーティーバッグから取り出した口紅を塗り直しながら考えるのは、ついさっき悠佑が自信たっぷりに発言した言葉について。

　同伴に指名された日から今日まで、正直あっという間だった。

　日中はいつもと変わらず仕事をして、終業後は悠佑に連れられ高級ブティックへ何度も通い、ホテル近くの美容室まで連れて行かれた。

　どちらのお店も事前に彼が連絡を入れていたようで、こっちが恐縮してしまうくらい物腰柔らかで丁寧な接客をされた。

　パーティーの話を最初に聞いた時、当日の服はどこかレンタル出来るお店で揃えればいいと思っていた。

　けれど、詩織の考えはお見通しらしく、悠佑は彼女をブティックへ連れて行った。

　そして開口一番「パーティー用のドレスを二、三着見繕ってくれ」と接客してくれた女性店員に願い出た。

　そのまま当人を尻目に、「色合いなどのご要望は――」なんて、話しだす上司と店員を前にした詩織は酷く慌てた。

「社長っ！　大丈夫です、パーティーで着る服なら、私の方で準備しま……」

「お前に任せたら、十中八九レンタルで済ませるだろ。却下だ、却下。それに……今後のためにも持っておいた方がいい」

　この店でドレスを買ったら、一体どれほど値段が張るのか想像しただけで、軽く恐怖を覚える。

　それだけは阻止しなきゃと、精一杯の自己主張をしてみたものの、頭の中に描いていた案はすぐに却下された。

　その後、いくら詩織が「大丈夫です」「自分でやります」と主張しても、彼女の意見は一回も通らず、言葉巧みな上司にことごとく言いくるめられるだけだった。

　半ば彼が気に入る着せ替え人形になった詩織は、結局三着分のドレスと宝飾品や小物類を買ってもらった。

　レジカウンターでお会計の金額を見た瞬間、驚きのあまり卒倒しかけたのは詩織の中で恥ずかしさしかない記憶だ。

　そんな金額を、恋人はカードで一括払いしていた。

　ブティックだけじゃなく、悠佑に連れて行かれた美容室も、詩織が普段贔屓にしている店の何倍もグレードが高かった。

　もしかしたら悠佑は、詩織をパーティーに同伴させると決めた時から、色々情報収集をしていたのかもしれない。

　その行動力と適切な取捨選択力、そして目星をつけた店を利用するだけの財力。

　一週間にも満たない間に、彼女は恋人の御曹司具合を改めて認識させられた。

　今までなら〝尊敬できる優秀な社長〟としか思っていなかったところに、この数日間でことごとくセレブ具合を見せつけられ、正直戸惑いが拭いきれなかった。

　なんて経緯もあるせいか、パーティー会場で何度も自分を婚約者のように紹介する上司の言動に困惑を覚え、つい胸のあたりがモヤモヤする。

「……はぁ」

　口紅を直した後、髪型や化粧の乱れ具合確認していけば、自然と鏡に映る自分を客観的に見つめる時間が長くなる。

　今詩織が着ているのは、悠佑に買ってもらったドレスの中から選んだピンクベージュを基調としたフィッシュテールドレスだ。

　何故このドレスにしたのかと聞かれれば「買った中で一番露出が少ないから」という部分が大きい。他の二つは、スカート部分が詩織の妥協点より短かったり、胸元が開いていたりと彼女の羞恥心を刺激するものだった。

　アクセサリーも、髪型も、恋人や店員、美容師たちの素晴らしいセンス任せになってしまった。

　けれど、そのお陰で今鏡に映る自分が出来上がった。

　髪型、メイク、服装、どれを取っても初めて触れるものばかりだ。

　そのすべてに彩られた鏡に映る女性は、本当に〝吉野詩織〟なのかと、今でも戸惑いが抜けきらない。

（こんな感じになれば……悠佑さんの隣に居ても、釣り合うくらいにはなれる……のかな）

　悠佑との身分差を改めて実感したからか、いつもの自分と、鏡の中の自分が、まったくの別人にしか見えない。

　服装やメイクを工夫すれば、自分も恋人として釣り合う女になれる。

　そんなポジティブ思考になれれば良いものの、現実は理想通りにはいかない。

　数年単位で恋愛から遠ざかり、恋に臆病になったままの詩織は、未だ悠佑からの愛情を百パーセント信じ抜くことが出来ずにいる。

　

　

　

　あまり長く悠佑を待たせたくないと思った詩織は、身だしなみチェックを終えると、会場へ戻るためついさっき通った通路を歩く。

　ちらほらすれ違う人たちの邪魔にならないよう、出来るだけ壁伝いに歩いていれば、ふと向こうから歩いてくる悠佑の姿が目に入った。

「す、すみません！　お待たせしてしまって……」

　もしや、なかなか戻ってこない自分を探しにきたのかと、慌てて彼のもとへ小走りで駆け寄った詩織は、ペコリと頭を下げる。

　呆れられるか、小言を言われるかと、内心ビクつきながら顔を上げれば、視線の先に瞳を細めて恋人を見下ろす彼が居た。

「気にするな」

　目が合った瞬間、悠佑は口元に浮かべた笑みを深くする。

　彼は笑顔のまま詩織の隣に移動すると、恋人の腰へ腕を回し彼女の身体を抱き寄せた。

　悠佑の表情ばかり気にして意識と視線を上へ向けていたせいなのか、その瞬間詩織の口から「ひゃっ」と悲鳴が出かけた。

　けれど、今自分たちが居る場所を思い出し、悲鳴なんて絶対に上げられないと理性が働く。

　すぐさま手で口元を隠し、かすかに出た声を飲み込んで我慢する。

　恋人の初心な反応が楽しいらしく、隣からクスリと噛み殺した笑い声が聞こえた。

　

　悠佑の迎えから数分。その間詩織は、ずっと彼にエスコートされるまま歩き、混乱の中にいた。

「しゃ、社長……あの、ホールには戻らないんですか？」

　チラチラと、今曲がったばかりの角へ視線を向けながら、頭の中に浮かんだ疑問を投げかける。

　またパーティー会場へ戻ると思っていた予想は、見事なまでに裏切られた。

　どういう訳か悠佑は、ホールに続く通路とは反対方向に向かい歩いている。

　今自分たちが通ってきた通路と恋人の顔を何度見比べても、彼の考えていることがわからない。

「もういいんだよ。挨拶しなきゃならない人たちとは十分話せた」

「で、でもまだパーティーは終わってません。それに……んっ」

　今日の用事はもう完了した。なんて言いたげな彼の言葉に、思わず抗議の声が飛び出す。

　けれど、彼女の声は最後まで紡がれず、不意を突いて重ねられた唇から恋人の口内へ消えていく。

　運が良かったのか、二人の周囲に人影は無い。

　そのことを認識しているのか否か、悠佑はチュッチュと何度か恋人の唇を啄む。

　最後にペロンと悪戯に唇を舐められてしまえば、せっかく塗り直した口紅が薄くなった。

　付き合い始めてから、もう何度もキスをしてきた。けれど、未だに彼から不意を突かれるキスは若干苦手――いや恥ずかしさのあまり頬が熱くなってしまう。

　いつ誰が通るか分からない場所で自分の身に降りかかった悪戯のせいで、なおさら顔が赤くなった。

「さあ、詩織。ここに入って」

「……？」

　不意に強く感じた羞恥心に意識を持っていかれ、頭の中が真っ白になりかける。けれど彼女の意識は、自分を呼ぶ声に引き戻された。

　悠佑の言葉をすぐ理解出来ないまま首を傾げれば、その様子を見てか「可愛いな、まったく」と呟く声が聞こえる。

　間近で聞こえる低音は、余計に詩織の意識を乱した。必死に心を落ち着かせようと、キョロキョロ周囲を見回せば見慣れない扉が目に付く。

　自分のことで手一杯になっていたせいで、周りのことをちゃんと把握していなかったみたいだ。その事実に悔しさを覚えた瞬間、ドアノブに悠佑の右手が伸び、ゆっくり目の前の扉が開いた。

　

　人気の無い場所で二人がキスを交わす数分前。悠佑に誘導されるまま歩き、戸惑う視線をさ迷わせる詩織の視界に、ついさっき会場内で悠佑と二、三言葉を交わしていた男性の姿が映り込んだ。

「あれ？　花岡君どうした……もしかして、酔ったのか？」

　彼は詩織たちの姿に立ち止まり、悠佑を見つめ話しだす。だけど、視線はすぐに詩織の方へ向いた。

　とは言っても、詩織は未だ恋人の腕に抱かれて歩く体勢が恥ずかしく、羞恥のせいで熱を持った顔を半分隠すように俯いたままだ。

　相手に失礼とわかっているが、赤くなった顔を見られる方が嫌という気持ちが勝ってしまう。

　一応相手を認識した際に軽く会釈はしたし、悠佑から咎めるような言葉は言われていない。それなら大丈夫なんだろうと、詩織は努めて口を閉ざす。

「ええ。慣れない場所で、慣れないアルコールを飲んだせいか酔ったみたいで。ああいう場の空気は独特で、慣れない彼女をこれ以上連れまわすのもと思い、自分たちはそろそろお暇しようかと」

「吉野さん、そんなに具合が悪いのかい？　あ、それなら――」

　なんて、会話を続ける男たちの声を聞きながら、詩織は別のことで頭がいっぱいになっていた。

（え？　私、酔ってませんよ？　お酒なんて、飲んでませんよ？）

　次々と頭の中に浮かぶ疑問符を、今すぐ隣にいる彼へ投げかけたい。心の奥からせり上がってくる気持ちこそあれ、まだ熱の引かない頬と、意識の彼方から聞こえる悠佑たちの会話が、次の行動を躊躇わせた。

　

　今日のパーティーでは、アルコール類各種、小腹を満たす程度の軽食が数種類用意され、会場の一画に設置されたテーブルの上に並んでいた。

　立食形式のため、皆グラスや小皿を持ったまま、ホール内を歩き話に花を咲かせるみたいだ。

　形式に倣って、パーティーが始まる直前、詩織も悠佑と一緒に飲み物を選んだ。

　テーブルのそばには、ホールスタッフが数人待機していて、参加者たちの要望に沿い、お酒を準備していた。

　日本酒にカクテル、ワイン、洋酒、焼酎まで、バリエーションの多さに、詩織は目を見張るばかりだ。

　それなりにお酒は飲めるものの、度数が低めのものにした方がいいかと品定めを始める。

　詩織がテーブルに並ぶボトル類を眺める横で、不意に悠佑が近くにいたスタッフに声をかけた。

「ソフトドリンクを頼むことは出来るか？」

「はい、可能でございます」

「それじゃあ、彼女の分はそれで」

　男性スタッフと言葉を交わし、一瞬だけ悠佑が詩織へ視線を向ければ、スタッフの彼はこちらに一礼した後その場を離れていく。

「悠佑さん、私お酒飲めますよ？」

「念のためだ。慣れない場所で酔いが回っても、いいことなんて何もない」

　いきなりのことに戸惑う詩織を見つめる悠佑は、優しげに目を細めて頷く。

　その姿を直視したせいか、頬のあたりがじんわりと熱を持った。

　普段から悠佑は、詩織をさり気なくフォローしてくれることが多い。その気遣いがあまりに些細過ぎて、「もしかして？」と後になって気づくパターンも度々あるくらいだ。

　そんな中、今のフォローは詩織へダイレクトに伝わった。これは、後輩たちの悪意から庇われた時に匹敵するかもしれない。

　

　結局パーティーの間、詩織はオレンジジュース、悠佑はワインや日本酒などを数杯飲んだ。

　スタッフの気遣いなのか、ジュースはカクテルグラスに注がれていて、初めてパーティーに参加する詩織にとって、驚きの連続だった。

　どこのパーティーでもこんな配慮をしてくれるのかと、こっそり悠佑に聞いたところ「今回はスタッフの気遣いだな。後でチップでも渡すか」なんて言っていたのは記憶に新しい。

　パーティーの間、詩織が口にしたものはジュースと数種類の軽食だけ。

　アルコールなど一切口にしてないのに、どうして彼は「酔ったみたいだ」なんて言ったのだろう。その真意を、詩織はまだ知れずにいる。

　

　会場での自分の行動を振り返ったり、数分前に遭遇した男性と悠佑の会話を必死に思い出したものの、状況把握が追いつかない。

　混乱が収まらない中、彼に言われるまま入った部屋は、ホール近くにある休憩室らしい。

　室内にはソファーとテーブル、フロントに繋がるだろう内線電話くらいしかない。

　部屋に入ると、すぐに悠佑からソファーに座るよう促された。

　言われた通りにちょこんと端の方へ座れば、ドアに鍵をかけた彼がソファーに近づき、グっと隙間なく身体を寄せて一目で高級とわかるソファーに腰を下ろした。

　ホテルにきてから、一緒に居る時はほとんど密着しているなと、恥ずかしさに戸惑っていれば、隣から説明の声が再開した。

　ここは、酒に酔った人や、パーティーの混雑で体調を崩した人たちが休憩する場所。

　なんて説明を始めた悠佑は、片手を詩織の頬へ伸ばした。

　そのまま撫でられるのかと思えば、髪を結ってもらった際に生じた後れ毛に指を絡めだす。

「さっき聞きそびれたんですけど……どうして、嘘をついたんですか？」

　毛先をクルクルと己の指に巻き付けて遊ぶ様子はどこか楽しげで、何が楽しいのかと疑問を抱きつつ、ついさっき聞けなかった問いを投げかけた。

　すると、自分の指と恋人の髪を見つめていた視線が、不意にこっちを向き「ん？」と小首を傾げられる。

「私が飲んだのはジュースですよ？　社長だってお酒には強いはず。酔うような量を飲んでいた記憶は無いんですが」

　――どうして、ここに？

　状況は把握出来ても、意図がさっぱり分からないままなせいで、話す声がだんだん尻すぼみになっていく。

　最後には声を出さず、すぐそばにいる彼を見上げて首を傾げれば、不意に髪を弄んでいた手が止まる。

　そのまま、スルっと髪の毛から指を外したかと思えば、今度こそ無骨な手のひらが頬を優しく包み込んだ。

「お前を連れて、会場に戻りたくなかったからな」

　酔わない程度と言っても、体内にはアルコールが回り始めているのか、いつもより触れる肌が熱っぽい。

　じんわりと頬からしみ込む熱に意識を取られた瞬間、ふと鼓膜を震わせる声が聞こえる。

（え？　……っ）

　まさかの言葉に驚いて見張った瞳は、間近で自分を見つめる熱と艶を纏った視線にあっけなく絡めとられていく。

　時間にしてきっと数秒。意識が白くなるのと同時に、視線を同じく熱を孕んだ唇が、声に出さない驚きを無意識に外へ吐息と一緒に吐き出そうとした半開きの小ぶりなそれに重なった。

「な、何を……んんっ」

　口付けられた瞬間我に返った詩織は、アタフタと声を上げた。けれど、声を発したせいでさっきより開いた口元から、口内へ肉厚な舌が侵入し、後半は声にすらなっていない。

「今日、俺が挨拶して話した男たち……半分以上はお前のことエロい目で見てたから」

　悠佑は慌てふためく彼女を尻目に、これまで何十回とキスをし、勝手知ったる彼女の口内を自身の舌でおもむろに刺激していく。

　クチュクチュと口元で淫靡な音が響く中で、途切れ途切れに紡がれる衝撃の事実は、愛する人からの愛撫に意識を溶かされ始めた詩織を驚かせる。

「なのにお前は、そんな奴らの前で笑って……」

　容易く舌を絡めとられ、少しばかり強引にすり合わせられる。そのせいで抗議の声も出せない。代わりに聞こえるのは、自分の舌を弄ぶそれが響かせる水音と、どこか怒りを滲ませた恋人の声だ。

「ん、ふ……ふぁ、あっ」

　ささやかな抵抗と身動ぎすれば、重なっている時間の方が長かった唇の位置がずれ、呼吸が少し楽になる。

　けれど、新鮮な空気を吸うより先に、詩織の口から喘ぎ声が零れた。

　原因はきっと、いつの間にかいやらしく太ももを撫でている悠佑の手。

　彼が時折大胆に撫で上げるせいで、パーティー会場で詩織の脚を隠してくれたドレスの裾はめくれ上がり、気づけば白くしなやかな脚と、肉付きの良い太ももが露わになる。

　止まないキスと愛撫の合間に紡がれる嫉妬丸出しな言葉は、詩織に多くの感情を芽生えさせ、同時に彼女を混乱させた。

　戸惑いを覚えながらも高鳴る胸の鼓動から懸命に意識をそらした彼女は、唇が離れた隙をついて、自分も相手から顔を離して軽く息を吸う。

「悠佑さん、だって」

「……？」

　はぁ、はぁと肩で息をしながら声を上げると、不思議そうに自分を見つめる彼と瞳が合った。

「会場にいた、たくさんの女性が……貴方を見て、ました。だから、私」

　――何度も不安になって、仕方なかった。

　パーティー中、何度も悠佑へ向けられた女性たちの視線を思い出すからか、詩織の感情は自然と昂っていく。

　そのまま、感情任せに言葉を吐き出しそうになったものの、寸でのところで理性が勝り、彼女は声を抑えた。

　詩織へいやらしい視線を向ける男たちに苛立ったと彼は言うけれど、それはこっちだって同じだ。

　悠佑のカッコよさは贔ひい屓きなしに群を抜いている。そのため、女性たちの視線を集めてしまうことも、詩織自身前から理解していた。

　なのに今日は、恍惚とした表情で上司を見つめる女性たちを見て、胸の奥がモヤつき、同時にとても苛立ってしまった。

　悠佑の隣に立つ人間として、詩織はまだ自信が持てていない。

　そのせいもあって、パーティー中、周りにいる女性から注目される彼の隣にいることが、ほんの少し怖かった。

　今日の詩織は、プロの手で煌びやかに仕立て上げられている。その美しさは、正直会場内にいる女性たちに見劣りしない。

　けれど、それを当人は気づかず、つい〝いつもの自分〟を引き合いに出して、内心卑屈になっていた。

「綺麗な人が、何人も……貴方を見て、私……」

　じんわりと目頭が熱くなるのが分かり、次第に声が震えていく。

　言葉を我慢したせいか、己の中から溢れそうになる感情が逃げ道を目元へ変更したのかもしれない。

　視界に涙の膜が張り、大好きな人の顔すら歪んで見える。なんて、小さすぎる事実でさえも、敏感になった詩織の感情を刺激していく。

　証明するように、口から零れる音はすっかり涙声がなってしまった。

　こんな気持ちを伝えても、きっと悠佑にとって迷惑でしかないのに、どうしても止まらない。

　一体自分はどうすれば良いのかと、思考力の落ちた頭で必死に考え続ける。

「……ンンッ！」

　口を閉ざして思い悩めば、ふと上半身が柔らかな熱に包み込まれるのが分かった。

　突然のことに驚くあまり、詩織は大きく瞳を見開いたものの、彼女の口から飛び出したのは悲鳴じゃない。

　それが飛び出すより先に唇を塞がれたせいで、くぐもった声が口の中で木霊していた。

　不意を突くキスに、頭の中が一瞬で真っ白になった。いきなりどうしたのかと、戸惑う詩織を他所に、彼女を抱きしめる腕も、口元を塞ぐ彼の唇も離れていかない。

　混乱が収まらないなか、詩織はかすかに動く手のひらで、ポスポスと悠佑の胸元をスーツ越しに叩き「離して」と声なく訴える。

　二人きりの時なら、不満げな顔をしつついつも離れてくれるのが彼だ。今日もきっと同じ。

　そう思って、無言の訴えをしばらく続けたものの、悠佑は一向に詩織を解放する様子が無い。

　それどころか、時間が経つにつれて、どんどん抱きしめる腕に力がこもっている気がした。

「んー！　ん、ふ、ンンー！　っ、ぷはぁ」

　流石に苦しくて、胸を叩く手に遠慮なく力を込めたお陰か、ほんの少し自由が戻ってくる。

　といっても、完全に離れたのは唇だけで、上半身は相変わらず彼の腕の中だ。ほんの少しだけ、拘束の力が弱まったものの、完全に詩織を離す気は無いらしい。

「お前も……周りにいる女たちに嫉妬したってこと？」

　逃げ場を探して視線をさ迷わせれば、不安に揺れる瞳を、真っ直ぐな眼差しが見つめてきた。

　数分ぶりに聞く彼の声は、どこか機嫌が良さそうで、真剣なものを帯びているようにも聞こえる。

　自分から白状しておきながら、改めて相手の口から事実を突きつけられるのは、なんとも居たたまれない。

　長い間口づけを交わしていたせいか、ついさっき綺麗に塗り直したばかりの口紅はもうほとんど消えている。何も答えない詩織の唇へ手を伸ばした悠佑は、親指でその表面を優しく撫で始めた。

「……今日だけじゃ、ない。秘書室の子たちだって、悠佑さんのこと、狙って……取引先に行く時だって」

　――いつも貴方は注目の的じゃない。

　まるで独り言のように紡ぐ声は、決して広くない休憩室によく響いた。

　お互いの立場など忘れて、すっかり敬語が抜けた詩織の訴えに悠佑は耳を澄ませる。

　ただでさえ何故か嬉しそうだった彼の口元が、すっかり上がって弧を描いていると詩織が気づいたのは、言うまいと溜め込んでいた気持ちをすべて吐き出した後のこと。

　ふと我に返った瞬間、身体の内側から沸々と熱がせり上がってくる感覚に気づき、瞬く間に赤く染まる頬を隠そうと両手を動かす。

　けれど、あと数センチで熱い顔を覆い隠せると思った時、手首が自分より大きい手に捕まれ、それ以上動かせなくなってしまう。

「俺だって同じだ」

　どうしようと悩む詩織の耳に、ふと苛立った低音が聞こえてきた。

「お前、知らないだろう。取引先で何度〝ウチに欲しい〟って言われたか」

「へっ？」

　続けて聞こえたのは、詩織にとってまさに寝耳に水の事実だ。

「そんな、私程度の秘書なんて他にもたくさん居るじゃないですかっ！」

　気の抜けた返事をした詩織は、慌てて軽く首を横に振った。

　予期せず仕事面で評価されている事実を知り、驚きと共に多くの人から認めてもらえていることをほんの少し嬉しく思ってしまう。

　例えお世辞だとしても、誉め言葉を聞くのは気分が上がるものだ。

　すると、こっちの反応を予測していたのか、悠佑の口から盛大なため息が漏れた。

「程度、なんて卑下するな。過度な謙遜は、ただ自分を卑下しているようにしか聞こえない。お前ほど仕事が出来る奴なんて、早々いない……というか、俺が言いたいのはそういうことじゃなくて！」

　ため息の次はお小言が始まったかと思っていると、我に返ったかのように悠佑は少し声を荒げ、苦悩の表情を浮かべた顔を片手で覆った。

　彼はそのままの体勢で言葉を続け、これまで取引先や出張先で、詩織を吟味するような視線を何度も向けられていたことを聞かされる。

　その内容から察するに〝ウチに欲しい〟という意味合いは、仕事云々とは違いそうだ。

　彼女自身、時折そういう場で、明らかに下心満載な視線を向けられたことに気づくことはあった。

　しかし、悠佑曰く本人が認識しているより何倍も、そういう類の場面があったらしい。

　半分愚痴でも零すように、「あの時は……」「あ、あの社長もだな」なんて、彼はぼやき続ける。

　その間詩織は、終始相づちすら打てず唖然としたまま話を聞くだけだ。

「……ふう」

　数分間、一方的にしゃべり続けた悠佑は、一息つくように息を吐き出す。

「……んぐっ！」

　その姿を呆けた表情で見上げれば、突然ほっぺたを左右から手のひらで挟まれ、変な声が漏れた。

　いつの間にか手首は解放され、彼の新しいターゲットは詩織の頬になっていた。

「周りの連中に嫉妬して、俺がどれだけ牽制してきたか思い知れ。バカ秘書」

　一瞬、詩織の頬に触れる両手にギュッと力を込めた悠佑は、すぐに優しい手つきで彼女の顔を包むように触れ直す。

　その口からは、辛辣な言葉が飛び出す。けれど、恋人を見つめる視線も、彼女へ向ける声も優しさに満ちていた。

　突然すぎるギャップが、少し落ち着いた詩織の感情を再び揺さぶっていく。

「詩織は本当……仕事は凄い出来るくせに、こういうところで鈍いよな」

「っ、グスッ……悠佑、さんだって。普段は優しいのに、時々意地悪で……何回も驚かされてきました」

　化粧が崩れないよう配慮してか、目元に浮かぶ涙を詩織より太い人差し指の背で拭われる。

　真逆すぎる言葉と行動を受け、つい文句を口にしても彼は咎めたりしなかった。

「パーティーの最中、参加者たちが見てたのは俺じゃない。お前が……詩織が会場内で一番綺麗だったから」

　だから女たちは嫉妬してたのかもしれない。なんて言葉を続けて、彼は口元に笑みを浮かべる。

「悠佑さんのそばに居ても、遜色ないくらいに……なれましたか？」

　聞こえてきた言葉に驚きを隠せないまま、詩織はまた新たに心の中に秘めていた気持ちを吐露する。

「俺には勿体ないくらいだよ。今日のお前も、仕事するお前も……いつだって、お前は俺の一番だからな」

　そんな彼女の言葉を受けてなのか、悠佑は不安でいっぱいな恋人へ言い聞かせるように語り掛ける。

「卑屈になるな、お前はそのままでいい。十分すぎるくらい、いい女なんだから」

　額へ、目尻へ、そして頬へ。チュッチュっと詩織の不安を吸い取るように、悠佑は言葉を続けながらキスを落としていく。

　彼の言葉を受けた詩織が、どこか縋る目線で彼を見上げ「ほん、と、に？」と声を震わせる。

　どこまでも臆病な恋人の姿に、眉を下げながら微笑んだ悠佑は「当たり前だ」と頷き、また彼女の唇を塞いだ。

　

　

　

　二人が唇を重ねてから数分。てっきり数回で終わると思っていたキスは、詩織の予想に反して止まる気配がない。

　時間が経つにつれ、最初は小さかったいやらしい水音が徐々に大きくなり、口内から響くそれに共鳴してか、詩織の心音もいつもより強く速い。

「は、ん……ぁ」

　いつ誰が部屋の前を通るか分からない休憩室内で、一体自分たちは何をしているのだろう。

　そんな疑問が頭の中に浮かぶにも関わらず、一緒にソファーに座って自分を抱きすくめる彼を拒絶出来ない自分がいる。

　パーティー会場で何度も抱いた嫉妬心や、ついさっき、悠佑に己を認められた事実への嬉しさ。

　いくつもの感情に理性を飲み込まれたせいで、口の中で至るところの粘膜をねぶる熱い舌を、今は簡単に受け入れてしまう。

「ははっ……凄いイイ表か情お」

　ようやく唇が離れると、二人の間に繋がった銀の糸がツーっと垂れていく。悠佑はそれを躊躇なく舐めとると、口角を上げてクスリと笑い、熱のこもった視線を詩織へ向けた。

　ようやく解放され、無意識に新鮮な酸素を求め肩で息をすることに意識を集中してしまう。

　そのせいで、聞こえてきた言葉の意図が上手く掴めなかった。どういうことか問いたくて、何も言わずに、目の前にいる彼と目を合わせ小首を傾げる。

　すると悠佑は、詩織の顎を軽く掴むように触れ、どちらかわからない唾液塗れの小ぶりな唇へ親指を滑らせる。

「今すぐにでも抱いて欲しいって、全身で俺に訴えかけてくる……最高にエロい表か情お」

「なっ……」

　更に笑みを深くした彼の顔が近づいてくる。そう認識すると同時に、耳元で囁かれた内容に驚かずにはいられなかった。

　衝撃のあまり大きく目を見開いて言葉を返さずにいると、笑みを崩さない恋人の顔が目の前に戻ってくる。

「な、何を、言って……」

　今はプライベートな時間じゃない。ここは我が社と取り引きしてくれている方々もたくさんいる。そんな場所で、この人は一体何を――。

　衝動のまま怒鳴りつけたい言葉が次々と頭の中に浮かぶ。けれど、「こんな場所で欲情するなよ」と指摘されるのと同意な言葉を聞いたせいで、浮かんだ言葉たちは次々と消えていく。

　言葉にならない吐息をくり返す詩織の顔には羞恥の熱が集まり、気づけば頬を赤く染めていた。

「私たちの、家じゃ……ないんですよ？」

「ああ、そうだな。大丈夫だ。今日は元々泊まるつもりだったから、もう部屋は確保してある」

「誰か……きたら……」

「さっき鍵はかけた。ちゃんと音、聞こえただろう？」

　意識して呼吸を落ち着かせ、一つ一つ今しがた頭に浮かんでいた質問を投げかけていく。

　その声は酷く震えていて、とてもか細い。事情を知らない第三者が見たら、詩織が怯えているのかと勘違いしそうな弱々しい声が、彼女の喉を震わせる。

　声だけじゃなく、小さく開閉を続ける唇を見て、一体彼は何を考えているのだろう。

　聞こえてくる返答は、まるで彼女に言い聞かせているようで、現状に背徳的な不安を抱く詩織の心を更にザワつかせた。

　頭の中がグチャグチャな状況で、何を最優先にすべきかを必死に考え、〝セックス回避〟に目標を定める。

　けれど、欲情していると指摘されてから、下着の濡れを自覚するまであまり時間はかからなかった。

　今も尚、身体は目の前にいる恋人を求めているのか、下着の濡れ具合が酷くなっている気さえする。

　二人揃って興奮し、相手を欲しているこの状況を理解こそ出来ても、今の詩織は悠佑からの誘いに素直になれずにいる。

　それはきっと、キスで溶かしきれなかったほんのわずかな理性の残りだ。

「ゴム、なんて……私、持ってきてな」

「それは心配ない。ちゃんとここにある」

　自ら避妊具の話を持ち出すのもいかがなものか。なんて葛藤を抱えつつ、目を泳がせる詩織がボソボソと呟くと、悠佑は軽く首を横に振った後、トントンとある箇所を指で叩いた。

　そこは、今日詩織が着ているドレスと似たカラーが織り込まれたポケットチーフが収納された胸ポケット。

　まさかのモノが入っていることへの衝撃と、彼の用意周到さに、彼女はもう怒ればいいのか呆れればいいのかわからなくなった。

「……泊まる、お部屋に、行きましょうよ」

　数秒間押し黙った詩織は、ゆるゆると仕立ての良いタキシードへ手を伸ばし、ボタンをかけていない上着をキュっと掴む。一縷の望みをかけた声は喉を震わせ、懇願の眼差しを恋人へ向ける目元は、欲の帯びた熱と困惑に潤んでいく。

「……我慢なんか、もう出来ないっての」

　――俺も……お前も。

　どこか切羽詰まった様子の低音を聞きながら、詩織は悠佑に押し倒されるまま、ソファーの上に身体を鎮めた。

　

　最初は、大人二人が寝転ぶなんて到底出来ないソファーの上で、互いに身体を抱きしめあい、唇を重ねるだけだった。

　けれど、一度自覚した熱は、そんな生易しいものじゃ静まらない。

　ついさっきまで、なけなしの理性に縋って「ダメです」なんて言っていたくせに、変わりすぎじゃないのか。

　思いの他チョロかった自分に感じる情けなさも相まって、どうしようと思い悩んでいれば、それまで詩織に半分圧し掛かっていた悠佑が、いそいそとソファーから降りて、ソファーの上に放り出された恋人の足元へ移動したのだ。

「悠佑……さん？」

　あたたかい圧迫感が消えたことを不思議に思って、詩織が恋人の名前を呼んだ。

　何が起きているのか知りたくて、少しばかり首を持ち上げて見れば、おろしたてのドレスの裾がこんもりと膨らんでいた。

　

　さらに数分が経ち、詩織は最初と変わらずソファーに寝そべったままだが、悠佑は彼女が身に纏うドレスの下へ潜り込み、下着を脱いで露わになった蜜壺へ無遠慮にしゃぶりついていた。

　最初ドレスの膨らみを見た時は「何事？」と詩織は驚きを隠せなかった。

　けれど、思い浮かんだ疑問を口にするより先に、ストッキングと下着を脱がされていた。

　いきなり風通りが良くなった下半身に「ひっ」と小さな鳴けば、か細く響く恋人の声をかき消す勢いで、薄暗い視界に露わになった蜜口へ悠佑が舌を伸ばした。

「んんっ、ふぁっ……ぅ、すけさ……また、またイッちゃ」

「何度でもイけ。ここが解れた方が、お前の奥まで味わえる」

　じゅるじゅるとワザとらしく音を立てて、いくら飲んでも次々溢れる甘露な雫を悠佑は恍惚とした表情を浮かべ吸い続ける。

　時折、クイっと丸めて細くした舌先を、蜜口から膣へねじ込んで直接愛撫したり、蜜口の上、いつもなら襞に隠れている充血して膨らみ始めた秘豆を、舌全体で包み込むように撫で上げていく。

　悠佑の舌が生みだすどこかピリリと刺激的な快楽は、詩織をこれまでに数回軽い絶頂へ導いていた。

　自分の意思じゃ止まらない喘ぎが、嫌と言う程耳にまとわりついて、とても恥ずかしい。

　けれど、それ以上に与えられる快感が心地良過ぎて、はしたないと自覚しながら「あっ、ああっ」と、喘ぎ声が止まらず、詩織は酷く戸惑わせる。

　彼女が「ダメ」と言っても「大丈夫」「もっとイッて」と、恋人は続きを促し、グチュグチュと敏感な部分をなぶるのを止めてくれない。

　それどころか、舌使いがどんどん大胆に、激しくなっていくせいで、お尻まで蜜が垂れている。

　絶対ドレスまで染みている愛液に、悠佑は相変わらず喉を鳴らし続けている。

　だけど、彼が飲み干すより、溢れ出る甘い蜜の方が圧倒的に多いことなんて、恥ずかしさと快感に気が狂いそうな詩織でもわかる。

「……けさ……はぁ、ゆ……すけ、さん」

　そんな彼女は、乱れた呼吸を整える合間に、幾度となく恋人の名前を呼んだ。

　自分の足元に蹲る彼を呼び戻したい一心か、無意識に力なく上げた腕が何もない空間を切る。

　敏感な部分を散々虐められ、彼から与えられる快楽は確かに気持ちいい。

　けれど――。

（もっと、欲しい……）

　これまでに何度も悠佑に抱かれ、彼の興奮しきった肉欲の硬さと熱さを教え込まれた彼女の身体には、今の刺激じゃ満足出来なくなっていた。

「詩織……」

　顔を見せて欲しいと、夢中で彼の名前を呼んだお陰か、ドレスの下に隠れていた姿が、数分ぶりに見ることが出来た。

　ギシッとソファーを軋ませながら、もう一度詩織に覆いかぶさった悠佑の口元は、恋人の愛液塗れになってテラテラといやらしく光っている。

「……こ、れ」

「ん？」

　一瞬、彼のぬるついた唇へ指が伸びそうになるのを堪えて、頬に集まる熱を感じながら、ある場所に触れた。

「これ……つか、て」

　小首を傾げる恋人の胸ポケット――の奥に隠してある避妊具を使って欲しい。今ここで、アナタが欲しいと、恥ずかしさを堪えて精一杯のおねだりをする。

　そんな恋人の様子を見つめる彼の瞳と濡れた唇が、ゆっくりと弧を描いた。

「ここは狭いからな……後ろ向いてくれ。ちゃんと支えるから」

　ニヤリと意味深にほほ笑む唇が優しい命令を提示した数秒後、まずは身体を起こしてほしいと無言のまま訴えるように、詩織はモゾモゾとソファーの上で身動ぎし、自由になった両腕を悠佑の首元へ伸ばした。

　そのまま、悠佑に背中を支えてもらいながらソファーの上に一旦起き上がる。

　自力で座り直した詩織の様子を見て、彼女が動きやすようにと悠佑はソファーを降りていく。

　一人になってより動きやすくなった詩織は、身体の向きを反転させてその場で四つん這いになった。

　熱と赤みがまったく引く気配が無い頬を隠すように、ソファーの端にあったクッションに顔を埋める。

　すると、悠佑がまた乗り上げ、ほんのわずかにソファーが軋む。少しばかりの揺れに意識を取られた瞬間、悠佑が躊躇いなくドレスの裾を捲ったようで、素肌を撫でるわずかな風を感じた。

　そして、下半身が彼の眼前に晒されたと悟った瞬間、わずかな興奮と羞恥が「ンッ」と、彼女の口から色っぽい吐息を零す。

　顔の熱が逃げればと思って、より強くクッションに額を押し当てた。生地に化粧の色が移ってしまうことを気にする余裕など、今の詩織には皆無だ。

　背後でゴソゴソと動く気配を感じながら、自分の中で次々と湧き出る熱情を吐息と一緒に吐き出す。

　その数分後、ソファーに突っ伏しお尻を上げていた詩織の身体を支えようと、お腹に太い片腕が回る。

「――いくぞ」

「……は、あああっ」

　耳元で囁く声に返事をしようと口を開く。

　けれど、彼女が頷くよりも早く、避妊具に覆われた熱い昂りが、涎を垂らして待ち構える蜜口へ押し当てられ、ズ、ズズッと幾多の愛撫で完全に解れた膣内へ挿は入いっていった。

　

　それから十数分後。室内を照らす照明のもとで、二人は息も荒く身体を繋げていた。

　ギリギリ大人一人が横たわれる程度のソファーの上には、ドレスが腰の辺りまでたくし上げられ下半身が露わになった詩織が突っ伏していた。

　その上に覆いかぶさった悠佑は、息も荒く腰を前後させ彼女の蜜口から膣内へ挿入いれた昂りで、恋人のナカをかき混ぜていく。

「悠佑、さ……ふぁ、あ、もうダメ。激しく、しないで。あぁっ」

「ほら、また声が出てる。外に漏れたら、誰か入ってくるかもしれないぞ？」

「――っ」

　耳元で囁かれる言葉と、遠慮なくガツガツと打ち付けられる腰、そこからうまれる強烈な快感に一瞬詩織の意識と呼吸が止まった。

　ドアには鍵がかかり、そう簡単には誰も入ってこれない。そんな事実が、すっぽり頭の中から抜け落ちているせいか、ドクンと大きく高鳴る心臓と一緒に、頭の中に若干の恐怖が過る。

　名のあるホテルで、いつ誰が様子を見にくるかわからない場所で、自分たちは今何をしているのだろう。

　現状を疑問視する意識は、やけに冷静だった。けれどそれはほんの一瞬であっけなく消えていく。

　それどころか、愛する人の肉欲を飲み込んでいる膣は、まるでこの状況を喜ぶように、キュっと避妊具に包まれた剛直を締め付ける。

　次の瞬間、二人の口から「あ、はああっ」「……くっ」と、熱と欲に塗れた喘ぎ声が漏れ、二人はほぼ同時に絶頂を迎えた。

　

　詩織はまさか、こんな場所で悠佑に抱かれるとは思ってもみなかった。

　けれど、彼の押しの強さとどこか甘えるようなおねだり、無意識に下着を湿らせていた事実を指摘されてしまえば、もう何も言えない。

　彼から滲む熱くて甘ったるい空気を吸い、たった一度恋人の手で快感を与えられれば、後は大きくて男らしい手の中へ落ちていくだけだった。

　

　お互いに気持ちを吐き出して、より一層相手への愛情が深くなったからなのか、しばらくの間、詩織は悠佑に抱きしめられたまま〝自分たちが今どこにいるのか〟を忘れ、幸せというぬるま湯に浸かっていた。

　最初の頃は現状に対するわずかな疑問を抱くなど、頭の中もはっきりしていたと思う。

　だけど今はもう、考えること自体が億劫になっているのか、思考力がかなり低下していた。

　二人で達した後、お互い息を整えることに集中する間、詩織は恋人の用意周到さについてぼんやり考えていた。

　部屋を確保してあると話を聞くまで、詩織はてっきり、パーティーが終わった後、タクシーを使って悠佑が住むマンションへ帰るものだと思っていた。

　なのに、悠佑はパーティー前にフロントに掛け合っていたのか、今晩泊る部屋を確保していた。

　もしかして、滅多にこない高級ホテルの内装に詩織が気を取られている間にフロントに申し出たのかと、少しだけ冷静さを取り戻した今なら考えられる。

「ゆ、悠佑さん……あの、お部屋に、お部屋に、行きましょう？」

「ダメ……もう一回だけ、ここでシたい。……その後、部屋に行く」

　彼の剛直を受け入れて一度果てたと言うのに、何度もキスを繰り返していれば、愛する人にもっと触れたいと思う気持ちが抑えられなくなったのは、詩織だって同じだった。

　そんな彼女の精一杯の静止を振り切り、悠佑は欲を吐き出したにも関わらず硬さを失わない男茎で、まだ火照っている詩織の膣壁をゆっくり突き上げていく。

　その動きが生みだす快感は、瞬く間に詩織を快感の渦の中へ引きずり込んだ。

　

「ん、ふっ！　ん、はっ、ああっ、はぁ」

　声が外に漏れないように、詩織は言われるまま、差し出された恋人の指を数本口に含み、声を必死に押し殺していた。

　一度目はクッションに顔を埋めて凌いだものの「それじゃあ苦しいだろう」と言われ、問答無用で顔を上げられた。口に指が突っ込まれているものの、鼻で呼吸が出来る分、さっきより幾分か楽に思えた。

　膣内を蹂躙していた肉欲で敏感なところを突かれた瞬間、全身を駆け巡る快感に負けて懸命に咥えていた指を離してしまった。しかも、突然与えられた快感は我慢するより早く嬌声に変わっていく。

　耳元で聞こえる色香を含んだ熱っぽい吐息。ソファーの上に伏せた身体をかき抱くように胸元とお腹へ回された男らしい腕の熱。スーツのズボンを寛げてナカを突き上げる剛直が与えてくれる強い刺激。

　最初は「え？　ここ家じゃないんですよ？」「宿泊用に取った部屋でもないんですよ！」と、戸惑うあまり逃げ腰だった詩織と違って、今は悠佑が与えてくれるすべての快感を素直に受け入れている。

　彼の言葉に甘えて指を咥えさせてもらい、しばらくの間必死に声も我慢していた。部屋の外を通る人に喘ぎ声なんて聞かせられない。

　それどころか、誰かが慌てて部屋に入ってくれば、いろんな意味で〝終わってしまう〟と、彼女は必死に声を堪えた。

「あ、はっ、悠佑さ、ダメ、だめです。ソコ、ばっかり――」

　それなのに、恋人に与えられる快感があまりにも好過ぎて、詩織の脳内にあった理性というストッパーが瞬く間に壊れていく。

　自分が感じている快感を声に出すと、より一層気持ち良くなれる。その刺激と快感を、今そばにいる男に教え込まれた彼女は、もう我慢出来なくなっていた。

「くっ……ほら、ここだよな？　ここが、一番感じるところだもんな？」

「あ、はあっ。イイっ、気持ち、いいで、ふぁあっ」

　これまでに何度も身体を重ねて、すっかり詩織の〝イイところ〟を把握した悠佑は、喘ぐ恋人に機嫌を良くし、執拗に彼女の〝弱いところ〟を責め立てる。

「あンッ、イッちゃ、い、ちゃいま、ああっ」

「っ、そうだな。一緒にイこう、な？　……ッ」

　二人の素肌がぶつかるたび、室内に水音混じりの破裂音が響く。それはあっという間に耳から脳へ伝わり、詩織を更に興奮させた。

　彼女の頭の中にはもう、周囲への心配や、自分たちの状況把握など、理性が司るものは何一つ残っていない。

　あるのはたった一つ。与えられた快楽を享受するという本能だけ。

「ひゃ、ああああっ」

　容赦なく膣壁を突く熱い肉欲が最奥に届いた瞬間、詩織は一際強く身体を震わせ絶頂を迎えた。

　伴って、彼女の膣と蜜口が激しい拙送を繰り返していた悠佑の昂りを無意識に締め付ける。

　少しばかり遅れて達した悠佑の眉間に皺が寄り、薄い膜内に熱い白濁を再度吐き出した。






最終章　一つも嘘はついてない








　パーティーからしばらく経った休日。

　この日詩織は、寿退社をした後輩――高橋の新居へ招かれていた。

「ごめんなさいね。休みの日にお邪魔してしまって」

「いいんですよ。今日は患者さんの様子を見がてら友達に会ってくるって、向こうも言ってましたから」

　リビングに通され、若干恐縮しつつ詩織が話しかければ、対面式のキッチンでお茶の準備をする後輩は笑顔を浮かべ首を横に振った。

　秘書室の皆から高橋ちゃんと呼ばれていた彼女は、大学病院に勤務する医者と結婚して今後は専業主婦をすると退社前に教えてもらっていた。

　後輩たちの中で、唯一心から自分を慕ってくれる彼女を、詩織自身とても可愛がっていた。

　そんな高橋から数日前「荷ほどきも落ち着いたので、良かったら遊びにきてください」と連絡を貰った詩織は、近場のケーキ店でいくつかケーキを買い込み、後輩の新居へやってきた。

　持参したケーキから、それぞれ好きなものを選び、紅茶と一緒に出してもらった後、二人はしばらくお互いの近況を報告しあう。

「そう言えば……先輩、その後社長とはどうですか？」

　詩織は当たり障りのない仕事の愚痴、高橋は引っ越し絡みの愚痴などを漏らし、ケーキに舌鼓を打てば、不意に向かい合って座る彼女の口から思いもしない言葉が飛び出した。

「っ！　ゴホッ、ゴホッ」

　驚くあまり紅茶が気管に入ったようで、咳き込んでしまい反射的に胸元に手が伸びる。その様子に高橋は酷く慌て、席を立ちかけた。そんな後輩の姿に「大丈夫だから」と努めて笑みを浮かべた。

　

　乱れた呼吸が落ち着くのを待った後、詩織は「この子ならいいか」と、これまで自分の身に起きたことを掻いつまんで話した。

　後輩たちが自分を疎んでいること。彼女たちを見返すために悠佑の提案を受け入れたこと。最初は偽物の関係だったのに、気づけば彼を好きになり、二人の関係が本物に変わったこと。

　悠佑への気持ちに関して悩んでいたと話す流れで、つい元カレのことまで大雑把ながら喋ってしまった。

　そんな先輩の話に、高橋は時に怒り、時に悲しみ、時には頬を染め、真っ直ぐな眼差しで耳を傾けた。

　百面相をする後輩の反応に、詩織の方は恥ずかしさのあまり苦笑いを浮かべる。同時に、溜め込んできた気持ちを受け止めてくれる新しい存在に嬉しくなった。

　しばし無言のまま、ぬるくなった紅茶を飲みながらお互いに気持ちを落ち着かせれば、不意に元後輩が口を開いた。

「先輩は今、幸せですか？」

　どこか不安の色が残った表情を浮かべ、先輩である詩織の様子をうかがい言葉を紡ぐ。

　その姿と、予想外な質問に驚くあまり大きく瞳を見開いてしまう。

　けれど、彼女の言葉や態度から伝わる優しい気遣いが嬉しかった。

　無意識に目を細め、口角を上げた詩織は、彼女の言葉に小さく頷き、微笑む。

「ええ、幸せよ」

　頷くだけじゃなく、しっかり自分の言葉で返事をしたからなのか、不安そうだった高橋の顔が少しずつ笑顔に変わっていく。

　その様子にますます目を細めながら、詩織はふと考えた。

　元カレと別れなかったり、新しい恋人が出来ていたら、きっと悠佑と自分は付き合わなかった。

　後輩たちの陰口を偶然聞かなければ、冗談としか思えない提案を受け入れたりしなかった。

　悠佑からの提案に頷いて、秘書室の皆を見返そうとしなければ、彼の優しさに気づかず、好きにすらなっていなかった。

　これまで自分の身に起きたたくさんの出来事。そのどれが欠けても、自分はずっと恋愛から逃げていたんだな、と改めて実感する。

（まだ、少し……だけ、不安になったりするけど）

　パーティーの夜に不安を吐き出したけれど、未だにふとした瞬間、幸せ過ぎる今が怖くなる時がある。

　また前みたいに、自分ばかりはしゃいで――裏切られるのが怖い。

　尊敬する上司であり、大切な人になった彼を疑いたくない。純粋に心から信じて、彼を愛したい。

　そんな詩織の気持ちとは裏腹に、彼女の心に深く残った悲しい傷は、今でもその存在を主張している。

　

　週末が明けた月曜日。お昼の休憩を終えた詩織は、いつも通り仕事に勤しんでいた。

　自分のデスクに置いたタブレットを覗きながら、彼女はカタカタとキーボードを打ち書類を作っている。

　午前中、社長と一緒に向かった取引先で、向こうの社員たちと話し込んだ上司は、また新しいプロジェクトを発足させようと躍起になっていた。

　自分たちを出迎えてくれた副社長と、商品開発部の社員数名、そして悠佑が話に花を咲かせている横で、必死にタブレットでメモを取ったことは記憶に新しい。

　今は保存していたメモを参考に、プロジェクト発足に必要な書類を作っているところだ。

　秘書は普通、こういった書類づくりをするのかと疑問が残るけれど、相手が悠佑だからと詩織は早々に割り切っている。

　彼は社長という椅子に胡坐をかいてふんぞり返らず、自らも様々な企画に首を突っ込んでいくタイプだ。

　今日のように、詩織が書類や資料を作るのは、これまで何度もあった。

　アクティブに動く男の秘書として働く詩織自身が、オールマイティーさを身に着けたと言った方がいいかもしれない。

「これで、よし」

　最後の一文を打ち込み、ファイルに名前を付けて個別フォルダに保存されたのを確認した後、ふう、と口から吐息が零れた。

　後輩たちは皆それぞれ仕事に出払っている今、秘書室に残っているのは詩織一人だ。

　悠佑は今日も社内会議に出席中のため、彼女は一人で出来る仕事をと資料作りをしていた。

「…………」

　仕事がひと段落して、飲みかけのまま置いていたペットボトルへ手を伸ばす。

　キャップを開けた流れで口をつけ、半分ほど残っていたミルクティーを飲めば、ふとパーティーの夜の記憶がよみがえった。

「はぁ……私ったら、なんて恥知らずなことを……」

　ミルクティーの甘さが、あの日飲んだジュースのフルーティーな甘さを記憶から引っ張りだしていく。

　と言っても、詩織の頭の中に浮かんだ場面は、休憩室でのこと。

　あの日は結局、悠佑の思惑通りホテルの部屋に一晩泊まった。

　休憩室のソファーの上でバックから責められた後、怪しまれない程度に身だしなみを整えてから〝まだ本調子じゃない連れ〟という体で、何故かお姫様抱っこをされてしまった。

　恥ずかしいし、自分で歩けるからと、訴えてみたものの、それは聞き入れられず、結局目的の部屋まで行く間、詩織はずっと悠佑に抱えられたままだった。

　そんな自分の状況が恥ずかしくて、移動中ずっと彼の胸板に顔を埋めていた。そのせいで、周りからどういう視線を向けられていたかまでは知らない。

　微笑ましく見守る視線、羨望の眼差し、そして若干の嫉妬を含んだそれ。詩織はそのすべてを知らないまま部屋へ向かった。

「うう……」

　一つ思い出せば、次から次へ数珠つなぎに記憶が蘇っていく。

　己の痴態を思い出すばかりな状況に、詩織は瞬く間に火照った頬を無意識に隠そうとデスクに突っ伏した。

　

　終わっていないパーティーを途中で抜け出してしまった。

　体調を偽って休憩室を使ってしまった。

　しかも、いつ誰が部屋の前を通るか分からない場所で、悠佑と――。

　

　などなど、思い出せば思い出すだけ、過去の自分自身について猛省するばかりだ。

（今ここに、皆が居なくてよかった）

　自分の他に誰も居ない室内にホッとしつつ、詩織はデスクに伏せたまま顔の向きを変えて社長室へ繋がる扉を目に留めた。

　あの日のことを思い出すだけで、自分はこんなにも恥ずかしいのに、片や一晩一緒に過ごした相手は、あれ以来特に何の変化もなく毎日いつも通り仕事をこなしている。

　自分は不意に思い出してしまう記憶のせいで、何度も慌てふためいているのにと、少しばかりこの場に居ない彼のことが憎らしい。

　だけどあの日、悠佑はパーティーで親しい人と挨拶をするたび、詩織を婚約者のように紹介してくれた。

　どうしてあんな紹介の仕方をしたのか、彼の真意はまだよくわからない。

　けれど今は、彼が自分を〝婚約者〟として周りに触れ回った事実が、何よりも嬉しく思えた。

　

　それからは、特に何のトラブルもなく、特別気にするような出来事も無く毎日が過ぎていった。

　とは言っても、相変わらず仕事の時とプライベートの時とで、悠佑の詩織に対する態度は差がありすぎる。

　彼の家へ行く頻度も増え、もう半同棲状態と言ってもいいくらいだ。

　そんな中、詩織は悠佑に同行し、四泊五日で九州への出張が決まった。

　

　

　

　今回の出張は、今会社で手掛けている案件のなかで、提携している個人経営のお店や、地方に本店を置く企業などを中心に挨拶や軽い打ち合わせ、視察などをするものだった。

　普通は、それぞれの企画を担当する社員が現地へ行く内容だろう。けれど、アクティブな社長にはその常識がきかない。

　社内の案件のほとんどに、悠佑自身が多かれ少なかれ関わっているからこそ、今回の出張が出来るかもと、詩織は飛行機で移動中心の中でつい感心してしまった。

　朝一の飛行機に乗ってやってきたのは福岡空港だ。今日はここで何件か取引先をまわり、ホテルに一泊した後、明日は隣の大分県に移動する。

「よし、行くぞ吉野」

　荷物を一旦ロッカーに預け、事前に部屋を予約しておいたホテルへ電話でチェックインの時間を確認した悠佑は「早速仕事だ」と言わんばかりに、詩織を呼ぶ。

「はいっ！」

　数歩先を歩いていた彼が、後ろにいた部下をふり返る。仕事で社外へ出た時、悠佑はいつも詩織のことを名字で呼んでいる。

　今日もまたその呼び方だ。けれど、声色はとても優しくて、つい返事をする声が弾んでしまった。

　

　予定していた取引先を三件回り、行く先々で悠佑と先方の話は毎回盛り上がった。

　彼の頭の回転の速さと、的確に改善点などを突いてくる指摘力には、相手の社長や従業員たちが揃って舌を巻く。

　自分にとって、すっかり当たり前になった悠佑の優秀さに対する新鮮な反応を目の当たりにした詩織は、まるで自分のことのように内心鼻高々だった。

　その後、あっという間に時間は過ぎていき、三件目の話し合いが終わった頃には、すっかり外が暗くなっていた。

「どうですか？　よろしければこのまま夕食でも」

　このままホテルへ行く前にどこかお店に寄って夕食かな、なんて思っていた詩織の耳に届いたのは、悠佑と話し込んでいた取引先の社長の提案。

　四十代で少しふくよかな体形の彼は、額に滲む汗をハンカチで拭いながら「地元料理が美味しい店、紹介しますよ」と、悠佑たちを誘ってくれた。

　悠佑が誘いを受けると、すぐに社長はお店へ予約を入れ、タクシーを呼んだ。

　数分ほど待てば、会社の玄関前にタクシーが停まる。そのまま三人を乗せると、社長が指示した行き先へ向け、運転手はアクセルを踏んだ。

　予想外の展開に驚きつつ、詩織はタクシーの後部座席から夜景を眺め内心自分を褒めていた。

　二件目の打ち合わせ終わりに一旦荷物を回収して、そのままチェックインを済ませた判断は、どうやら正しかったらしい。

　案内されるまま到着したのは、落ち着きのある和風居酒屋のお店だった。

　社長が予約を入れた時に指定したのか、三人は入店後すぐに個室へ案内される。

　その後、社長や店員から色々説明を受け、何品か料理を頼み、男性二人は地酒を、詩織はレモンチューハイを頼み、ほんの少し緊張が解けた夕食会が始まった。

　

　店に入ってから二時間近く経ち、気づけばもうすぐ午後十時になろうとしていた。

　流石にそろそろお開きにしようと、皆帰り支度を始める。

　すると、不意に悠佑のスマホが着信を告げ、画面を確認した彼は、二人に頭を下げ席を立つ。

「すみません、電話が……少しばかり席を外させて頂きます」

　詩織には軽く目配せをし、社長に対して会釈をすると、彼はそそくさと個室を出て行った。

　大衆居酒屋より騒がしくない店内でも、電話越しに話すのはきっと大変だろう。

　そうなると、やっぱり一旦店の外へ出るのかな、なんて、詩織は姿を消した彼に対し思いを馳せる。

（……えっ？）

　たった今離れて行ったばかりの恋人のことをもう考えるなんて、色々と末期かもしれない。なんて内心苦笑いをすれば、ふと肩のあたりに温もりと気配を感じた。

　何事かと振り向けば、お酒を飲んですっかり頬を赤らめた社長が、やけに上機嫌で詩織を見つめていた。

「吉野君、今日は本当にありがとう。花岡社長とも有意義な時間を過ごせた。それに今も、とても楽しい時間を過ごせたよ」

　ニコニコ、ニコニコと、彼は詩織から目を離さず三人で過ごした時間は良いものだったと褒めちぎる。

　その内容は、悠佑の優秀さに始まり、周りを見て逐一気遣いを見せる詩織の優しさについてなどが大半だった。

　飲んだお酒は少量で、全然酔っていない詩織にとって、酔っ払いのテンションは若干扱いにくい。だからと言って蔑ろになんて出来る訳もなく「ありがとうございます」とほほ笑んだ。

　すると社長はますます目を細めて笑い、どこかニヤついたいやらしさのある笑みを浮かべると、詩織が自分の膝の上に置いていた彼女の手を取り、スリスリと愛でるように撫で始める。

「どうだ詩織君、この後私と二人でもう一軒。先日、知り合いに教えてもらったバーがあるんだ。女性が好みそうなところなんだが……どうかな？　そこでもう一杯」

　パーティーの夜、詩織は悠佑に鈍感だと指摘された。けれど今は、そんな彼女でもわかるくらいあからさまな下心を覗かせる相手の言動に、ゾワッと背中に悪寒が走る。

　最初は手の甲を撫でるだけだったのに、今は派手過ぎない程度にマニキュアを塗った指を撫で、太い指を絡め手を握ってくる。

　ジワリと汗ばむ相手の肌の質感に、恐怖のあまり心臓がキュっと収縮するのがわかった。

　ヒッと喉元まで悲鳴が出かかったけれど、わずかに瞳を見開いたお陰で声を出さずに済んだ。

　明らかなセクハラをしてくる相手を庇う気なんて無いけれど、相手は取引相手の社長だ。

　この場で自分が騒げば、今提携して順調に進んでいるプロジェクトに悪い影響が出るかもしれない。

　そんな〝もしも〟を想像したせいで、ドクドクと鼓動が速くなる。

「――何してるんですか」

　解決策が見つからないまま、不安に襲われ俯いて口ごもれば、頭上から冷ややかな低音が聞こえてきた。

「しゃ……ちょ、う？」

　耳に届いた声に、暗い海の底に沈んでいくだけだった意識が引き上げられていく。それと一緒にゆっくり顔を上げれば、いつの間に戻ってきたのか、すぐそばに立った上司に見下ろされていた。

　声と同じく冷ややかな視線で、彼が何を見ているのかすぐにわからなかった。

「失礼」

「……っ！」

　理解が追いつかず、次第に彼の眼差しが怖いと思い始めた時、手を握られていない方の腕を掴まれ勢いよくその場に立たされた。

　その勢いで、セクハラ社長に触られていた手は自由になり、立ち上がった反動のまま、ポスっと安心感しかない恋人の腕に抱きしめられる。

「せっかく順調にプロジェクトを進められると思っていましたが……白紙に戻した方が良さそうですね」

「何っ？」

「……っ！」

　抱きしめられた勢いで、悠佑の胸に顔を埋める体勢になった詩織の耳に、まさかの宣言が聞こえ、驚くあまり息を呑んだ。

「取引先の社員に対して、邪な感情を抱き、セクハラまでしてくる者が経営する会社とは、正直今後の取引を考えざるを得ません」

　悠佑の口から飛び出したプロジェクト凍結とも言える発言に、二人は言葉を失うばかりだ。そんな詩織たちを他所に、悠佑は尚も冷ややかな声のまま自分の考えを突きつける。

「い、今のは酒が回ったせいで、少々冗談の度合いを間違えたんだ。吉野君、すまなかった」

　こちらが驚くほど酔っていたはずなのに、悠佑の言葉を聞いて酔いが覚めたのか、社長は酷く慌てた様子で言い訳を口にした。

　さっきのは言葉の綾だ。プロジェクトの白紙なんてやめてくれ。

　と、懇願する社長の声は聞こえてくるものの、悠佑に抱きしめられ、彼に守られているおかげか、もう嫌悪感しか抱けない相手の顔を見ずに済んだ。

「今後はこんなこと、二度とないようにしてください。それと、言い忘れていましたが……彼女は私の妻です。その点は決してお忘れなきように」

（……えっ？）

　全身を包む温もりにホッと息を吐いた瞬間、自分の耳を疑いたくなる言葉が聞こえた気がして、少しばかり伏せていた瞳が処理しきれない驚きに連動して大きく見開かれる。

　悠佑はそんな彼女の様子には気づかないようで、終始冷ややかで一方的な言葉を続け、言いたいことが言い終わると「お先に失礼します。支払いはもう済ませましたので、そのままお帰り頂いて結構ですよ」と言って、自分と詩織の荷物をすべて持ち、恋人を抱きしめていた腕で彼女の腰を抱きなおすと、足早に店の入り口へ向かっていった。

　

　

　

　上司と先方のやりとりに一切口を挟めないまま、次々と襲ってくる衝撃を認識するだけで精一杯だった詩織は、悠佑に促されるまま、彼がつかまえたタクシーに乗ってホテルへ戻ってきた。

　恋人だからと、一部屋しか取っていない部屋に二人で入れば、悠佑はローテーブルの上に書類を詰め込んだバッグなどの荷物を置く。

　そのまま詩織の手を握り直した彼が、彼女を連れて移動し、腰を落ち着けたのはベッドの上だった。

「……っ！　しゃ、社長！　どうしてさっき、あんなことを言ったんですかっ！」

　皺ひとつなく綺麗に整えられたベッドに身体が一瞬沈みこむ感覚が、ずっと心ここに有らずだった詩織を現実へ引き戻す。

　我に返った途端、彼女はカッと目を見開き、少しばかり鋭い目つきをして隣に座る上司兼恋人を睨みつける。

「何も本気で白紙に戻すわけじゃない。ちょっとした脅しだ」

　けれど、その視線を受けても悠佑は平然としていて、恋人の髪に自分の指を通しながら何度も撫で、目を細めていく。

　彼が自分へ向ける眼差しが急に甘くなったと理解して「すっかりオフモードになってるな」と悟った。

　先程の騒動に慌てふためく自分と違って、彼は何一つ慌てていない。きっと詩織が考えた何倍もの事柄を、彼は今も考えているんだなと気づき、それ以上の文句が思いつかなくなった。

（本気、かと思った……）

　本気で取引を止めるわけじゃない。そう説明されても、個室で目の当たりにした悠佑の冷ややかな態度を思い返す限り、そうですかと割り切れそうにない。

　絶対零度とも言えるあの言動は、これまで彼の秘書として働く中で何度か目の当たりにしたことがある。

　それを目撃した後、彼から冷たい視線や言葉を向けられた取引先や、社員は、ことごとく悠佑に、会社との関係を切られた。

　だから今回も、そうなるとばかり考えてしまった。

「悪かったな……すぐに戻れなくて」

　考え込むあまり、さっきの威勢はどこかへ消え、静かになった詩織の様子に何を思ったのか、悠佑はおもむろに恋人を抱きしめ、その耳元で囁くように声をかけた。

　その後、あの電話は重役社員からかかってきたもので、帰宅後に気になったことへの確認だったと教えられる。

　一つ二つと確認事項を話しているうちに、思いのほか長引いてしまったと、また彼の口から謝罪の言葉が聞こえてくる。

　その声を聞きながら、まだスーツを着たままの胸板に顔を埋めた詩織は、恋人の大きな背中に両腕を回して自分からも抱きついた。

　こんなに真摯な態度で謝られると、もう何も言えなくなってしまう。

　恐る恐る顔を上げれば、ニコリとほほ笑む彼と目が合い「消毒しような」と言われるまま唇を塞がれた。

　

　その後、キスの合間にスーツの上からお互いの身体を弄り合う二人は、そのまま自然と倒れ込むようにダブルベッドに身体を沈めた。

「ふぁ、あ……は、ん……ふっ」

「詩織、詩織」

　詩織が小さく吐息を吐き出すたび、どこか必死になって悠佑は何度も恋人の名前を呼びながら、自分の腕の中にある華奢な身体を強く抱きしめる。

　その声に応えて「悠佑さん」と詩織がか細く声を上げれば、わずかに開いた口の隙間からぬるりと舌が侵入する。

　しばらく、お互いに舌をこすりあわせ、時折絡め合い、どちらともなく吸い付きながら、コクンコクンと二人は喉を鳴らして、すっかり興奮剤になった唾液を飲み込んでいく。

　そのまま時々感じる息苦しささえ愛おしく思いながらキスを続け、ようやく唇が離れていくと詩織の身体は本能的に酸素を求めるのか、呼吸をするたび胸元が大きく上下する。

「……はぁ、ふぅ」

「悪い、がっつきすぎた」

　恋人を気遣ってか、密着させていた身体を自ら起こしてくれた悠佑のおかげで、呼吸をするのも楽になる。

　息を乱して、頬を熱で赤くさせ生理的に瞳を潤ませる恋人の姿を見下ろす悠佑は、気まずくなったのか、ボソボソと急に口ごもってしまった。

　所在なさげに揺らぐ視線と、自嘲するかのように吐息を吐き出す姿。いつも毅然とした態度で仕事にあたる上司とは縁遠い恋人を見上げる詩織は、自分に跨る彼に愛おしさを感じて思わず両腕を伸ばした。

　悠佑が自分へ向ける熱を帯びた視線、重なった唇、触れ合った肌から感じる欲情しきったどこかドロリとした心地よい意識が、つい数分前まで秘書という見えない鎧を着ていた彼女の身を軽くさせていく。

　居酒屋でのことは、正直今思い出しても嫌悪感が湧き、ニヤついた社長の顔を思い出すだけで怖くなる。

　けれど、こちらが息つく間もなく与えられる熱が、詩織の中に蔓延る恐怖心を紛らわせてくれるのが、素直に嬉しい。

「……？」

　伸ばした腕を首に巻き付けて、今度は自分から抱きつくか。それとも、頬を優しく包み込んでこちらからキスするか。

　どっちがいいかと中途半端に腕を伸ばしたまま考えていれば、不意に悠佑が自分へ伸びた細い手首を片方掴んだ。

　不思議に思って首を傾げると、彼は自ら手首を掴んだ詩織の手を自分の口元へ移動させる。

　そして、マニキュアが塗られた指先を一本、何の躊躇いなく口に含んだ。

「んっ！」

　指先を包むあたたかさに、思わず身体が震える。

　しかも、悠佑に快感を教え込まれたせいで、無意識に声まで出てしまう。

（な、何？）

　詩織は困惑の表情を浮かべ、驚きのあまり掴んだ手を放す気配の無い恋人を凝視する。

　最初に人差し指を咥え、レロレロと指全体を舐めまわしたと思えば、次は中指を咥え、同様にしゃぶっていく。

　そのまま、薬指、小指、最後に親指と、片手の指すべてをしゃぶった悠佑は、続けざまに詩織の手の甲へ舌を這わせていく。

「悠佑さ、んぁ。一体、何、して……っ」

　手の甲から手首までを一息に舐められると、恥ずかしさと妙なくすぐったさで声が震える。

　彼の行動意図を知りたい一心で、くすぐったさの中にあるだろう小さな快感を拾おうとする意識を叱責し、問いかけた。

　すると、ここ数分詩織の手元ばかり見つめていた彼の視線が、ほんの数秒だが色濃い戸惑いが浮かぶ恋人の顔を見上げた。

「さっきも言っただろう。消毒だ、消毒」

　直後、端的な説明の声を発したかと思えば、悠佑は舌先を丸め、今度は指の付け根の間にある窪みをグリグリと舐めていく。

　舐めているというよりは、自分の唾液を詩織の手に刷り込んでいるように見えるのは、気のせいなのか。

　なんて考えが浮かぶほどに、恋人の唾液塗れになった手の表面は、透明で淫靡な膜に覆われている。

　一度決めたことを、滅多なことが無い限り覆さない。そんな彼の性格を、詩織はこの数年サポートしてきて知っている。

　今この場で、自分がどんなに文句を言っても、きっと彼はこの行動を止めないはずだ。

（消毒って……あっ）

　なら、どうしてこんなことをと考えて、詩織はふとあることを思い出す。

　執拗に悠佑が舐め続けている手は、ついさっき居酒屋で、セクハラ社長に何度も撫でられた場所だ。

　彼の言いたいことをようやく理解した途端、羞恥心とは別に、ほんの少し嬉しさを感じてしまう。

　恋人の手を消毒と称して丹念に舐める彼の行動は、動物のマーキングを彷彿とさせた。

　その様子に、自分に対する執着心が見え隠れしている気がして、トクトクと一定のリズムを刻む心臓が、不意に甘く疼いてしまう。

「もう……大丈夫、ですよ」

　自由に動かせる手が、無意識に胸元へ伸びた。スーツ越しでも手のひらへ伝わる胸の高鳴りに頬を染めながら、詩織はおもむろに口を開く。

　数秒後、それまで無心で恋人の手を舐めていた舌が止まった。ゆっくりそれが離れていくのと同時に、詩織の手元に集中していた悠佑が顔を上げる。

「他は？」

「……？」

「他に……どこを触られた？」

　小首を傾げる彼と同じ向きに、コテンと首を傾げる。その耳に続けて聞こえた問いかけに、詩織は無言のまま自分の中にある記憶の扉を開けていく。

「肩を、触られましたけど……スーツの上、からでしたし」

　最初に触られたのは確か肩だったと思い返して口を開いたものの、大丈夫と伝えるより先に、上着のボタンを外しにかかる恋人の指が見えた。

　

　その後、あっという間に悠佑の手で全裸にされた詩織は、身体の至るところを同じく裸になった恋人から舌で愛撫された。

　触られたのは肩と手くらいだと言えば、悠佑は入念にその箇所を舐めていく。

　そして、それだけに留まらず、首筋、胸、お腹、背中や脚など、全身くまなく彼の舌で〝消毒と言う名の愛撫〟が繰り返される。

「ああ、ここも綺麗にしないとな」

「ああっ！　そこ、ちが、違うか、ひゃあぅ！」

　しまいには、恋人の舌技に興奮し、欲情した蜜壺にまで舌が伸びる。

　ワザとらしく音を立てて溢れ出す愛蜜を啜る彼の様子は、太ももの間から嫌でも見えた。

　その様子が、以前、ホテルの休憩室で過ごした濃いひと時と似た状況だと気づいて、カッと身体の奥が熱くなる。

　あの時、ドレスの下はこんな状況に。そう頭の中にある記憶と目の前の景色を無意識に結び付ければ、詩織の蜜口から溢れる愛液は勢いを増して、悠佑を喜ばせるだけだ。

「や、やぁっ」

　悠佑を止めたい一心で、彼の頭へ両手を伸ばし、グッと股の間に鎮座するそれを掴んだ。

　生理的な涙が滲むせいで、瞳の表面に透明な膜が張る。

　子供が駄々をこねるように、イヤイヤと首を横に振っていると、悠佑の頭を掴んでいた両手首を逆に掴まれてしまう。

　そして、やんわりと頭から手を外されたかと思えば、今まで眼下にあった恋人の顔が、ぬっと鼻先数センチの距離まで近づいてくる。

「泣くなよ」

「な、泣いてません」

「いや、泣いてんじゃん」

　ベッドの上に仰向けになっている詩織に素早く覆いかぶさった悠佑は、涙目の彼女を見下ろして苦笑いを浮かべた。

　その言葉を聞いて、詩織は頑なに首を横に振る。

　いつもの凛とした秘書姿からは想像出来ないほど、今の彼女は幼く見えた。

　その目元に、悠佑が舌を伸ばして、溢れる涙を舐めとっていく。

　すると、自然と二人の身体は密着し、詩織は恋人の体温を全身で感じていく。

　触れ合ったところから伝わる、いつもよりほんの少しだけ高い体温と、何度も目元を拭う優しい舌の動き。

　その二つは、一度昂った詩織の感情を揺さぶり、彼女の頭の中をグチャグチャにかき乱していく。

　最初はただ、一方的に快感漬けにされることへの戸惑いと悔しさを抱くだけだった。

　そして、どこかマイナスな面を持つ感情は、詩織の感情を巧みに絡めとり、居酒屋での一件で彼女が感じた恐怖心を引きずり出した。

「……もち……た」

　表面化した恐怖心が、無意識に喉を震わせていく。

「……？」

「気持ち……悪かった、です」

　今まで、ほとんど否定的な言葉を発していた口から紡がれるか細い音に、悠佑は一度動きを止め、首を傾げる。

　彼と至近距離で瞳が合った瞬間、蘇った記憶が詩織に今まで我慢していた気持ちを吐き出させていく。

「こわ……かった」

「うん」

「ゆ……すけさん……早く、戻ってきてって、思って」

　途切れ途切れに紡ぐ言葉の一つ一つに、悠佑は何度も頷いてくれた。

　同時に、チュッチュとリップ音を立てながら詩織の唇を啄み「ごめんな」と謝罪を口にする。

　愛する人を更に近くで感じたくて、思わず伸ばした両腕は嫌がられることなく彼の背中に回すことが出来た。

　悠佑も同じように抱きしめ返してくれ、二人でモゾモゾとベッドの上で身動ぎし、両脚も隙間なく絡めていく。

「……悠佑さん、大好きです」

「俺もだよ」

「愛して、ます」

「俺の方が何十倍も愛情はデカいと思う」

　二人で額をくっつけあって、頬をこすり合って、紡ぐ言葉は相手へ愛情を示すものばかり。

　自信満々な悠佑とは対照的に、まだ気恥ずかしさが残っているのか、詩織の声は小さくてたどたどしい。

　けれど、言葉を受け取った彼は嬉しそうに目を細めて、恋人を抱き込む腕に入る力が少し強くなった。

「悠佑さん、だけです。悠佑さんにしか……触ってほしくない」

　なんて頬を赤らめて呟いた詩織は、自分から悠佑へキスを贈る。

　最初は唇に、次は両頬、鼻、瞼、額と、顔中に口づけた後、数秒躊躇ったものの、唾液でテカった唇をすぐ近くの耳元へ寄せた。

「いつもみたいに、シテください。いっぱい、いっぱい」

　――悠佑さんのことだけで、頭の中をいっぱいにしたい。

　そう言って詩織は、すでに愛液でグチョグチョになった下生えと恥丘を、グッと熱を持ち始めた男茎の根本へ擦り付ける。

　今この時も、これからも、私の心と身体、すべてを満たすのは、アナタしかいらない。

　心の奥底から溢れ出る想いを乗せて精一杯紡げば、頬を赤らめた自分の顔を映す切れ長なダークブラウンの瞳が揺らぐ。

　気づくと、悠佑の身体は、こちらの熱が移ったのかと思うほど火照りだしていた。

　詩織がそれに気づくのと同時に、強請るように揺れていた腰を掴む無骨な手と、ドクンと脈打って硬さが増した自分とは違う熱を身体が敏感に感じ取った。

　

「あっ、は、ああっ、ん」

　必要最低限まで明かりを落とした室内に、艶めかしい詩織の嬌声が響く。

　ベッドの上で横向きになり脚を開いた詩織に覆いかぶさった悠佑の剛直が、彼女のナカを激しく責め立てる。

　お互いに両脚を大きめに開いて繋がる――いわゆる松葉くずしの体勢だ。

　悠佑の勃起した肉欲が奥まで挿は入いり、いつもとは違うところまで責め立てられるせいで、いつもより強く激しい快感に襲われる。

　耳元で繰り返される興奮を隠さない彼の荒い息遣いも、耳が敏感に拾うせいで、ドクドクと心臓の音まで煩いと感じた。

「ああっ、悠佑さ、これ、ふか、深いのぉっ」

「ワザと、だよ。いつもより……っ、気持ちいい、だろう？」

　許容範囲をはるかに超えた快感に際限なく責め立てられ、喘ぎすぎて若干枯れだした声で「もう無理」と精一杯訴える。

　けれど、その声を聞いても、悠佑の腰つきは激しさを増すばかりで、パンパンと肉同士がぶつかり合う音と二人の荒い息遣いだけが、すっかり夜も更けたホテルの部屋に響き渡った。

　

　

　

　翌朝、このまま眠っていたいという本能から半ば強制的に意識を覚醒させ、詩織は当初予定していた時刻より二十分程遅く目覚めた。

　明らかな睡眠不足を感じつつ、何度も落ちかけそうになる意識を引っ張りあげれば、股関節回りの筋肉が痛むことに思わず眉をしかめる。

　絶対昨夜のアレのせいだと、一時の強い快感を得た代償を前に、ため息が口から零れる。

「ほら、バスルーム行くから、首のとこ掴まって」

「……ん」

　一足先にベッドを抜け出し、腰にタオルを巻いた恋人の腕が脇の下と膝下に回され、詩織は素直に身体を預けた。

　全身のダルさと筋肉痛で思うように身体を動かせないと訴えたからなのか、これから悠佑が甲斐甲斐しくお風呂の世話をしてくれるらしい。

　言われるまま、詩織が悠佑の首に両腕を回すと、それを確認した彼は、勢いをつけて裸の恋人を抱き上げた。突然の浮遊感に、ギュッと首に抱き着く腕の力が少しだけ強くなる。

「落とさないから心配するな」

　この前だって、部屋まで運んだだろう、と笑顔を浮かべる彼の言葉に、ホテルでの一件を思い出してジワリと頬が熱くなった。

　赤らんだ顔を見られたくなくて、グッと彼の首元に顔を埋めると、バスルームに向かって恋人を抱きかかえた彼が移動していく。

「……悠佑さん」

「んー？」

「昨日は、ありがとう……ございました」

　バスルームへ行き、身体を冷やさないよう数センチだけお湯を溜めた浴槽に身体を下ろされる。

　終始優しい手つきで恋人に接する悠佑を、まだ赤みが残る顔でぼんやり見上げた詩織の口から、昨夜のお礼が零れた。

「いいよ気にしなくて。自然と昨日もいっぱいお前からの愛情確かめられたし」

「――っ！」

　シャワーからお湯を出し、自分の手にそれをあて温度を確認しながら、悠佑はケラケラと笑った。

　聞こえてきた声のせいで、昨夜、ベッドの上で散々自分が痴態を晒したことをいやでも思い出し、少し引いたはずの熱がまた顔に集まってくる。

　大好き。愛してる。貴方にしか触れて欲しくないと、恋人に対する欲望を散々口にした気がする。

　あれは半分誘導尋問だったと思わずにいられない。

　突然ぶり返した羞恥心に両手で顔を覆うと、肩や腕など、お湯に浸かっていないところへ適温のシャワーが降り注ぐ。

「昨日、どうして、あんなこと言ったんですか。妻、だなんて……牽制するにしても、あの嘘はやりすぎです……」

　悠佑の手が、汗を洗い流すように素肌を滑るなか、ボソボソと昨夜から気にしていたことについて触れた。

　パーティーでの婚約者発言は、戸惑い以上に嬉しさが勝った。

　けれど、昨夜の妻発言は、正直まだ戸惑いの方が勝っている。

　下心丸出しな先方から、詩織を救うための嘘にしたって、限度というものがあるはず。

　その辺りの線引きは、しっかり出来ていると思っていたのに、珍しいこともあるものだ。

　なんて、戸惑いに心が揺らぐなか、詩織は恐る恐る手で隠していた顔を上げる。

「……？」

　何の反応も返してこない悠佑の様子をうかがえば、ついさっきまでバスタブのそばで中腰になっていたのに、彼はいつの間にかその場にしゃがんで、こちらと視線を合わせていた。

　知らない間にシャワーのお湯も止められていて、静寂のなかシャワーヘッドからしたたる雫が湯舟に落ちる音が、やけにはっきりと聞こえる。

「俺は今まで……お前に対して嘘なんかついたことはねぇよ」

「……えっ？」

　お互い無言のまま数十秒見つめあう。その中でうまれたどこか張りつめた空気を打ち破ったのは、愛する人の真摯な声。

　理解が追いつかないまま、詩織はバスタブの中でポカンと呆けるだけだった。

　その様子にクスリと笑みを浮かべた彼は、お湯の中に沈んでいた恋人の左手を掴み引き上げる。

「また今度、ちゃんとするから、覚悟しとけ」

　笑みを深くしたかと思えば、彼は意味深な言葉と一緒に、スリっと自身の親指で、詩織の左手薬指の付け根を撫でる。

　そして、唇を近づけたかと思えば、チュッと同じ箇所へ愛おしげにキスを落とした。

　寝起きと疲労で、思考力が落ちた詩織が、自分へ向けられた言葉の意味をはっきり理解したのは、恋人の手で綺麗に身体を磨かれた後のこと。
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　この度は、数ある作品の中から拙作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　改めまして、当作品を執筆しました、雪ゆき宮みや凛りんと申します。

　濃蜜ラブルージュ様で執筆した作品は今回で二作目となります。

　

　今回のお話は、過去の恋愛経験で、恋に臆病になっている生真面目秘書ヒロインを、終始溺愛する社長という内容になりました。

　ただ溺愛するだけではなく、時に嫉妬したり、ヒロインのピンチを救ったりと、悠佑は色々な顔を見せてくれました。

　パーティーシーンを書く際、パーティードレスやスーツなど、ネットで色々見ながら「どれが二人に似合うかな」とかなり悩みました。

　着せたい衣装候補がたくさんあり、眼福な意味合いで楽しく、同時に悩ましかったです。

　悠佑が購入した露出度多めなドレスは、ショールなどと合わせて詩織が今後、着る機会があると思われます。

　自分で買っておきながら、周囲のエロい視線にイラつき、パーティー後に事前に確保しておいたスイートルームへ詩織を抱えていき、嫉妬＆ラブラブエッチなお泊りまでがワンセット、でしょうか。

　最愛の人を周囲に自慢したい気持ちと、可愛い姿を誰にも見られたくない――そんなジレンマに毎回悠佑は襲われ、一人で苦悩しています。

　そして今回も、色々書き足していくうちに、かなりボリューミーに！

　皆様に楽しんで頂ければ幸いです。

　

　今回、表紙イラストを担当してくださったのはつきのおまめ先生です。

　お膝抱っこに、至近距離で見つめ合う二人。もうドキドキが止まりませんね。

　二人のお顔を見た後、即詩織さんのエッチな太ももに目がいったのは、悪くない、はずっ！

　つきの先生は、一人のファンとしても大好きなイラストレーター様なので、お名前を聞いた時に始まり、イラストが送られてくる時は毎回ドキドキしていました。

　執筆中、初ラブシーンは社長室でと漠然としたイメージでしたが、頂いたラフを見て「よし、お膝抱っこさせよう」と、方向性が決まったりもしました。

　

　最後に、詩織と悠佑の物語を見守ってくださった皆さまへ、多大なる感謝を。
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